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ワケありウェディング




　明るい太陽に向かってまっすぐそびえる尖せん塔とうで、鐘が鳴っている。

　爽やかな秋晴れの空の下。空気は凛りんと透き通っていて、厳かに響き渡る鐘の音を聞いていると、心が洗われるようだ、と思う。

　こんな音色に包まれて生涯の約束を誓い合えば、極上の幸せを手に入れたような気分になれる。

　そう、極上の幸せを。

　そんな思いに浸ろうとすると、背中に突き刺さるような視線を感じる。

　一度目を伏せてから、私は気づかれないように後方に目線を流した。

　きらびやかに着飾った女性の姿が多いのは、左側の席。洗練されたダークスーツが多いのは、右側の席。そして、私は……。

「沢さわ木き 萌めぐみサン」

　私の目の前で、聖書を手の平に乗せた黒衣の牧師さんが片言で私の名前を呼んだ。

　鐘の音と痛い視線に気を取られて、この状況から完全に上の空になっていたことに気づく。

　私は今、この教会の中心で、純白のウェディングドレスに身を包んでいる。

　ヒロインは私。これは私の結婚式。

　なのに、気を抜いたらボーッとできるくらい、まったく現実味がない。

　目を上げると、よそ見をしている私に牧師さんが困ったような目を向けていた。どうやら誓いの言葉の返事を求められていたらしい。

　迷っているように思われてしまったのかも。

　神聖な儀式に妙な間が空いて、隣から訝いぶかしそうな視線をわずかに感じた。

　慌てて、大きく息を吸って集中しようとする。そして、リハーサル通りのひと言を呟つぶやいた。

「Ｙｅｓ、Ｉ ｄｏ」

　掠かすれて聞き取りにくかっただろうに、牧師さんは特に気にした様子もなく、そのまま式を進行させる。

「デハ、誓いのキスを」

　その言葉を聞いて、一瞬ドクンと心臓が騒いだ。

　そのまま加速度を増す私の鼓動なんかお構いなしに、向かい合ったタキシード姿の長身の彼は、視界を隔てていた私の薄いヴェールをゆっくり持ち上げた。

　一歩近づいたその姿に私はおずおずと顔を上げる。クリアになった視界は、彼の顔でいっぱいになる。

　いつもの洗練されたスーツとは違う白いタキシードもよく似合っている。天然の焦げ茶色の髪は、いつもと違う形にセットされている。見慣れなくてほんの少し違和感はあるけれど、とてもカッコいいと思う。

　私よりも頭ひとつ分高い位置から、彼が伏し目がちに私を見つめているのがわかる。気遣われている……ような気がした。

　私は強ばった表情を打ち消すように、必死に笑みを浮かべた。緊張を隠すようにギュッと固く目を閉じる。

　ドレスのせいで剥き出しの肩に、大きな手が乗せられた。そして、軽く引き寄せられる。

　生涯の愛を誓うキス。これが済めば、私は本当に彼のお嫁さんになるんだ。そう思うだけで、胸がいっぱいになる。

　少しずつ、彼が近づいてくる気配を感じる。狭まる距離と比例するように、胸の鼓動はいっそう強く打ち鳴った。

　私の前に立っているのは、同じ銀行に勤める三年上の先輩で、営業第一部のホープ、倉くら西にし 響ひびき。

　営業第一部は、超一流大企業を取引先とし、銀行収益の半分を計上する法人営業部門の根幹部署だ。行内では若手行員の出世の登竜門とも言われる花形部署で、その上彼は整ったルックスも相まって、女性行員から絶大な人気を誇る。

　結婚式の会場だというのに、教会の後方からかすかに悲鳴が上がった。

　彼に憧れている女性はたくさんいる。この結婚をよく思ってない人だって、きっと想像以上にいるだろう。この悲鳴もさっきから感じる鋭い視線も、そんな女性たちのものに違いない。

　それでも目を閉じてしまえば、私にはすぐ目の前にいる彼の気配しか感じられなくなる。

　さっきまでリアルに聞こえた鐘の音が、意識の深いところに消え入っていく。声も物音も、なにもかもが自分の感覚から遠のいていく。

　そして迎えたゼロ距離。わずかに鼻先が掠った。

　小さな感触にビクッと身体を震わせる。

　次の瞬間、彼の薄い唇がかすかに触れた。わずかなぬくもりだけを残して、すぐに離れていく。

　ゆっくり目を開けると、ヴェールがふわっと降りてきた。

　ヴェールをその手から解放した彼は、祭壇に身体の正面を向け直して、背筋を正していた。

　だから私は、その端正な横顔を、ヴェールに遮られた瞳で見つめるしかない。どうして？と目で訴えかけても、彼には届かない。

　時間を置かず、黒衣の牧師さんは次の段取りを片言の日本語とゆっくりした英語で指示してくる。

　俯うつむいて顔を背けてから、私はグローブを嵌はめた手をほとんど無意識に左の頬に当てた。

　そこは、彼の唇を感じたところだった。

　彼は参列者には見えないように、触れる位置をずらした。まるで、ごまかすように。極上の幸せに浸る私に、現実を突きつけるように。

　一生に一度の結婚式。誓いのキスは、唇ではなく頬に落とされた。




　結婚式の特別休暇明けの初日。一週間ぶりのオフィスで、午前中は仕事の感覚を取り戻すのに、思いのほか手間取ってしまった。

　それでも、ようやくいつものリズムを取り戻しかけた午後三時。

　どことなく〝ちょっと休憩〟という空気が漂う中、私は上司や先輩、同僚のデスクを回ってお土産のお菓子を配って歩いた。

「お休み、ありがとうございました」

　部長と次長の席を回った後、直属の上司・篠しの沢ざわ課長のデスク横に立って頭を下げた。

　課長は仕事の手を止めて、お？と私に目を向けてくれた。

「いい結婚式だったね。どうだった？　新婚旅行は」

　お土産の包みを持った手を目の高さに掲げながら、課長がそう訊たずねてくる。

「ご参列いただき、ありがとうございました。旅行も楽しかったです」

　課長には披露宴でスピーチをしてもらった。私には過分な立派なスピーチで、今思い出しても気恥ずかしい気持ちになる。

「どこに行ったんだっけ？」

「ニューカレドニアです」

「いいね。のんびりできたか？」

「はい。……あの、これからもがんばりますので、今後もよろしくお願いします」

　ペコッと頭を下げて再び顔を上げると、課長はお菓子を軽く振って「こちらこそ、よろしく。これ、ありがとう」と言ってくれた。そして、また仕事に戻っていく。

　私は課長のデスクを離れて、年次順に挨拶して回った。

　普段仕事で直接的な関わりのない先輩たちは、社交辞令的な祝福の言葉を向けてくれた。一方、ちょっと砕けた会話のできる関係の同僚は、『倉西さんとの新婚生活は順調？』とズケズケと踏み込んでくるか、『ふたりでいる時の倉西さんってどんな感じなの？』とギリギリのラインで探りを入れてくるか、どちらかの態度をとった。とはいえ、どちらにしても答えづらい質問に変わりはない。

「不思議でしょうがなかったんだけどさ。沢木さん、倉西とどんな接点があってこんなことになったの？」

　お菓子を受け取りながらそう聞いてきたのは、隣のグループの五歳年上の男性社員、二ふた村むらさんだった。

「えっと……あの、二年くらい前に社内報の【明日を担うホープたち】で特集したことあったじゃないですか」

　私が笑みを浮かべながら答えると、二村さんも合点したように、「ああ！」と言ってポンと手を打った。

「あれ、私がインタビュー担当したんです」

「え、沢木さんが？　そうだったっけ」

「はい」

「なるほどね～。でも、それって仕事でほんの一瞬関わっただけだろ？　その後も付き合いが続いて結婚ってさ。なんつーか、あまりに予想外っていうか……その……」

　二村さんは回りくどい言い方をしているけど、私にはなにが言いたいかわかってしまう。

「こう言っちゃなんだけど、アイツ、正直プライベートは褒められたもんじゃないらしいじゃん。女たちは『抱かれたい男ナンバーワン』だなんて陰で騒いでるみたいだけど、そんなふうに騒がれるのも、ネタにされるような事実があるから……だろ？」

　業務時間中の話題にしてはかなり際どい内容。二村さんは声をひそめて周りを気にしながらも、興味津々の視線を向けてくる。

「だからさ、不思議でしょうがないんだよ。沢木さんみたく、その……真面目で清せい楚そな女の子が、どうしてそんな男と結婚する気になったのか」

　歯に衣着せるのを諦めたように、二村さんは私に直球の質問をぶつけてきた。

　真面目で清楚……なんて、言われたこっちが恥ずかしくなる。本当のところは、〝極上のプレイボーイ〟が結婚相手に選んだのは〝地味で目立たない平凡以下の女〟と噂うわさされていることはちゃんと私も知っている。

「仕事のデキる男だし、まぁ確かにイケメンだし。女がほっとかないのもわかるんだけど……。まさか沢木さんが、と思ったから」

　社内きっての有能なプレイボーイの電撃結婚にまつわる謎は、オフィスの新しい七不思議のひとつとまで言われているらしい。

　その真相を求めて、二村さんは質問を重ねてくる。

　この場をどう切り抜けようか、と考え始めた時、グッドタイミングで二村さんが部長に呼ばれた。

　慌てて返事をしながら立ち上がる二村さんに、私はホッとしながら黙礼して背を向ける。そして、お土産配りを再開した。




　定時で仕事を終えて、デスク周りを片付けてからオフィスを出た。

　ビルから出る前に一度トイレに行っておこうと、エレベーターとは反対方向の廊下に突き進む。

　パウダールームに足を踏み入れようとした時、「信じらんないよね～」と大きな声が聞こえてきて、思わず立ちすくんだ。

「広報部の子なんでしょ？　私、今日初めて顔見たけどさ。別に取り立てて美人でもないし、大人しくて親父受けだけがよさそうな女じゃない」

「あの倉西さんが身を固めたっていうから、どんなすごい女なのかと思ったら……。ね～」

　遠慮なく繰り広げられるトイレでの噂話。なにをどう聞いても噂されているのは私だと思うと、さすがに中に入りにくい。

　クルッと身体の向きを変えて、外の壁に寄りかかった。

「あ～あ。なんか超残念！　あんな子でいいなら、私も一回くらいお願いしてみたかったなぁ」

「今からでも遅くないんじゃない？　倉西さんって、もともと何人もセフレいたって噂だし」

「だからこそ変な想像しちゃうよね。あんな大人しそうに見えて、どんなすごい〝女〟の武器を使ったのか」

「あ～、気になる、それ！　会社では地味に見せかけておいて、けっこう派手に遊んでるタイプなのかもよ？」

　勝手な憶測で盛り上がった挙句、そこからさらに想像を働かせたらしく、ふたりの女性は「きゃあ～！」と意味不明な悲鳴を上げた。

「けど、〝できちゃった結婚〟じゃないらしいしね。ちょっと遊んだだけで、責任取る羽目になったとかじゃないんでしょ？」

「そのほうがまだ納得いったよね。ていうか、どんな女だとしても倉西さんを独り占めしてるかと思うと腹立つ」

「けっこうすぐ離婚するんじゃない？　別れるのを待ってみるのも手かもしれないね」

　こういう噂をされるのも、ある程度は覚悟していた。けれど、結婚したばかりなのに勝手に離婚を予測されるのは、さすがにおもしろくない。

　私は中に入るのを諦めて、大きな溜ため息をひとつついてから、今来たばかりの廊下を俯きながら引き返した。




【じゃ、明日のランチで話聞かせてね～！　お土産も楽しみにしてるよん】

　財務部に勤めている一番の親友、同期の塩しお野の美み砂さ子こが、絵文字満載のＬＩＮＥを送信してくる。

【うん。また明日ね！】

　指先でサッと打った返事を電波に乗せる。

　その数秒後、大きく手を振ったクマのスタンプが送られてきた。

　ほんわかしたキャラクターに、なんだか妙に和まされた。

　背が高く、長い髪をいつもきっちりひとつにまとめていて、キビキビした男っぽい印象を与える美砂子は、意外にもこういうゆるキャラが好きだったりする。スタンプ使いも私よりずっとマメだ。

　この三十分くらいのやり取りを見返して、そのままテーブルに腕を伸ばしながら上体を突っ伏した。

　美砂子とは、結婚式に出席してくれた時に会ったのが最後。週に二回は一緒にランチをとる同期だからこそ、一週間以上顔を合わせていないと、久しぶりだと思ってしまう。

　ハネムーンで行ったニューカレドニアの話がしたい。海は信じられないくらい綺き麗れいだったし、フランスの雰囲気漂う街並みはどこかロマンチックで素敵だった。食事も、新鮮な海の幸を堪能したし、最高だった。

　ほんの数日前までの夢のようなハネムーンを思い出して、私は思わずフフッと笑った。しかし、漏れ出た小さな笑い声は、徐々に掠れて最後は溜め息になった。

　クッと顔を横向ける。冷たいテーブルに右の頬をついたまま、並んだお皿を見つめた。

　結婚して初めて、この新居のキッチンに立って料理をした。

　生活に欠かせない〝食〟に関わる場所。これから先に紡いでいく、たくさんの日常のスタートラインに立ったような気分になった。

　がんばんなきゃ、って思う。いい奥さんになんなきゃ、って。

　だけど、過度な気合いは気負いにも繋つながる。最初はなにを作ろうか、と考えた時、彼の好物がなにかを知らないことに気づいた。

　そんな自分が情けなかった。けれど、彼のために料理ができることにワクワクした。会社帰りに、タイムセールで混雑するスーパーで食材を吟味するのも楽しかった。まだ家具も真新しいダイニングで、ふたりで向かい合って食事をする。その姿を想像しただけでウキウキして、ドキドキした。

　悩んだ挙句、ハネムーンから帰ってすぐだし、ここはやっぱり和食だろう、と決めた。時間も時間だし、今日は簡単でおいしいもの。メインは鮭さけの塩焼きで、副菜はお手軽に筑ちく前ぜん煮に。お豆腐の味み噌そ汁しるにご飯、それから箸休めにカブの浅漬けを即席で作った。

　週末はちゃんと準備して、手の込んだものを作ろう。それまでには、彼の好きな食べ物も聞き出しておかないと。

　そんなことを考えながら、楽しく料理を進めた。

　そうして全品出来上がってから、かれこれもう二時間……。

　ほかほかと湯気を立てていた煮物もお魚も完全に冷めてしまって、ラップに水滴がついている。

　横着をしてテレビも点けていない無音のリビングに、カチカチ……と壁時計の秒針の音が妙に響いて聞こえてくる。

　なんとなく目線を上げると、もう午後十時を回っていた。

「……遅いな」

　無意識に、唇からボソッと声が漏れた。

　十月も後半を迎える今なら、いくらか仕事も落ち着いた時期のはず。

　なにか予定があったかな。朝はなにも言ってなかったけど……。急な仕事でも入ったのかもしれない。

　携帯にはなにも連絡はない。それとも私、見逃してたかな。

　そう思いながら、彼からのＬＩＮＥとメールを探す。

　画面をスクロールしながら、そう長いこと遡らなくても着信がないことは容易に確認できてしまう。

　私は「はは」と力なく笑った。

　考えてみれば、私の携帯に彼の電話番号とメールアドレスが登録されたのも、そう前のことじゃない。実際にやり取りしたこともほとんどなかった。

「好きな食べ物がなにかも、知らなくて当然だよね……」

　なんとなくぼんやり呟いた時、玄関の方からガチャッと鍵の開く音がした。

　ハッとして身体を起こして、弾かれたように廊下を走って玄関に向かう。

「倉西さんっ……！　お帰りなさいっ」

　パタパタとスリッパを鳴らして駆け寄る私に、軽く背を屈めて靴を脱いでいた彼が端正な顔を上向けた。キリッと整った眉が少し釣り上がって、黒い瞳が私を射抜く。

　しかしそれはほんの一瞬で、彼はすぐに足元に目を向けながら、なぜかハアッと深い溜め息を漏らした。

「……ただいま。ていうか、なに？　『倉西さん』って。お前ももう倉西さんだろうが。いつになったら慣れるんだよ」

　どこか不機嫌な声。

　休暇明けでこんな時間まで仕事して、疲れてるのかな。

「ごめんなさい」と謝ってから、「響、さん」と小声で言い直した。

　ドキドキしながら呼び慣れない名前を口にしたのに、響さんはなにも言わない。そのままスッと立ち上がって、私を軽くどかすように横を通り抜けると、スタスタと廊下を歩いていってしまう。

「あ、あのっ」

　慌てて追いかけた響さんの背中が、リビングに入る前に予期せずして止まった。

　おかげで私は、その背中に思いっきり鼻をぶつけてしまう。

「ぶっ……」

「あ、悪い」

　短いひと言を放って、響さんはリビングに踏み出した。

　鼻を押さえながらその後に続くと、響さんはテーブルの上の冷めた料理に視線を向けていた。

「あの……先にお風呂にしますか？　それとも……」

「ごめん。悪いけど、メシはいい。部長に誘われて食ってきたから」

「あ……そう、でしたか……」

　反射的に返した声があまりに沈んでいることに気づいて、私は慌てて両手で口を押さえた。

　そんな私に、響さんはチラッと横目だけを向ける。

「つーか、お前も仕事してるんだし、俺のことまで気にしなくていいから。自分の分だけ作って、先に食って風呂入って。俺の帰りも待ってることないよ」

「は、はい。でも――」

「俺、シャワー浴びてくるから」

　響さんは淡々と私の言葉を遮ると、上着を脱ぎながら寝室に向かっていった。

「あ、じゃあ、着替えを用意しておきます」

「いい。それくらい自分でできるし」

　開いたドアの隙間から、クローゼットを開ける音が聞こえる。

『俺に構うな』と言われたみたい。

　そこに感じるのは、拒絶に近い素っ気なさだった。

　私はそれ以上足を進められずに、その場に立ち尽くした。肩を落として、テーブルの上に目を向ける。

　響さんと一緒に食べようと待っていた間はずっと感じていた空腹を、今はまったくもって感じない。明日、お弁当にして持っていこうかな、と思ったけれど、明日は美砂子と外食ランチの予定がある。

　それを思い出して、ガックリとこうべを垂れた。

　これは、誰の胃に入ることもなく、生ゴミ化決定かな。買い物も料理も楽しかったからこそ、いっそう気分はシュンと下降していく。

　仕方ない。ちゃんと響さんの予定を確認しなかった私が悪いんだ。連絡してくれるのを待つんじゃなくて、私から聞くべきだったのかもしれない。

　明日からは、ちゃんと予定のお伺いを立てよう……。

　そう思いながら、テーブルの上を片付ける。ラップを剥がして、お皿の上の料理を三角コーナーに滑り落とした。

「……なにも捨てなくてもいいだろ。それ、地味な嫌味か」

　背後からかかった声に、私はゆっくり顔を上げた。

　響さんが、呆あきれた表情で私を見つめていた。

　焦げ茶色のサラッとした前髪はギリギリのラインで目元にかかり、その奥にある切れ長の二重の目は、涼し気な印象を感じさせる。

　彼はラフな部屋着に着替えていて、さっきまでのキリッとしたスーツ姿とのギャップにドキッとする。キュッと閉じた彼の薄い唇からなんとなく目を逸らしながら、私は手元に視線を落とした。

「そんな、嫌味なんて……。ただ、残しておいてもしょうがないから。私、明日、美砂子とランチの約束をしてるから、お弁当にできないし……」

「…………」

　響さんは小さな溜め息をつくと、私の背後からヌッと手を伸ばした。そして、筋ばった大きな手で筑前煮を入れた器を私から奪い取ると、黙ってテーブルに戻した。

「え、あの。響さん？」

「シャワーを浴びたら、ビールを飲みたい。冷やしてあるだろ？」

「は、はい……」

「それ、酒の肴さかなにするから温めておいて」

「あ……」

　私の返事を聞く前に、響さんはバスルームに消えていく。

　程なくして、シャワーの水音が聞こえてきた。




　濡ぬれた髪をワシャワシャと勢いよく拭いてタオルを肩からかけると、響さんは冷蔵庫を開けて中を覗のぞき込んだ。中に突っ込んだ右手で缶ビールを二本取ると、ダイニングに入ってきて、「ん」とその一本を私に差し出してくれる。

「え？　響さん、私は……」

「いいだろ、一本くらい。付き合えって」

「は、はい……」

　押しつけられるままに缶を受け取った私を見やってから、響さんは私の向かい側の椅子を引いて座った。

「ほら、乾杯」

　開けた缶を突き出しながら急かされて、私も慌ててプルトップを引いた。

　カンと鈍い音を立てて、缶のふちをぶつける。

　響さんは顎を軽く仰け反らせると、缶をゆっくり傾けた。

　ゴクゴクと飲み干す音と共に上下する男らしい喉仏に、思わず見入ってしまう。

　フウッと息を吐きながら、響さんは缶から唇を離した。そして、ぼんやりとバカみたいに響さんを見つめる私に、怪け訝げんそうに眉を寄せる。

「萌、なんだよ？」

「あっ！　なんでもないです。ごめんなさい」

　慌てて言い繕って目を逸らす。そうしてチビチビとビールを口にした。

　そんな私を頬ほお杖づえをついて眺めてから、「あのさ」と響さんが口を開いた。

「それ、癖？　悪いことしてないのにすぐ謝るの」

「え？　……はっ。すみませ……」

「ほら、また」

「う……」

　言われたそばから謝罪の言葉が出かかって、私はギュッと唇を噛かみしめた。

　響さんは呆れた目をしながらも、次の瞬間にはクックッと肩を揺らして笑い出した。

「損な性格だな、お前」

「……それは、自覚してます」

「俺と違って心が純真なんだろうけど……相手がつけ上がるだけだし、いいことないから気をつけろよ」

「善処します……」

　亡くなった父にもよく言われた私の短所。人の顔色を窺うかがってすぐに謝る癖は、自分に自信がないせいだって。

　だけど、他人と比べて特に秀でた部分もない私が、なにをどう自信を持てと言うんだろう。

　自他共に認める、地味で目立たない普通のＯＬ。自分なりに今まで一生懸命生きてきたけど、すべての面において人目を惹ひく響さんには到底不釣り合いでしかない。

　だからそう……見ず知らずの人にあんな噂をされても、反論すらできない。

　シュンとして、両手で持った缶に視線を落とす。

　響さんは少し椅子を引いて、長い足を組み替えた。

「……おかげで、俺も謝るタイミング失くしたし」

　ポツリと呟く声に導かれるように、私は響さんを上目遣いに見つめた。

「響さんが？　なにを？」

　キョトンと首を傾げると、響さんはガシガシと頭を掻かいてから、不機嫌そうにそっぽを向いた。

「……せっかく作ってくれたのに、無駄にして悪かった」

「えっ……」

　早口で言い捨てられたその言葉が意外で、私はパチパチと瞬きをした。

　私の反応に響さんはますます不機嫌になって、「なんだよ」とぶっきらぼうに呟く。

「いえ、私のほうこそ……出すぎた真ま似ねをしちゃって、すみません」

「……ほら、また謝る」

「あ」

　右手で口を押さえて言葉をのみ込む。

　チラッと窺い見ると、響さんはほんの少し目の下を赤らめて、グッと一気にビールをあおった。続いて右手で箸を取り上げて、筑前煮の器に伸ばす。摘まんだタケノコを口に運び、何度か咀そ嚼しゃくした後、「うまい」とひと言呟いた。

「え？」

　思わず顔を上げると、響さんは綺麗な箸使いでゴボウを摘まみ上げた。そして、ポイッと口に放り込む。

「うまいよ」

　ゆっくり言い含めるみたいに繰り返す声に、胸がキュンとした。

　響さんは、切れ長の瞳をスッと流すように私に向けてくる。

　視線が真正面からぶつかって、私は反射的に目を伏せた。両手で頬を押さえると、なんだかやけに熱かった。

「出すぎた真似ってこともないけど……。無駄にしたくないから、平日は俺の食事なんか気にしなくていい。予定が入るたびにいちいち連絡するの、面倒だから」

　響さんは私の反応を気にした様子もなく、そう言いながら淡々と箸を進める。

「……はい。わかりました」

　私の返事を聞いて眉間に込めた力を緩めると、「よしよし」と言いながら、テーブルの向こうから伸ばした手で私の頭をポンポンと叩たたいた。

　子供に対するみたいな優しい仕草。それを無意識でやってのける響さんに、頬の熱がさらに上昇してしまう。

　当の本人はシレッとしたまま、いいペースでパクパクと口を動かし続ける。

　小さな器の中味は瞬く間に空っぽになった。

「ごちそうさま」

　響さんは箸を置くと、割とお行儀よく両手を合わせて呟いた。

「いえ。お粗末さまです」

　誰の胃にも入らないと思った後だからこそ、響さんが食べてくれたのが嬉うれしかった。

　まっすぐ顔を上げて、響さんに笑顔を向ける。

　響さんは缶の残りをあおってから、ガタンと音を立てて立ち上がった。

「あの、響さんっ」

　目で追うように顔を上げると、響さんは椅子をテーブルに戻しながらチラッと私に視線を向けた。

「……今度の週末は、お料理してもいいですか？」

　必死な顔で真剣に問いかける私に、響さんの目がきょとんと丸くなる。そして、口元を押さえて軽く吹き出すように笑い始めた。

「それ、俺に許可取らなきゃいけないことなのか？」

「響さんの好きなもの作ります。週末くらいは一緒に食事したいです。……ダメですか？」

「はいはい。好きにしろよ」

　響さんは呆れたような口調で軽く言い、ヒラヒラと手を振って私に背を向けた。

「先に休むよ。お休み」

「お休みなさい」

　リビングを抜けて寝室に入っていく広い背中を見送った。

　手元に残ったビールの缶と、響さんが残した缶、そして空っぽの器を見つめる。

　なんだか、ほんわかと心があったかくなった。

　こうやって少しずつ響さんの心に寄り添っていければいい。私と響さんは結婚したんだから。これからずっと一緒に過ごしていくんだから。

　慌てなくていい。急がなくていい。

　こんな私だけど、がんばって響さんのいい奥さんになる。私を家族にしてくれた響さんのためにも。全身全霊で、がむしゃらに。

　器と一緒にふたつの缶を持って、シンクに片付けた。

　壁の時計を見上げると、時計の針は十一時半を指したところだった。

　新しい生活スタイルに慣れないうちは、いつもより気を張って疲れやすい。

　私も休もう。明日からも仕事は続く。

　テーブルの上のリモコンを使って、リビングの灯りを消す。

　無駄な音のないリビングに闇が落ちて、室内は一瞬にして静寂に包まれた。

　響さんが消えていったドアの隙間から漏れるかすかな灯りを頼りに、私もリビングを抜けて寝室に向かった。

　響さんが入っていった右側の寝室の隣。左側の、私の寝室に。




「ちょっ、それどういうこと!?」

　ランチのオーダーを済ませて向かい合った途端、キリッとしたパンツスーツに身を固めた美砂子が目を剥いて声を上げた。

　近隣のオフィスビル勤務の洗練されたＯＬたちが、迷惑そうな視線をビシッと向けてくる。

　慌てて人差し指を立てて、「しーっ！」と声を出すと、美砂子もハッと口を押さえた。

「声、大きいよ、美砂子っ！」

　身体を屈めて小声でたしなめると、美砂子は「ごめんごめん」と言って両手を合わせた。

「めぐと倉西さんが結婚した経緯は聞いててもさ、やっぱ、そこは心配してたのよ。だって、あれだけ浮名を流してた倉西さんだよっ!?　その……むしろ毎晩大変なんじゃないかな～……って」

　声をひそめながら、美砂子も少し身体を屈めた。

「だって、めぐ、ほとんど〝未〟に近いじゃん、恋愛経験……」と内緒話をするように付け加えられて、私も顔を真っ赤にしながら頬を膨らませた。

「でも、〝未〟経験じゃないもん！」

「倉西さんに比べたら、生まれたての赤ん坊みたいなもんじゃない」

「それは、まぁ……」

　肩をすくめてグラスの水をひと口含むと、思いのほか気持ちが沈んでいく。

「なのに……その心配がまったくないっていうのも……」

　美砂子はどうフォローしていいのかわからないのか、語尾をユラユラ揺らしながら私を窺い見る。

「……ハネムーンではラグジュアリーツインルームで、新居でも寝室は別とか。それって、恋人同士の旅行や同どう棲せい以下のレベルだよね」

　遠慮がちに消えていく美砂子の声に、私のほうがいたたまれなくなる。

　夫婦どころか同棲以下……というか戸籍上は夫婦ってだけで、実際の私と響さんの生活は単なる同居、ルームシェアという感覚のほうが近いかもしれない。

　そう考えて、ハタと思い当たった。ああ、それでか、と合点する。

「響さんが私に求めたのは、〝妻〟の役割の一部ってことか……」

　きっとそうだ。例えて言うなら、その機能をまっとうしてお互いの存在が空気と化した熟年夫婦。長年連れ添ったから一緒に住んでいるだけで、恋だ愛だという感情は枯渇してしまった、そんな感じ。

　でも、私と響さんは恋人同士の期間もなかった。籍は入っていても、ほとんど他人でしかない。だから、私が響さんに踏み込めないのも拒まれるのも、当然なんだ。

「それだ」と妙に納得して呟く私を、美砂子は怪訝そうに見ていた。

　それに気づいて、ハハと軽く笑ってみせる。

「私と響さんの間には、〝気持ち〟はなくていいんだよ」

　ぼんやりとテーブルに両肘をついて、組み合わせた指の上に顎を乗せた。

　美砂子は眉間に皺しわを寄せて、私の言葉に首を傾げた。

「響さんは私を恋人にしてくれたわけじゃない。愛して愛される必要はないってこと」

　だから、一生の愛を誓う必要もなかった。

　そう考えれば、怖いくらいに納得がいく。

　冷静に分析した結果を呟く私に、美砂子は目を丸くした。

「はあ!?　ちょっとめぐ、本気で言ってるの!?　簡単に言うけど、あんたはそれでいいの？」

　なんだか憮ぶ然ぜんとした表情で、美砂子は私の顔を覗き込む。

「そりゃ、めぐは倉西さんの恋人ってタイプじゃないけど……。でも、嫁だよ？　妻だよ？　奥様だよ？　いくら倉西さんでも、愛情を抱いて大切にしようって思ってるはずで……」

「そうだとしても、それは恋じゃない。結婚したんだし……今さら恋する必要はないってことだよ」

　そう言い切った私に、美砂子は言葉に詰まって絶句した。

　結婚して夫婦という関係から始まった私たちは、この先なにがあっても恋人にはなれない。

　響さんが私を家族として大切に思ってくれるならそれだけでいい。私はそれで十分幸せだ。だから、愛さなくていい。愛される必要もない。

「……だけど、せめて、年取っておじいちゃんになった響さんと縁側で一緒に日向ぼっこできるような、かわいいおばあちゃんになりたいな」

　恋とはちがう別の愛情で結ばれた関係。そんな何十年も先の穏やかな未来を思い描いた時、ランチプレートが運ばれてきた。

「まだ二十五なのに、おばあちゃんになりたいなんて言わないでよ……」

　首を振りながら深い溜め息をつく美砂子に、ちょっとだけ微笑みかける。そして彩りのいいプレートを目にして、私は無理やりテンションを上げた。

「わ～おいしそう！　美砂子、食べよ食べよっ。いただきま～っす！」

　両手を合わせて言うと、私はフォークを手に、サラダを口に運んだ。




　歯磨きを終えて、洗面台の前からパウダールームに移動する。胸の高さの台に化粧ポーチを置いてファンデーションを取り出しながら、まっすぐ鏡に向き合う。

　そこに映るのは、これといった特徴のない、せいぜい十人並みの顔をした私だった。

　染めていないのに茶色い猫っ毛。放っておいてもフワフワしてしまう髪は大体いつも、肩にかかる程度のミディアムヘアだ。大人っぽいサラサラストレートに憧れても、髪質的に無理なのでできない。

　それから、二十五歳なのに、いまだに十代に間違われることもある童顔。

　これが生まれ持った私のルックス。せめて服装だけでも大人っぽくビシッと決めたいのに似合わなくて、私の定番は膝より少し短い丈のフレアスカート。

　なんていうか……自分で言うのも悲しいけど、地味。

　こんな私が響さんに似合うわけがない。それはもう自分でも認める。

　ファンデーションを軽く頬に叩きながら、鏡の中の自分を見つめて、肩を落として溜め息をついた。

　せめてメイクのテクだけでも身に付けられたら、私でも大人っぽい雰囲気を醸し出せるのだろうか。

　実は一度だけ、響さんが〝彼女〟と歩いているのを見たことがあった。この会社……メガバンクと言われる一流銀行に入行してすぐの頃だから、三年半前のこと。

　響さんは有名人だから、彼が所属する営業第一部とは仕事でほとんど関連のない広報部勤務の私でも、その噂は聞いていた。

　整ったルックスに目を奪われて、『あれが噂の……』と目で追ってしまった。

　その時、隣を歩いていたのは、私とまったく正反対の勝気な印象の美人で、とにかく大人っぽかったのを覚えている。

　思い返せば、あの時の響さんは今の私と同じ二十五歳だったはず。あのストレートロングヘアの美人も同じくらいじゃないかと思うけど……。

　頭の中であの時の彼女の姿を再現して、もう一度鏡を見つめる。どう引っくり返ってもああはなれない自分を認めざるを得ない。

　私はまたガックリと肩を落とした。

「あ、ほら。あの子……」

　背中合わせの洗面台の方から、辺りを憚はばかるようなヒソヒソ声が耳に届いた。

　なんとなく鏡越しに背後に目をやると、目が合った女性が慌てたように目を逸らした。

「地味な子だよね。二年前に人事の園その田だ先輩が倉西さんと付き合ってるって噂聞いた時は、あんな美人じゃ仕方ないって納得できたもんだけど。倉西さんでも、結婚となると見た目はどうでもいいのかしらね」

　目が合った女性とは別の、パンツスーツの女性は声をひそめているけれど、ヒソヒソ声ってどうしてこんなによく聞こえてしまうんだろう。

「バカ、聞こえる。気づかれてるよっ」

　こっちを気にしながら止める女性に肩をすくめて、私はポーチを手に取ると俯きがちにトイレから飛び出した。

〝地味で目立たない平凡以下の女〟が、〝極上のプレイボーイ〟に選ばれた理由。真相を解明できないこの謎は、行内の新たな七不思議のひとつとまで言われている。

　大人しく見えてけっこう〝すごい〟、とか。恋愛と結婚の相手は極端なくらい正反対でいい、とか。

　女遊びを清算するために誰もが失望するような冴さえない女を選んだだけ、とか。立身出世狙いで上司受けのいい真面目女に決めた、とか。

　一見、真実っぽい噂は、いくつもオフィスに轟とどろいている。そして、そのどれも真実のようで真実じゃない。

　だって私自身、どうして響さんが私との結婚を考えたのか、本当のところはわからないままなのだから。

　だからきっと、謎は謎のままでしかない。




　――大学教授だった父が亡くなったのは、私が大学を卒業した春のこと。

　母は私が小学生の時に既に他界していて、社会人一年目で私はひとりぼっちになった。

　私も何度か会ったことのある父の学友で、弁護士をしているおじ様が、財産とか相続とか、よくわからないことを全部手助けしてくれた。

　ひとりでは広すぎる家は売却して、私は生まれて初めてのひとり暮らしを始めた。保証人になってくれたのもおじ様だ。『萌ちゃんは娘みたいなものだから、困ったことがあったらいつでも相談しなさい』とまで言ってくれた。

　おじ様にとっては親友の娘。私にとっても気心知れた頼れるおじ様。縁はそれだけでも、他人でしかない私をとても気遣って心配してくれた。

　一ヵ月に一回のペースで夕食をごちそうになりながら、ひとり暮らしや仕事のことを報告がてら話題にする。多少の失敗談もあったけど、おじ様はいつも楽しそうに私の話を聞いて、そして励ましてくれた。

　もちろん両親のいない寂しさや心細さはあったけど、私も社会人として働く大人だし、ひとりで大丈夫。甘えちゃいけない、とがんばっていた。

　しかしひとり暮らしを始めて二年が経った頃、空き巣に入られた。

　珍しく遅くまで残業して、疲れきって辿たどり着いたマンション。ゆっくりお風呂に入ってくつろぐつもりでいた自分の部屋が散々に荒らされているのを見て、怖くて怖くてたまらなくて……。それ以上、部屋の中に踏み込めず玄関でしゃがみ込んだまま、私は震えながらおじ様に電話をしてしまった。

　その時、出張で東京を離れていたおじ様の代わりに駆けつけてくれたのが、初めて会う息子さんだった。

　ドアをノックする音と同時に、『萌ちゃん!?』とおじ様によく似た声で呼びかけられて、ホッとして一気に気が緩んだ。ドアを開けた時にはなにも考えられなくて、目の前に現れた胸に思いっきり抱きついてしまった。

　おじ様ではない。息子さんだ。わかっていたのに、いつも優しく温かいおじ様と同じ声で呼ばれたら、いろんなことを考える余裕などどこにもなかった。

　受け止めてくれた胸がとても温かくて、『もう大丈夫』と背中を摩ってもらったら、安心して涙が止まらなくなった。

　それでも……警察が駆けつけるまでずっと抱きしめてくれていた息子さんが、勤める銀行でも超有名人の響さんだと気づいた時は、頭の中が真っ白になるかと思うくらい驚いた。どうしよう、どうしよう……とひとりで焦って、その後はもうまともに顔を見ることもできなかった。

　数日後、出張から戻ってきたおじ様は、私を夕食に誘ってくれた。その席で初めて響さんも同席した。

『いや、黙ってて申し訳なかった。萌ちゃんが響と同じ銀行に勤めていることは知っていたんだが……なんせこのバカ息子の噂は萌ちゃんも知っているだろうし。そのせいで私に頼ってもらえなくなるかもしれないと思ったら怖くてねぇ』

　抱きついてしまったこともあって、私は終始、響さんの顔を見られなかったけど、伏せた視線の先で響さんは優雅にナイフとフォークを動かしていた。

　知ってるもなにも……。

　もちろん噂は耳に入っていたし、この筋ばった長い指を私は忘れたことはなかった。そのほんの二ヵ月ほど前、広報部の社内報の企画で私が初めてインタビューを担当したのが、まさに響さんだったのだ。

　しかし響さんのほうは私に気づいた様子もなく、淡々とマイペースに食事を進めていた。

　……あの時、私はおじ様になんて言ったっけ。確か、響さんのことを素敵な先輩だと褒めてみせたんじゃなかったかな。ほんの少しの接点で、私が響さんから感じたことだけを思い浮かべて。

　するとおじ様は一瞬目を丸くして、そしてとても喜んだ。『そうかそうか』と朗らかな声を上げてグラスのワインをグッと飲み干してから、妙に改まった声で私の名前を呼んだ。

『萌ちゃんの響に対する印象が悪くないなら……本当に私の娘にならないか？』

　一瞬なにを言われたのかわからなくて、私は目を見開いて『は？』と聞き返すことしかできなかった。

　おじ様の隣では、それまで顔色ひとつ変えず食事に集中していた響さんがゴホゴホと咳き込んでいた。

『ちょっ……親父っ!?　なにをいきなりっ……』

『こんな男だが、私にとっては大事なひとり息子だ。萌ちゃんみたいなかわいくてしっかり者のお嬢さんが嫁に来てくれたら、私も親として安心できるんだがなぁ……』

　目を剥いた響さんを完全に無視して、おじ様は細めた目で私を優しく見つめた。その穏やかな口調から、思いついたままに言っている様子はなく、むしろ今までずっと心の中で温めていた言葉だと感じられた。けれど……。

　響さんを目の前に核心をついたひと言を言われて、私もさすがに焦った。

　おじ様が私を実の娘のように思ってくれているのはわかる。でも、響さんをダシにする形で本当の娘になるわけにはいかない。

　イケメンで仕事もできて、公私共に華やかな噂の絶えない人と、いくらなんでも結婚なんて……。一生の約束なのに、私が響さんのお嫁さんなんて、あまりに申し訳なさすぎる。

『すっ、すみませんっ……』

　気づいたら、おじ様の言葉を遮るように声を上げていた。

『おじ様のお気持ちは嬉しいんですけど、私なんか、倉西さんのお嫁さんなんて務まりません』

　慌ててそう言って、食事もそこそこに逃げ帰ったはずだった。

　なのに、それから四回目の夕食の後、ふたりきりになった時、私は響さんにプロポーズされた。

『俺が君の家族になってやる。一生守ってやるから、結婚しよう』

　恋人の時間もなかった。親しくする時間だってなかった。お互いのことはなにも知らない。

　もちろん結婚なんて、響さんの口から出た言葉でも信じられなかった。どうして響さんがそんなことを言い出したのか、私にはまったくわからなかった。

　でも……嬉しかった。響さんが私だけに向けてくれたまっすぐな言葉がとても温かく胸に染み入ったから。

　私は、『イエス』の返事をした。家族を失って、寂しい気持ちもあった。でも、もちろん理由はそれだけじゃない。

　だって、仕事でインタビューした時から、私は響さんに憧れていたから。空き巣に入られて怖くてたまらなかった夜、彼の胸の中で安心させてもらえたから。こんなに素敵な人が私の旦那様なんて、夢みたいに幸せだと思ったから。

　響さんとの結婚を決めたことに迷いはない。『一生守ってやる』という宝物の言葉があればいい。だから、これ以上なにも望むことはない。

　この先一生、私と響さんが愛し合う夫婦になれないとしても。










恋心はいりません




　本店ビルから飛び出して、信号が変わるのをやきもきしながら待った。

　車側の信号が赤になるのを確認した途端、フライング気味にスタートダッシュ。オフィス街らしい片側三車線の広い道路を、スーツの群れを掻き分けて走る。走る。走る。

　本店ビルの向かい側、直線距離ではそう遠くない別のビルのレストランフロアに辿り着いた時、秋めいた清々しい気候だというのに、私はじんわりと汗ばんでいた。

　オフィス街のランチタイムは超ピーク。どこのお店も席が空くのを待つＯＬやサラリーマンが店の外まで列を作っている。

　そんな中、私はここでも人の群れを掻き分けて、ステーキが絶品の有名店のドアを開けた。

　対応してくれた店員さんに予約があると伝えて、席まで案内してもらった。

　屋外テラスに面した陽当たりのいい明るい席。ちょっと広めの四人がけのテーブルには、三人分のグラスとカトラリーがセッティングしてある。

　その席で、入り口側に身体の正面を向けて、なんとも雰囲気のあるロマンスグレーの紳士が分厚い書類をめくっていた。

「おじ様、すみません。遅くなりました」

　小走りに近寄って声をかけると、その紳士は書類から顔を上げて、優しくニッコリと微笑んだ。

「やあ、萌ちゃん。大丈夫だよ、私も仕事をしていたから。……それより、私はまだ萌ちゃんの『おじ様』なのかな？」

　ちょっと意地悪に綻ぶ笑顔。そんな表情は、怖いくらい響さんによく似ている。

　ついドキッとして立ちすくむ私を気にせず、おじ様……いや、お義と父う様さまはスマートに立ち上がると、私に向かい側の席を勧めてくれる。

　店員さんが椅子を引いてくれて、私はお義父様の正面に座った。

　今年で五十五歳のはずだけど、いつもにこやかで明るくて、実年齢よりもずっと若く見える。

　メタボなんて言葉とは無縁のスマートな体型。オーダーメイドのダークグレーのスーツがとてもよく似合っている。そして、左の襟元にはひまわりを象った弁護士バッジ。これまでの輝かしい経歴を象徴するように、金メッキが剥がれてくすんだ銀色に見える。

　どこまでも洗練された、上品な大人の男の人。きっと響さんもこんなふうに年をとるんだろうな、と想像できる。

「す、すみません、お義父様。……あの、お昼をご一緒するの久しぶりですね」

　そう言って取り繕うと、お義父様は店の入口の方を気にするように軽く背を伸ばした。

「萌ちゃん、響は？」

「あ……。ちょっと遅れるかもしれないから先に行っててくれと、メールが来ました」

「なんだ。同じ会社なんだから、一緒に来るかと思ってたんだが」

　どこか不満そうなお義父様に、私はただ首を傾げて見せた。そして話題を変えるつもりで、持ってきた紙袋から小さな包みを取り出した。

「これ、ハネムーンのお土産です。響さんと私から」

「おや、私にまで気を遣わなくてよかったのに」

　お義父様はそう言いながら目を細める。私の手から包みを受け取ると、「開けていいかな？」と断って、包装を解き始めた。

　小さな箱を開いたお義父様の口が、「お」と丸くなる。

「ネクタイピンとカフスボタンか。素敵だね。ありがたく使わせてもらうよ」

　お義父様は優しい瞳で小さな箱の中の品を見つめてから、私にニコッと微笑みかけた。

　珊さん瑚ごと小さな真珠をあしらった、ちょっと高級なその品は、今日のお義父様のダークスーツにも絶対に似合う。

「気に入っていただけて、よかったです。響さんにお任せして正解でした」

　ホッとしながら付け加えると、お義父様が少しだけ眉を寄せた。

「なんだ、選んだのは響なのか？」

「え？　はい。さすが響さんですよね。お義父様のことをよくわかってるし、センスも完璧だし……」

　そう言いながら、ひとりで盛り上がって小さくパチパチと手を叩いた時、私の背後でカツッと靴の踵かかとが鳴るのが聞こえた。

「俺の趣味じゃ、不満か？　親父」

「あ、響さん！」

　顔を上げて振り返ると、同時に響さんが私の隣に勢いよく腰を下ろした。

「そりゃあ、かわいい娘からだと思うほうが嬉しいな」

　箱に蓋をしてテーブルの隅に置くと、お義父様はどこか意地悪な視線を響さんに向けた。

「……ほら。だから言ったろ？　萌が選んだほうが喜ぶって」

　ぶっきらぼうに言いながら、響さんは店員からメニューを受け取っている。

「でも……私、男の人はなにをもらったら喜ぶかわかんないし」

　私は困って俯く。

「親父は〝かわいい娘〟からなら、なんだって喜ぶよ。携帯ストラップでも、絵ハガキでもホラ貝でも」

　日本の温泉街のお土産屋さんでもよく見かけそうな品物ばかりを並べ立てる響さんに、私はつい小さく吹き出した。

　お義父様もおもしろそうにクスクス笑っている。

「まぁ、次回に期待するとしよう。ああ響、ありがとうな」

「ついでにお礼、なら別にいらない」

「拗すねるな、バカ息子。……ところで、ふたりともあまり日焼けしてないな」

　探るように低いお義父様の声に、私の隣でメニューを開く響さんの手が一瞬ピタッと止まった。

「ハネムーンから帰ってきて、まだ一週間も経たないだろ？　海には行かなかったのか？」

　不思議そうに訊ねるお義父様の視線が、まっすぐ私を捉える。

「え、えっと……」

　私は救いを求めて響さんを窺い見た。

　響さんは再び指を動かしながら、メニューを見たまま素っ気なく口を開いた。

「行ったよ、もちろん。でも、日焼け止め塗りたくったから。最近の日焼け止めってすごいよな」

「萌ちゃんならともかく、響、お前男のくせにそんなこと気にしてるのか」

「男でも紫外線に晒さらされるのは避けたいだろ」

　涼しい表情をまったく変えずに、響さんはサラッと返す。そして軽く手を上げて店員を呼んだ。

「この店なら、親父オススメのプリフィクスだろ？　オーダーしちゃっていい？」

　響さんはあっさりと三人分のオーダーを済ませると、グラスに注がれた水を口に含んだ。




「妻も会いたがってたから、今度は週末にでもうちに来なさい」

　私にそう笑顔を向けたお義父様に、「はい、ぜひ。ごちそうさまでした」と頭を下げた。

　お店の前で手を振って去っていくお義父様を見送って、その姿が見えなくなってから、私と響さんはほとんど同時に溜め息をついた。

「……日焼けか。盲点だったな」

　私の隣でボソッと呟く響さんに、私も「はい」と答える。

「確かに、ビーチリゾートだったのに不自然でしたよね。一度くらい一緒に海に行っておくべきだったかもしれません」

　そう返事をした時には、響さんは既にエスカレーターに向かって歩き出していた。

　私も慌ててその後を追う。

「海には行ったろ」

「そういう意味じゃなくて、一緒に泳ぎにって意味で……」

　そう呟きながら下りのエスカレーターに足を踏み出すと、一段下から響さんが私を振り仰いでくる。

「……それって、水着でってこと？」

「え？　はい。だって、泳ぐとなったら……」

　他になにを着ろと言うんだろう。

　答えながら首を傾げた私から視線を外して、響さんはまっすぐ進行方向を見つめた。

「それは無理」

「えっ!?　どうして……って、あ。もしかして、響さん……」

　言っているうちに答えがわかった気がする。私は少しだけ腰を曲げて、響さんの耳に内緒話をするように顔を寄せた。

「響さん、泳げないんですか？」

「……は？」

　ものすごく不機嫌な顔でギロッと睨にらまれた。綺麗な顔立ちの人は、怖い顔をすると妙に迫力がある。

　私は即座に姿勢を正して、「すみません」と謝った。

「言っとくが、俺は高校の臨海学校で水泳部員を差し置いて、遠泳で優勝した男だぞ」

「すごいじゃないですか！　私、二十五メートルが精いっぱいです」

　素で驚いて声を上げると、一度まっすぐ前に向いた視線が再度私に戻ってくる。

「お前、もしかしなくても俺のことバカにしてる？」

「え、ど、どうしてっ……」

　あまりの言い草に、思わず身を乗り出した。

　ひとつ下のフロアに先に踏み出した響さんは、もう振り返ることなくスタスタと歩いていってしまう。

「あ、あの、響さん……」

　慌てて小走りに追いかけると……。

「萌」

　鋭く冷たい声で呼ばれた。

　いやでも背筋がピンと伸びる。

「俺、ちょっと寄るとこあるから、ここから別行動。ひとりで戻れ」

「え？」

　言われたことの意味が一瞬わからなくて、私は何度か瞬きをした。そして、やっと気づく。

　冷静になってみれば、今、響さんと一緒にいる私にも刺さるような視線を感じる。その視線の先を探して振り返ると、綺麗に着飾ったＯＬのグループが、すごくわざとらしくサアッと顔を背けるのが見えた。

　オフィスにいる時だけじゃない。こうやって外で響さんと一緒にいる時でも、注目される理由は同じだ。

「わ、わかりました。先に戻ります」

　そう言って、ろくに顔を見ることなく私は響さんに頭を下げた。そして、さらに下に向かうエスカレーターにひとりで足を踏み出した。

　響さんはフロアに立ち止まったまま、私が遠のいていくのを見送っている。

　それがわかったから、振り返らなかった。

　そりゃ、私と一緒じゃ恥ずかしいよね。知ってる人でも知らない人でも、響さんの隣を歩く私を見て、似合わないとか不釣り合いだと思う人が大半なんだから。

　ハネムーンに〝のんびりできる〟ビーチリゾートを選んだ理由は、ただの観光地では一緒に行動せざるを得ないからだ。

　私たちを知っている人とすれ違うはずのない遠い南国のビーチリゾートでも、私と響さんはあまり一緒に行動しなかった。お土産を買いに行った時と海を散歩した時、そして食事を一緒にとったくらいで、別行動の時間のほうが長かった。

　ひとりでスパに行ったり、買い物に出かけたショッピングモールでもそれぞれ別のお店を覗いたりして……。結婚して夫婦になったとはいえ、四六時中ふたりきりで過ごす時間に慣れず、持て余していた。

　本拠地ともいえるこのオフィス街で、並んで歩くのは最小限に抑えたい。そんな響さんの本音が怖いくらい見抜けてしまって、私はとにかく急いで響さんとの距離を開いた。

　私と響さんは恋人じゃない。そういう感情を既に失くした熟年夫婦。

　自分にそう言い聞かせながら……。




　人の噂は七十五日。『そのうち飽きるよ』と美砂子も笑うけど、響さん絡みの話題は、いつまで経っても下火になることはないんじゃないかと思うくらい、根深い。

　響さんとの結婚を部長に報告して、情報が漏れ始めた頃から、女性が集まる場所に後から行けば九割方、私と響さんの噂話に出くわす。おかげで、もういくらか免疫もついて、最初の頃のようにビクビクしなくなった。

「ねぇ、今日の昼間ね、見ちゃった」

　どうしてＯＬの噂は、いつもこうも狭いところから発信されて、拡散していくんだろう。

　来客対応を頼まれて給湯室に入ろうとした私は、さすがに足を止めざるを得なかった。

　噂の内容のレパートリーは大体パターン化しているから、聞き流すことはできる。でも、そこにズカズカ入っていけるほどの強さは、まだない。

「なんかすごい品のあるおじさんと、三人で食事してたよ」

　ほんと、どこで誰の目が光っているかわからない。今となっては、まったく知らない人にすら名指しで噂されるのに、なにをどう気をつけていいんだか。

　ここまで来るとお手上げだよ、と思いながら、私もいっそう気を引きしめないと、と肝に命じる。

　響さんとふたりで外を歩いたりしたらいけない。響さんが気にする前に、自分で気づくくらいじゃないといけなかった。

「もしかして、けっこうラブラブなのかな。それにしては、行内じゃ見かけないよね、一緒にいるの」

「仕事で接点ないからじゃない？　でももし業務中に一緒にいるのを見たりしたら、仲よさそうでいいなぁって思うのかな？　……やだぁ、倉西さんがあんな子とラブラブなんてっ！」

　ほんと、人のことなのにどうしてそんなに盛り上がれるんだろう。

　給湯室の中の女性たちは、接戦のサッカーの試合でも観ているかのように白熱している。

　少し呆れることができる程度には心の余裕を保てている自分がすごいと思う。

　それにしても……こういう噂って女の私の周りだから、こんなに蔓まん延えんするのかな。それなら、私と結婚したせいで今までとは違う注目を浴びていることを、響さんは知らずにいるかもしれない。

　そう考えながら、いやいや、と自分で否定した。

　響さんと噂のことを話したことはないけど、彼の耳にも入っているからこそ、私と外を歩くのを避けたんだろう。耳障りな噂を断つには、ネタを提供しなきゃいいんだから。

「ほんと、どんな手を使って倉西さんを落としたんだろうね、あの子」

　給湯室の中の話題は、七不思議の解明に移っていく。

　それを聞きながら、私は左手の腕時計を見やった。

　時間を置いて出直したいとこだけど、お茶を淹いれなきゃいけない。あんまりのんびりしてるわけにもいかない。どうしよう。

　ジリジリした気分になってきた時、背後で「フフッ」と小さな笑い声が聞こえた。

　ハッとして振り返るのとほぼ同時に……。

「これ持ってて」

　そう言われた途端、いきなり目の前になにかがフッと落ちてきた。

　反射的に出した両手の上に、ドサッと書類の束が落ちてくる。書類に目をやってから慌てて顔を上げると、見たことのない男の人が私に向かってシーッと人差し指を立てた。

　だ、誰？

　私は何度も目を瞬かせた。

　ベーシックなダークグレーのスーツを着た彼は、響さんよりもトーンの明るい茶色い髪で、ちょっと銀行員っぽくない。スッキリ短く整えられているから、辛うじてセーフのラインかもしれない。

　どこか緩い雰囲気を醸し出す柔らかい目元をさらに和らげるように私に軽く微笑みかけて、その人は給湯室のドア枠に手をかけて中を覗き込んだ。

「あ、田た中なかさん、いたいた。あのさ、至急で頭取印が欲しい書類があるんだけど」

「わっ、なんだ清し水みずくん！　びっくりしたあ」

　どうやら中の女性とこの清水さんという人は、それなりに親しい間柄らしい。

　突然の彼の乱入に、もともと大声でできる話題じゃなかったからか、中で繰り広げられていた噂話も後を引かずにピタッと終わった。

「なに？　営業第一部のエリートが直々に書類持ってきたの？　事務の子使えばいいのに」

「ちょうど手が空いたところだから、自分で来てみた。いや～、営業とは畑違いの管理部門っていうのは、廊下も雰囲気違うね」

　え、営業第一部ってっ……！

　ギョッとして清水さんの背中を見やってから、手元の書類に視線を落とした。

　うわ、本当だ。【営業第一部】って書いてある。

【清水】って印鑑の形からすると、間違いなく役職者だ。ということは響さんとは同期か、それより年次が上の人ということになる。

　どうしよう。こんなところで響さんの上司（？）に会ってしまうなんて……。

「ほら、いつまでもサボってないで、さっさと仕事の対応しろって」

　表情は見えないけど、声が少し厳しくなったのは感じられる。

　給湯室の中の、恐らく総務部の女性たちが、「は～い」と呟くのが聞こえた。

　出てくる気配が感じられて、私は慌てて廊下に背中を向けて壁とお見合いした。

　中にいたふたりはすぐ傍のドアからオフィスに入っていき、清水さんの背中の影にいた私に気づくことはなかった。

　バタンとドアが閉まる音がして、私はようやく肩を動かしてホッとした。

「さて、っと……」

　清水さんがゆっくり私を振り返る。

　向けられる視線に別の意味で緊張して、私は書類を胸に抱えたままピンと背筋を伸ばした。

「あのっ。ありがとうございましたっ！」

　サッと頭を下げてから、ようやくまともに顔を見上げた。

　清水さんは口元に拳を当てて、おもしろそうに私を見下ろしている。

「沢木さんとは話すの初めてだね。俺、倉西とは同期で同僚なんだ。これでも一応、結婚式に出席したんだけどな」

「はっ……、す、すみません！　その節はありがとうございました！」

　結婚式に出席してくれたということは、披露宴会場で絶対に顔を合わせているはず。それなのに覚えてもいない自分に焦った。

「そんなに慌てなくていいよ。ていうか奥様なんだから、定番の挨拶してほしいなぁ」

　さっきと同じポーズで、どこか意地悪な空気を笑みに含ませる清水さんに、私は素で「は？」と首を傾げる。

「『うちの主人がいつもお世話になってます』って」

「そっ……」

　ニヤニヤしながら向けられた言葉に、一瞬絶句した。

　いや、おかしくない、おかしくない。というか、言われずともそう挨拶すべきだったとも思う。

　でも、そんな挨拶をこれまで口にしたこともないし、しかもオフィスで……と思ったら、それが正しいのかもわからなくなった。

「えっ……と、その……」

　困り果てて俯いて、しどろもどろになる私を見下ろして、清水さんはついに吹き出した。そして、「ごめんごめん」と言いながら涙まで浮かべている。

「いい、いい。ごめん、ちょっとからかってみた。まだ慣れないだろうし、さすがに職場じゃ恥ずかしいよね」

「は、はい。……すみません」

　肩をすくめて俯いたまま謝ると、清水さんはやっと笑いを抑えて、私の手から書類をスッと抜き取った。

「ていうか俺、ちょっと沢木さんに聞きたかったんだよね」

　笑みが引くのと同時に、清水さんは少し声を低めた。

「はい……？」

　なんだろう？と顔を上げると、清水さんはグッと背を屈めて、私を覗き込んでくる。

「……誓いのキスをごまかすような男と結婚して、本当に幸せになれるの？」

「っ……!?」

　心に土足で踏み入るように低い声でゆっくり言われて、私は思わず息をのんだ。反射的に清水さんの目をまっすぐ見つめてしまう。

「なっ……、なにを言ってるんですか」

　ハッと我に返って、頬の筋肉が引きつるのを感じながらもなんとか言い返した。

「ごまかすなんて、ひび……倉西さんはそんなこと」

「俺、けっこう前の方の席にいたから、気づいちゃったんだよね。倉西はうまくやったつもりだろうけど。だから、沢木さんがアイツに合わせて嘘うそつく必要ないよ」

　余裕しゃくしゃくな様子で言葉の先に回り込まれて、私はただグッと詰まった。

　あの一瞬の〝嘘〟が自分の中に蘇よみがえってくる。どうして？と思いながら、寂しさをじんわり感じたことを思い出してしまう。

「……だったら……どうだって言うんですか。そんなの、清水さんになんの関係があるんですか」

　虚勢を張りながら俯いて抗議する私を、清水さんは小さくフフッと笑った。そして、私に一歩足を踏み出してくる。

　背中が壁にぶつかって、それ以上は後ずされない。自然と、超近距離から清水さんを見上げることしかできなくなった。

「このフロアでもいろいろ噂されてるみたいだけど……。営業部のフロアでは女子たちがどんなふうに騒いでるか知ってる？」

「え？」

　ついさっきまで、まさにそれを気にしていた。なんてタイミングだ、と思いながら、知りたいと思う気持ちを抑えられない。

　つい問いかけるような反応を返した私に、清水さんは満足そうに微笑んだ。

「倉西の結婚は、偽装結婚だって」

　言い含めるようにゆっくり告げられて、一瞬顔が強ばった。

「な、なにが言いたいんですか」

　必死に冷静さを保って聞き返すと、清水さんはゆっくり私の反応を観察した後で、一歩後ろに身体を引いた。

「知ってる？　倉西はこれまでの〝素行〟が問題で、昇進面談で部長から忠告されたんだよ。早く身を固めて悪い縁を清算しろって。だから、さっさと適当に結婚できる相手を見繕わなきゃいけなかったってわけ」

「適当……」

　清水さんが意地悪に語るその言葉を、私は静かに自分の声で口にした。

「そう」と清水さんが相あい槌づちを打つ。

「君、文句なしだよ。従順そうで上司受けしそうだし。でも、さすがに教えておいてやらないとかわいそうかなって思ったから。君の前でアイツがなんて言ってるか知らないけど――」

「なんだ、そんなこと」

　どこか饒じょう舌ぜつになっていく清水さんの言葉を遮って、私は「ハハ」と小さく笑った。

　私の反応が意外だったのか、清水さんは目を丸くしている。

「倉西さんが私を騙だましてるって言いたいなら、騙されてなんかいないですよ。なんていうか……それならお互い様みたいなものですから」

「……え？」

「私、お茶淹れなきゃいけないんで、失礼します。あ、助けてくださってありがとうございました」

　ペコッと頭を下げて、私は給湯室の中に逃げ込んだ。

　少しして、カツカツと足音を響かせながら彼が遠ざかっていくのがわかった。

　それを聞いて、私は急須の中で茶葉が開くのを待ちながら、大きく肩で息をした。

　あの人も、私が分不相応な王子様のプロポーズに浮かれてると思ったのかな。それを私に告げて、なにをしたかったんだろう。

　そんなことじゃ傷つかない。響さんは私を好きになってくれたわけじゃないし、私も響さんに恋してたわけじゃない。だから……私は〝適当〟な相手だとしても、そんなことでショックを受けたりしない。

　茶葉が蒸れたのを見計らって、用意した湯ゆ呑のみに順々にお茶を注いでいく。均等なグリーンを並べて、私は一度溜め息をついた。

　大丈夫。私の役割に〝恋心〟なんか含まれなくても、響さんの傍でできることはたくさんある。〝適当〟だろうが〝偽装〟だろうが、私が納得してるんだからそれでいい。

　自分にそう言い聞かせたら、改めて立場を強く認識できた。

　私は響さんのそばにいられるだけでいい。何十年も先の未来、おばあちゃんになった時、『いい人生だったな』と思えるように今を過ごせるなら、それだけで十分幸せだ。

　私との結婚が響さんの役に立つのなら、それで全然構わない。他人がなんて陰口を叩いても、言わせておけばいい。

　そう思った瞬間、心の奥底でなにかがキュンと震えた気がした。

　私はそれを深く気にせず、ただやり過ごした。




　その夜、響さんはいつもよりだいぶ早く帰ってきた。

　玄関のドアが開いた時、時刻はまだ二十時半。私は夕食の途中で、リビングに入ってきた響さんを見て目を丸くした。

「ただいま」と短く言うだけで、響さんはネクタイを緩めながら自分の寝室に向かっていく。

「お帰りなさい。あの……響さん、今日は早いですね。お食事は……？」

「俺のことは気にしなくていいって言ったろ」

　立ち上がって後を追おうとすると、響さんは振り返らずに言った。

『俺に構うな』のラインかな。

　私は肩をすくめながら、もう一度席に戻る。そして再びフォークを手に取ると、モソモソと食事を再開した。

　食器の音に気づいたのか、ドアノブに手をかけたまま、響さんは私を振り返った。

「萌」

　呼ばれて顔を上げると、その視線をなんとなく手元に感じた。

「……あ」

　私はフォークをテーブルに置いて、ポンと手を叩いた。

「響さん、食事まだですか？　簡単なものでよければ、私、作ります」

　そう言って腰を浮かしかけると……。

「いい」

　短い声と手振りで制された。

「……そうですか？」

　またしてもスゴスゴと腰を下ろすと、今度は顔に視線を感じる。

　なんだろう。響さんらしくない。言いたいことがあるのに、それをためらってるような感じ。

　私は思いきって、まっすぐ響さんを見つめた。膝の上に両手を置いて、なんとなくキュッと握りしめる。

「……あの、響さん？　なにかあったんですか？」

　訊ねると、響さんは腕組みしてドアに背を預けた。一瞬沈黙した後で、小さな溜め息交じりに問いかけてくる。

「……今日、うちの清水に会った？」

「え？」

　その言葉に、私は何度か目を瞬かせた。そして、なにを聞かれているのか合点する。

「あ……はい。なんか、総務にいらしたみたいですけど」

「アイツと、なに話した？」

　らしくないくらい矢継ぎ早に訊ねる響さんに、私は一瞬口ごもった。

「結婚式に出てくれたとおっしゃったので、お礼を……」

「それだけじゃないだろ？」

　さらに突っ込んで聞かれて、どこまで正直に話していいのか迷った。黙ったまま響さんの表情を窺っても、どう見ても機嫌がいいとは言えないのがわかる。

「『からかいすぎた』『悪かったって言っておいて』って伝言されたんだけど」

　眉間に皺を刻んで、響さんが私を探っている。

　清水さんのあの言い方といい、同期とはいえそれほど親しいわけじゃないのかな、と私でも簡単に想像できた。

　あまり下手なことを言うと、ますます怒らせてしまいそうだけど……。

「えっと……〝奥様〟らしい挨拶をしろって」

　小さな声でそれだけを答えた私に、響さんはやっぱり不機嫌そうにクシャッと髪を掻き上げた。

「……ったく、アイツは。萌みたいに大人しくて純粋な女をからかうのが生きがいの悪趣味な男だから、次に会っても相手にしなくていいからな」

　素っ気なく言って、響さんはドアのレバーをゆっくりと下げた。

「は、い……」

　肩をすくめながら返事をした。

　カチャッと音がして、寝室のドアが開く。

　響さんは中に一歩足を踏み出してから立ち止まって、もう一度私を振り返った。

「萌」

「はい」

「……今週の土曜日、暇か？」

「え？」

　突然の質問に一瞬、素できょとんと首を傾げた。次に、「ああ」と思い出して、ポンと手を打った。

「そうだ。お夕食作るって私、宣言しましたよね。響さん、なにが好きですか？　教えてください」

　話題が変わったことにホッとして、私はニッコリ笑って立ち上がった。

　ひとり分だけ用意した夕食はまだ半分以上お皿に残っているけど、なんとなくお腹がいっぱいで、シンクに食器を片付ける。そうして、答えを求めて響さんを振り返った。

　なのに、響さんはガシガシと頭を掻いている。

「いや、夕食じゃなくて」

「あ、夜は予定ありますか？　だったら日曜日でも……」

「違うっ！　……せっかくの休みだし、どこか行くか？って思ったんだけど」

「えっ!?」

　予想外の〝お誘い〟に、ドキンと鼓動がひとつ跳ねた。

　お休みに、響さんとお出かけできるなんて夢みたい。

　それになんだかデートみたい……と浮かれかけたところで、私はハッと我に返った。

「だ、ダメです、響さん。お出かけはダメ！」

「え？」

　だって、どこで誰が見てるかわからない。

　自分にそう言い聞かせながらブンブンと強く首を横に振る私に、今度は響さんが目を丸くした。

「響さんも、環境変わって疲れてるでしょう？　だから、ゆっくりしましょう？　私、がんばってお料理しますね！」

「……あ、そ」

　どこか不満そうな声を聞きながら、私はシンクに向き合って水道の蛇口を捻った。サーッと冷たい水が流れ出して、ゆっくりと洗い物を始める。

　背中で、バタンとドアが閉まる音を聞いた。

　ちょっとだけ振り返ると、響さんの姿は寝室に消えていた。

　カチャカチャと音を立てて食器を洗い、流れる水をぼんやり見つめながら、私はなんとなく手を止めた。

「……あ」

　小さな声で呟いて、もう一度閉じたドアを振り返る。

　響さんの好きな食べ物、聞きそびれちゃったな……。

　そんなのいつでも聞けることなのに、そればかりを失敗だと思い込む。そうして、せっかくのお誘いをフイにした寂しさを紛らわせようとした。




　響さんには『相手にしなくていい』と言われたけれど……。

「ここ、いい？」

　満席状態の社食で、トレーを持って向かい側に立たれたら、嫌とも言えない。

「ど、どうぞ……」

　愛想笑いを浮かべて答えると、「サンキュ」と短いひと言を呟いて、私の真向かいに清水さんがドスッと座った。

　これはもう、さっさと食べて席を立つより他ない。

　私は箸を動かすペースを上げて、手をつけたばかりの定食を片付けることに専念する。

「ねぇ」

　だから、私にかけられただろう言葉も一度目は無視した。それでも、軽く身を乗り出して再び声をかけられたら、無視し続けるわけにもいかない。

「……なんでしょう、清水さん」

　しぶしぶ返事をして顔を上げると、清水さんは箸も持たずにテーブルに頬杖をついて私をジッと見つめていた。

「挨拶は？」

「……こんにちは、清水さん」

「そうじゃないだろうが」

「……響さんがいつもお世話になってます」

　求められるがままに棒読みで応える。それでも、初めて口にしたセリフは想像以上に恥ずかしくて、私は顔を上げることもできない。言い終えた途端、ボッと頬が熱くなるのを感じた。

「うちの主人、とは言えないか。けど、なかなか……初々しくていいね」

　私の反応をおもしろそうに笑って肩を揺する清水さんに、私は肩をすくめた。

「清水さんのこと、『相手にしなくていい』って言われてるんです。『悪趣味な男だから』って」

「うわ、ひどっ……。でもそっか。昨日は確かに失礼しました」

　ペコッと頭を下げる姿を見て、私もなんとなく手を止める。

　昨日は確かに意地悪だったし、何度見ても〝チャラい人〟って印象に変わりはない。でも、今日は濃紺のスーツにブルーのペイズリー柄のネクタイで、ギャップを感じるくらいシックで保守的だ。むしろおしゃれな響さんと比べても〝真面目〟な印象で、こうして見るとそんなに悪い人とも思えない。

　だけど、この人の口からお昼に社食で私と話したことが響さんに伝わったら、また不機嫌な顔をさせてしまうかもしれない。

　そう考えた私は、再び定食に意識を集中させる。

「萌ちゃん、お昼はいつもひとり？」

　私の観察を終えて箸を手に取る清水さんを上目の視線で窺いながら、私は小さく首を振った。

「いつもじゃないです。同期と食べたり、同じチームの人たちと食べたり……」

「倉西とは食べないんだ」

「食べません」

　できるわけないじゃない、と思いながら、つい刺々しい声で即答する。

　すると、なにがツボにハマったのか、清水さんはまたしても肩を揺すって笑った。

「萌ちゃんは人目を気にして倉西と過ごす時間を避けるんだ？　健気だねぇ」

　どこか癇かんに障る言い方をして、清水さんはカツ丼の器を片手に箸を動かし始めた。

「噂が怖い？」

　そう目線で探られる。

　彼の言葉を無視して、私はひたすら箸を動かす。

「俺が話しかけたの、迷惑だったかな」

　清水さんが肩をすくめるのを確認して、さすがにちょっと申し訳ない気分になる。私は箸を置いて、一度フウッと息を吐いた。

「すみません。そうじゃないですけど、からかわれるのも困るんです」

　素直にそう言って、少しだけ頭を下げた後、食事を再開する。

　それで清水さんの関心も薄れると思った。なのに……。

「……ねぇ、昨日のアレ、どういう意味？」

　今度は違う質問が向けられて、私は顔を上げた。

「アレ？」

「『お互い様』って言ったろ？」

　清水さんの言葉に、私は箸を止める。そして昨日の会話を思い起こした。

「君は倉西に騙されてないって言ったけど……。『お互い様』ってどういう意味だろうって、すごく気になってね」

「それは……」

　あえて清水さんに話すようなことじゃない。そんなの、私と響さんだけが知っていればいいこと。なのに、どうして私はこの人の関心を引くような言い方をしてしまったんだろう。

　つい昨日の自分を責めるように、私は口ごもった。

「倉西が君のことを本気で好きじゃなくても、それは君も一緒だからって意味に聞こえたんだけど……違う？」

　的を射た質問が、グサッと心に突き刺さる。

　ごまかそうとしたけど、この人をごまかし通すのは私には至難の業だった。

「……私は、響さんのこと好きですよ」

　その言葉に嘘はない。

　当たり障りのない私の答えがつまらなかったのか、清水さんは不満そうに眉をしかめた。

「確かに、そういう気持ちがなければ、結婚なんかしないだろうけどね。でも、倉西は――」

「いいんです。恋じゃないから」

　続く言葉を遮った私に、清水さんは黙って静かに視線だけ向けた。

　それを感じて、私は左手に持っていた茶ちゃ碗わんをトレーに置く。

「憧れてました。他の大多数の女性と同じように。でも、それ以上じゃありません。だって、誰が見てもそう思うように、私は響さんには不釣り合いです」

　箸もトレーに置いて心を落ち着かせ、そう言うと、清水さんは先を促すように無言を保つ。

「だから……清水さんが言ったように偽装でも適当でもいいんです。私は、響さんの恋人になったんじゃない。家族にしてもらえただけですから」

　私が響さんに求められたのはそういう役どころだから。

　ゆっくり息を吐きながら告げると、清水さんは一瞬黙りこくった後、フッと笑った。

「献身的な愛だね」

「どうとでも言ってください」

「それじゃあ萌ちゃんは、倉西が他の誰かに〝恋〟をしても、認めるんだ？」

「え？」

　思いもしなかった言葉を耳にして、私は思わず清水さんをまっすぐ見つめた。

「ああ、ごめん。恋じゃないか。どういう経緯か知らないけど、倉西は君と結婚した。これから倉西が恋をするとしたら、それは〝不倫〟だ」

「ふ……」

　さすがに自分の口からは言うのを憚ってしまう言葉だった。

「でも、萌ちゃんはそれを黙認するんだ。献身的、つまり自己犠牲って、そういうもんだろ？　なるほどねぇ……。それじゃ、誓いのキスをごまかすのも当然か」

「っ……」

　サラッと言われたからこそ、余計にグサッと心に突き刺さった。

「おもしろい関係だね。まぁ、君も言う通り〝お互い様〟なら、それでもいいのかな」

　それ以上は聞いていられずに、私はガタンと音を立てて席を立った。

「失礼します」と頭を下げて、まだ半分以上残っている定食のトレーを手にしてテーブルに背を向ける。

　頭の中では、清水さんの言いたいこともよくわかっていた。

　私と響さんは、恋心のない夫婦関係。もしも響さんが恋を求める時が来たら、私は他の誰かの存在を許容しなければいけない。

　どんな経緯でもまだ新婚なのに……。

　そんなことを考える自分が、なんだか切なかった。










守られるだけじゃなく




「私もあれから考えたんだけど、愛される必要がないって、おかしいと思うの！」

　オーダーを取った店員さんがテーブルから離れていくのと同時に、美砂子が私のほうに身を乗り出して、鼻息荒く言った。

　私はお手拭きを広げながら、きょとんとする。

「この間のめぐの話だよっ」と言われて、「ああ」と軽く相槌を打った。

　特別休暇明けにすぐ、美砂子とランチをした。あれからランチの機会はなく週末を迎えてしまったけれど、ずっと美砂子を考えさせてしまっていたのかと思うと申し訳ない気分になる。

「だって、倉西さんはめぐにプロポーズしたんでしょ!?　だったら、倉西さんはちゃんとめぐを愛して幸せにする義務がある！」

「ちょっ、美砂子、声大きいよっ！」

　オフィス街の一角の小こ洒じゃ落れた居酒屋は、まだ時間が早いせいか、週末だというのにそれほど混んでいない。

　それでも、誰が見ているか聞いているかわからない。そうでなくても、愛だのプロポーズだのと連発されると気恥ずかしい。

　美砂子は我に返ると、肩をすくめて「ごめん」と謝った。そして辺りを見回してから、さっきより意識して声を小さくする。

「……めぐだって、嬉しかったって言ったじゃない。お世話になったおじさんの息子だからって理由もあったかもしれないけど、なにも結婚を強制されたわけじゃないんだから。倉西さんもめぐも、自分の意志で結婚を決めたのに」

「だから私は今、十分幸せだって思ってるよ？」

　仕事でも接点はない。広報の仕事でインタビュアーを務めたことは幸運だった。

　そんな偶然のラッキーにお義父様が絡んで、響さんからプロポーズされるなんて、私の人生最大の奇跡だった。

　これ以上多くを望んだら、絶対にバチが当たる。だから、このままがいい。今のまま……私を愛してくれなくてもいいから、響さんが他の誰かに恋する未来が来なければいい。

　清水さんに言われたことを思い出しながら無意識に唇を噛んだ時、さっきの店員さんが生ビールのジョッキを片手にふたつ持って、やってきた。

「お待たせしました～」と呑のん気きな声で言われ、私も美砂子も一度会話を中断せざるを得ない。ほとんど同時にジョッキを手に持って、半分惰性で乾杯をした。

　美砂子は何口か一気にあおってから、私を上目遣いに探ってくる。

「……私、めぐが恋愛経験豊富じゃないの、知ってる」

「もういっそ〝未〟経験って言ってくれていいよ」

「だからこそ、めぐだけでもちゃんと恋しようよ。人生九十年って時代なのに、二十五歳で打ち止めじゃもったいないじゃない」

　キビキビした口調で言い切られて、私は一瞬口ごもった。

　右手にジョッキを持ったまま、美砂子は左手でテーブルを叩いた。

「めぐは、今からでも倉西さんに恋すべきだと思う」

「…………」

　少しだけ中身の減ったジョッキを両手で持って、ユラユラ揺らしながら、私はぼんやりと目線を宙に向けた。

「めぐ、この間言ったよね？　年を取った時に縁側で並んでほっこりできるおじいちゃんとおばあちゃんになりたいって」

　美砂子はお通しに箸をつけながら、目線を落としてぽつりと言った。

　静かに諭すような声に、私はただ「うん」と頷うなずいた。

「それってさ……。若い時に盛大に愛し合った思い出を抱えてずっと寄り添ってるからこそ、そういう和やかな絆きずなが生まれるもんじゃないの？」

　美砂子がちょっと意地悪く、私に箸の先を向けながら言った。

　私は黙ったまま、美砂子をジッと見つめる。

「愛する必要も愛される必要もないなんて言えちゃうめぐには、絶対無理だと思う」

　素っ気なく言い捨てる美砂子の声がなんだか心に沁しみて、とても痛かった。

「でも……」

　俯いてジョッキの中の琥珀色の液体を眺めながら、無意識に呟いた。

「なに？」

　美砂子に聞き返されて、私は曖あい昧まいに首を横に振った。そして、その先に続く言葉をのみ込んだ。

　私が響さんに対して抱くのは、憧れと尊敬、敬慕の気持ちだけでいい。立派な奥様になるためならば、それだけで十分だ。

　私と響さんは、家族になっただけ。そこに、恋心なんか必要ない。




「う～……」

　自分の唸うなり声が耳障りで、私はぼんやりと目を開けた。

　カーテンの隙間から、日が射し込んでいる。

　意識してみるとまぶしくて、私は眉間に皺を寄せた。

　このジワジワ来る頭痛は、美砂子と散々飲んだせいか。いくら週末だからって、ちょっと飲みすぎたかもしれない。

　心の奥底で反省しながら寝返りを打って、ハッと我に返って飛び起きた。枕元に置いた携帯を手探りで掴つかんで、時間を確認する。そして、一瞬にして絶望した。

　十時っ!?　もう十時っ!?

　慌ててベッドから飛び降りて、わたわたと着替える。

　洗濯しなきゃ。掃除もしなきゃ。少し落ち着いたら買い物に行って、夕食の下ごしらえをしなきゃ。

　いくら仕事は休みでも、私にはやらなきゃいけないことが山積みだ。なのに午前中の清々しい時間が、もうあと二時間で終わってしまう!!

　くしゃくしゃの髪をひとまとめにしながら、ドアを開けてリビングに飛び出す。

「おはよう」

　途端に、涼しい声がかけられた。

　ハッとして顔を上げると、ラフな格好をした休日スタイルの響さんが、コーヒーを飲みながらソファで新聞をめくっていた。

　朝からリラックスした響さんの姿を見るのは、なんというかとても新鮮だ。スーツにネクタイ姿じゃなくても、響さんはやっぱりカッコいい。だからこそ……。

「す、すみませんっ!!」

　サーッと全身から血の気が引いていくような感覚を味わった。

　昨夜も響さんのほうが帰宅時間は遅かった。どう考えても、私のほうが先に起きて、家事を全部こなしてなきゃいけなかったのに……。

「なに謝ってんだよ」

　起き抜けで挨拶もせずにいきなり謝る私に、響さんは不審そうに首を傾げた。

　それを横目で見やりながら、私はまず洗濯、と脱衣所に飛び込む。そして、ガックリとこうべを垂れた。

　全自動の洗濯機は、既に回っていた。しかも、あと五分も経ったら仕上がる状態。

　響さんがやってくれたに決まっている。

「おい、萌？」

　脱衣所にやってきた響さんに怪訝そうな声で呼ばれて、私はバッと頭を下げた。

「すみません！　すみません!!」

「は？　なんで二連発？」

「私、響さんの奥様なのにっ！　寝坊して洗濯までしてもらって、ごめんなさい!!」

　すごい剣幕で捲まくし立てるように謝る私の耳に、「は？」と響さんの乾いた声が届いた。

　それだけで自己嫌悪が深まって、どこかに消えたくなった。

　立派な奥様……が聞いて呆れる。

　なんかもう、いろんな意味で情けなくて、ジワッと涙が込み上げてきた。

　そんな私の頭に、ポンと響さんの手が下りてくる。

「なに言ってんだよ。別に俺は、家事を全部萌にやらせようなんて思ってないぞ」

「でもっ……！」

「萌も働いてるんだから。俺だって自分でできることは自分でするし」

　涼しい声だからこそ、グッと胸に詰まる。

　家事もまともにできない私じゃ、響さんのそばにいる意味すらないのに。

「……すみませんでした。あの、この先は私がやります。だから響さんはゆっくりしててください」

　涙を飲み込んで俯きながら、脱衣所から追い出すようにグイグイと背を押す私に、響さんは戸惑ったように足を止めた。

「萌？」

「それが終わったら掃除して、お昼ご飯準備して……」

「……萌。ちょっと待てって」

　この後の段取りをしながら、失敗の挽ばん回かいを必死に考える私の腕を、響さんがグッと掴み上げた。

　そのまま覗き込まれて、ドキッとしながら口を閉じる。

「……なんだ、お前。泣いてるのか？」

「っ……」

　真っ赤になった目の理由を呆あっ気けなく言い当てられて、私は反射的に顔を背けた。

　そんな私に、響さんは小さな溜め息をつく。

「昨夜、飲んできたんだろ？　せっかくの休みなんだから、お前もゆっくりしてればいい」

　私の腕を離して背を向ける響さんに、私は必死で言い募った。

「だ、大丈夫です！　響さんのほうこそ、ゆっくりしててください」

「……あのさ」

　呆れたような声で呟いて、響さんは再び私を振り返った。そして腰に手を当てて、一瞬考えるような間を置くと……。

「大丈夫だって言うなら、ちょっと着替えてこい」

「……は？」

　なにを言われたのかわからなくて、私はきょとんと響さんを見上げた。

「洗濯物は俺が干しておくから」

　そんな言葉と同時に、洗濯機がピーピーと音を立てた。

　ハッとして振り返ると、どうやら洗濯機が役目を終えた合図らしい。

「ほら、どけ」

「あっ……！　だ、ダメです！」

　洗濯機の蓋を開けようと手を伸ばす響さんを、私は身体のすべてを使って必死に阻止した。

　響さんが眉を寄せる。

「なんだよ。いいから早く着替えてこい」

「ダメッ！　これは私がやりますっ」

「だから、お前はなにを意地張って……」

「しっ……下着が入ってるからっ!!」

　顔を真っ赤にして叫ぶ私に、響さんが一瞬固まった。

「だから、私がやるんです!!」

「……あ、そ」

　そっと見上げた響さんは、ぎこちなく私から目を逸らしてポリッと頭を掻いた。そして、ようやく素直に脱衣所から出ていってくれた。

　彼の背中を見送って、私はやっと安あん堵どして肩の力を抜いた。同時に全身の力まで抜けきって、その場にズルズルとしゃがみ込む。

　朝から心臓に負荷がかかりすぎ。なんだか、平日以上に疲れる休日の始まりだ。




　洗濯物を干し終えて、響さんに言われるがままに着替えてリビングに戻る。

　なんのために着替えを求められたのかわからず、胸元にリボンのついたピンクのニットと白いフレアスカートの上からフェミニンなパーカーを羽織った、オフィスカジュアルよりラフな服装。髪はセットする時間もなく、緩くサイドに寄せてまとめただけだ。

「あの……」とためらいながら声をかけると、響さんはチラッと私に軽く視線を向けた後、ソファから立ち上がった。

「行くぞ」

「はい？」

　何事？と焦りながら後を追うと、響さんは私に背中を向けたまま、パンツのポケットから車のキーを取り出して指先で揺らした。

「え、ど、どこに行くんですか？」

　お出かけはダメって言ったのに。

　廊下の途中でピタリと足を止めた私を、玄関で靴を履き終えた響さんが振り返った。

「お前が疲れてるなら、家でゆっくりもいいかと思ったけど、大丈夫なんだろ」

　パンツのベルトホールに指を引っかけて、響さんが私を鋭く見つめている。

　私は立ち尽くしたまま、どうすべきか、と目線を足元に落とした。

「こんないい天気の日にずっと家にこもってると、身体もなまるし気分も鬱ぐ。それに、お前のことだから家事だなんだって無駄に張りきろうとするだけだろ。そんなの、平日より疲れる」

　静かな声が玄関に響く。

　それでも私は黙ったままだ。

「それとも、俺と出かけるのがそんなに嫌か？」

「そんな……違います！」

　探るような言葉には即座に反論した。

「じゃあ、なんで？」

「だって……誰かに見られたら」

　言い淀よどんだまま、その先は尻すぼみになって消えた。

　再び足元に目線を落とすと、響さんの溜め息が聞こえた。

「やっぱりそこか。気にしてるのは」

　どこか呆れたような声。

「ドライブなら、そこまで気にならないだろ」

「え？」

　思わず顔を上げて見つめると、響さんは私から目を逸らして、ドアのバーロックを外した。

「ほら、早くしろ。腹減ったから適当なとこでブランチしよう」

　ちょっとぶっきらぼうな言い方に導かれるように、私は固まっていた足を一歩踏み出した。そして靴を履いて、おずおずと響さんを見上げる。

　響さんはドアを大きく開け放して、私を外の通路に誘う。

　私が外に出ると、家の鍵は響さんがかけてくれた。私の横をすり抜けて、先にエレベーターホールに向かっていく。

「でも、響さん……」

　慌てて後を追いながらも、ためらう気持ちが拭えない。

「なんだよ。まだなんか問題あるのか？」

　響さんは振り返らずに、どこか焦れたような声で訊ねてくる。

「だって、ドライブって……」

「は？　別にお前、車酔いしたりしないだろ？」

「しないですけど……でも」

「だから、なんだよ」

「……なんかデートみたいで、いけない気がして」

　デートという言葉を口にするのすら躊ちゅう躇ちょしながら俯き加減に言うと、私の前を歩いていた響さんがピタッと足を止めた。続いて、「はあ？」と呆れた顔で振り返る。

　私は慌ててブンブンと首を横に振った。

「い、いえ、すみません！　忘れてください。ただの戯言です」

　失言を必死にごまかして、取ってつけたように笑って見せた。

　響さんは軽くそっぽを向いて、再びエレベーターホールに歩を進める。

　再び彼の背中を追いながら、私は深呼吸して気持ちを落ち着かせた。

　天気のいい休日にドライブなんて本当にデートっぽいけど、そこを深く考えちゃいけない。うん、ただのお出かけ。ちょっと近所にお散歩、くらいの感覚でいなきゃ。

　自分にそう言い聞かせた時、背中を向けたまま響さんがボソッと呟いた。

「……なんでそれがいけないんだよ」

「え？」

　小さな声が聞き取りづらくて、私は顔を上げて聞き返した。

　エレベーターの前で下向きのボタンを押してから、響さんが深い溜め息をついた。

「……なんでもない」

「……？」

　見上げた横顔がなんだかふて腐れたように不機嫌だったから、私はそれ以上聞かずに黙り込んだ。

　やがてエレベーターのドアが開き、私も響さんも無言のまま乗り込んだ。




　マンションの駐車場から、左に向けて発進する。陽射し除けのサングラスをかけた響さんは、愛車のエクストレイルを湾岸線に向けて走らせた。

　カーステレオからは、響さんの好きなバンドの音楽が流れている。最初は軽快でアップテンポな曲だったけど、今流れているのはポップ調のかわいい曲だ。

　大きく開けた窓からは、爽やかな秋の風が吹き込んでくる。ほんの少し潮の香りが混じっていて、私は車窓の景色に目をやりながら大きく深呼吸した。

「……気持ちいい～」

　思わず声を漏らすと、運転席で響さんがクスクス笑っていた。

「なんだ、ご機嫌だな。さっきまでのウダウダした萌はどこに行ったんだか」

「す、すみません」

　慌てて前を向いて、シートにまっすぐ座り直した。

「別にいいから、お前は子供みたいにはしゃいでろ」

　からかうような声に少しだけ唇を尖とがらせて、私は運転する響さんの横顔を眺めた。

　いつもと違って無造作に散らしただけの焦げ茶色の髪が、窓から吹き込む風に揺れている。ザックリしたニットは少し肩口が広くて、鎖骨がチラチラして色っぽい。

　カジュアルな服装で、なんだかいつもと違う印象。大人っぽくてセクシーで、妙に落ち着かない気持ちになる。

「……なに？　ジロジロと」

　私の不ぶ躾しつけな視線がバレバレだったのか、響さんはサングラスの奥の瞳を横に流して私に向けた。

　慌てて目を逸らすと、ハンドルに置かれた響さんの左手が視界に入った。その薬指に私とお揃そろいのマリッジリングがしっかり嵌められているのを見つけて、私は無意識に自分の左手を押さえた。

　こんな素敵な人を『私のもの』と言ってるみたいで、後ろめたい気分になる。それなのに誇らしいくらい幸せで、自分でもどうしていいかわからなくなる。

「萌」と短く呼ばれて、ドキッとして身体を震わせた。

　慌てて「はい」と返事をすると、響さんが不審そうに軽く首を傾げた。

「さっきから、なんだよ」

「な、なんでもないです」

「……？　まぁいいや。そろそろどっかでメシにしよう。なに食べたい？」

「あ……」

　そう言われて、もう一度窓の外に目をやった。

　お台場のショッピングモールが、通りの両側に並んでいるのが見える。都内でも有名な観光スポットは、カップルや家族連れで賑にぎわっていた。

　平日のオフィス街以上に人目に晒されそうで、私は一瞬返事をためらった。

　すると、私の返事を待っていた響さんがフッと息をついた。

「萌」

「……はい」

「俺たちがオフィスでなんて言われてるかは、俺も知ってる」

　いきなりサラッと言われて、私は一瞬、どう返事をしていいかわからなかった。

「……ごめん」

　そんな私に、響さんが短く謝る。

　謝られたことに驚いて、私は反射的に顔を上げて響さんの横顔を見つめた。

「俺のせいだよな。嫌な思いをさせてることは謝る」

「そんな、別に響さんのせいだなんて……」

　そう言って、思わず助手席から身を乗り出した。

　前方の信号が赤に変わって、響さんが静かにブレーキを踏む。車が停止すると、響さんはサングラスを外してまっすぐ私に視線を向けた。

「オフィスは仕事の場だし、ふたりでいるのを見られると鬱陶しいから避けてた。でも休日は後ろ暗いことなんかないし、できれば萌にも気にしないでもらいたいって思う」

「……え？」

　真摯な瞳で告げられた言葉に、私はただ目を瞬かせた。

「それでもいろいろ言われて辛い思いをするなら、ちゃんと俺に言ってほしい。その時は俺が対処するから」

　そう言って、響さんはフッと私から目線を外した。

「……俺は萌に約束した。『一生守ってやる』って」

「っ……」

　心臓目がけて突っ込んできたミサイルみたいに、響さんの言葉が炸さく裂れつした。怖いくらいのスピードで打ち鳴る鼓動を抑えて、私は慌てて響さんから顔を背けた。

　どこまでも響さんと釣り合わない私と一緒じゃ恥ずかしいだろうと思ってた。でも、そうじゃなくて……私のため？

　信じられない、と思いながらも嬉しくて仕方なくて、私は俯いて膝の上でギュッと手を握りしめた。

　そう言ってもらえるだけで十分だ。これ以上の幸せが、どこにあると言うんだろう。

　再び顔を上げると、私は響さんにニコッと笑って見せた

「ありがとうございます。私、全然大丈夫です。なに言われても気にしません。だから、響さんも私のことは気にしないでください」

　必死の思いで言った私を、響さんは静かに見つめていた。

「響さんも……なにかあったらちゃんと私に言ってくださいね。私も響さんを守りたいです」

　私の言葉に響さんは一瞬目を丸くして、何度か瞬いた。そして、フッと苦笑する。

「俺が？　萌に守られるのか？」

「非力でも、私にだってできることはあります」

「……どうだか」

　ちょっと皮肉な笑みを浮かべて、響さんは前を向いた。青に変わった信号に従って、ゆっくりアクセルを踏み込む。

「でも、まぁ……」

　まっすぐ前を向いたまま、響さんが呟いた。

「意外と逞たくましくて、安心した」

　目線が合わないまま言われた言葉。

　私は響さんの横顔から、その感情を伝え知る。そして、結婚して初めて響さんを安心させることができたと実感する。今そう感じられる自分に、満足していた。

　だから、もっともっと強くなる。響さんに守られるばかりの私じゃいけない。




　ショッピングモールの中の行列していたイタリアンのお店で、響さんとふたりでランチをした。

　たまたま通りかかった映画館の前で、響さんが「観たい」と言ったから、一緒にサスペンスものの洋画を観た。

　ちょっとショッキングな場面も多く、そういうシーンが出てくるたびに両手で顔を覆っていた私に気づいて、響さんは途中から映画よりも私の反応をおもしろがっていた。

　映画館を出て、なんとなく流れでお店を覗きながら歩いた。そして、夕陽が沈む直前に海岸に出た。

　夕暮れの海岸線からは、遠くのビルに灯り始めたイルミネーションが一望できる。ロマンチックな雰囲気のせいか、周りは若いカップルの姿ばかりだった。

　そんな中、一歩先を歩く響さんの後ろを私は俯きがちに歩く。

「……もう五時半か」

　響さんがポツリとひと言呟いた。

　その声に、私も自分の腕時計に目を落とす。

「ほんとだ……。なんだか、あっという間でした」

　同意しながら言うと、響さんは立ち止まってゆっくり私を振り返った。

「どうしようか。このまま帰る？」

　そう訊ねられて、一瞬返事に困った。

「あれ？　なんだよ。あんなに出かけるのを渋ってたくせに」

　私の反応を笑って、響さんがちょっと意地悪に言う。

「だって……」と思わず声を上げた。

「今からじゃ、ちゃんとした夕食作れないなって思ったから」

「そんなことか」

　響さんは肩をすくめて、再びゆっくり歩き出した。

　私もその後を追う。

「夕食も外でとってから帰るか？」

　響さんの言葉を胸に沁み入らせてから、凪ないだ海をなんとなく見つめた。

　予期せず、本当のデートみたいになってしまった。すごく楽しかったしドキドキしたし、正直このまま帰りたくないな、と思ってしまった。

　変なの。同じ家に帰るんだから、帰ってからだって響さんと一緒なのに。

　だけど外で過ごす時間は家にいる時とは全然違って、本当に夢みたいだった。だからこそ、私は自分の中で分別をつける。

　家に帰って、いつも通りのふたりに戻らないと。私と響さんは恋人じゃない。恋人同士みたいなドキドキを続けたらいけない。こんなに鼓動を乱したままじゃ、あまりに苦しすぎる。

「……今日は、手抜きしてもいいですか？」

　そう言った私を、響さんがゆっくり振り返った。

「お惣そう菜ざい買って帰って、お酒飲みたいです」

「了解」

　私の返事を聞くと、響さんは近くの階段から遊歩道に向かっていく。

　私もこの〝デート〟を終わらせるべく、黙ってその後に従った。

「萌」

　階段をのぼりながら、響さんが私を呼ぶ。

「はい」

　返事をしながら、私はその背中を見上げた。

「……お前は気詰まりだったかもしれないけど、俺は今日楽しかったよ」

　静かに告げられる言葉にドキッとして、私は階段の途中で足を止めた。

　のぼり切った響さんが、ゆっくり私を見下ろす。

「本当に、楽しかった」

　どこかはにかんだ笑みを浮かべて、私にまっすぐ左手を差し伸べた。

　薬指のマリッジリングが夕陽を受けてキラッと光り、私の胸になんとも言えない思いが込み上げてくる。

「響さん……」

「ほら、早く上がってこい」

　その声に導かれるように、私は足に力を込めて階段をのぼった。そして、手を伸ばして響さんの腕に掴まり、最後の一段をのぼり切る。

　響さんと並んで立つと、私は手を引っ込めようとした。

　それより一瞬早く、響さんの手に力がこもった。

　思わず見上げると、響さんは私の手を握ったまま、スッと背を向けて先に歩き始めた。

　手を繋いで歩く格好になって、いやでも心臓がヒートアップする。それでもこの手を離したくなかったから、私は俯いて黙ったままその後を歩いた。

「萌」

　静かに私を呼ぶ声に、私は火ほ照てった頬を沈みゆく夕陽の色でごまかしたまま、「はい」と小さく返事をした。

「またこうやって……デートしような」

「っ……」

　サラリと言われた言葉に鼓動が跳ね、繋いだ手が一瞬震えた。

　それはきっと響さんにも伝わってしまったはず。それなのに、響さんは私の手を握る力をキュッと強めた。

「別におかしいことじゃないだろ。もっと一緒にいろんなとこ行こう」

「……はい」

　返事をしながら、なんとも言えない甘酸っぱい気持ちが胸に湧き上がっていた。

　傍から見たら、どんなにウブに見えるだろう。これでも私たち、結婚してるのに。高校生の初デートみたいな一日を過ごして赤面するなんて、笑われる。

　こんなことでドキドキしている自分に、むしろ罪悪感すら覚えた。

　私が恋に不慣れだから。サラッと大人っぽく受け流せないから。響さんが向けてくれる優しさに、いちいち反応してしまう。

　こんな私は、未熟者だ。




　楽しい休日の記憶は、忙しい平日に活力を与えてくれる。

　響さんと初めてのデートを楽しんで、迎えた週明け。私は月曜日からテンション高く張りきっていた。

　午前中の社内報会議では率先して議事録係を申し出た。

　会議終了後、私なりにレイアウトや文体を工夫して提出すると、篠沢課長に「見やすいね」と褒められた。

　それだけでちょっとデキるＯＬに近づけた気がして、さらに張りきった。

　お昼を同じグループの先輩ととって、支店紹介コーナーの原稿を書く。並行して、掲載する写真の話し合いもこなした。

「やっぱ、支店長のピン写真は外せないだろ」と、グループ主任の香か川がわさんが腕組みする。

「前期、店頭営業で表彰を受けてる支店だし、店頭営業チームのチーフは？　ビジュアル的にイマイチですけど……」

　そう言って眼鏡を指先でズズイと持ち上げるのは、私の二年先輩の三み島しまさん。

　それを聞きながら、私はまったく違う写真をチョイスする。

「あの……店内旅行の時の集合写真も提供してもらいました。話を聞いていて思ったんですが、少人数でアットホームな雰囲気が特徴の支店じゃないかな、って。だから、そこをアピールするならこれを使いたいです」

　いつもは聞いているだけで終わらせてしまうこの手の打ち合わせでも、勇気を持って進言してみた。

　同じ銀行に勤める行員に向けた〝職場自慢〟。それがこの連載の目的だから、外向きの内容じゃなくていい。なにもキリッとカメラ目線の支店長をビッグに扱わなくてもいい。

「私だったら、こんな写真が掲載されたら、楽しそうだな、仲よさそうだなって、うらやましく感じると思うんです。もしかしたら、他の支店や部署でもこういう繋がりが広がっていくかもしれないですよね」

　そう言って微笑んだ私に、香川主任もちょっと目を丸くしていた。

「それ、いいな」と呟いて、店内旅行の写真を目の高さにかざすと、ジッと見入っていた。




　何枚もの写真から数点ピックアップして、誌面のレイアウトを考える。その間に原稿をチェックしてもらう。そんなふうにキビキビと段取りよく仕事をこなしていたら、あっという間に定時を迎えた。

　なんだかとてもやり切った感があって、程よい疲れを感じた。

　いつもの私なら、急ぎの仕事もないし、このままパソコンをシャットダウンして、デスクを片付けるところだ。『お先に失礼します』とひと言だけ告げれば、別に誰も文句は言わない。

　でも……きっと響さんも、まだまだ仕事に追われているだろう。

　デスクに向かう響さんの姿を思い浮かべたら、私のやる気もみなぎる。

　もう少し残っていこうと、私は、以前課長からリテイクを受けた企画書の修正を始めた。




　残業して書き上げた企画書を提出してから三日後。

　出勤してすぐに、私は篠沢課長に呼ばれた。

　オフィスの片隅のフリースペースで向かい合って座ると、課長は私の企画書をテーブルの上に広げた。

「これ、なかなかおもしろい。よくできてるなって、香川とも話し合ったんだ」

「ほんとですか!?」

　今までいくつも企画書は書いてきたけど、こんなふうに評価されたのは初めてだった。

　目を見開いて身を乗り出す私を、篠沢課長は目を細めて笑った。

「もちろん、実際に誌面にするにはもうちょっと練る必要もあるけど……。それでね。沢木さんももう四年目だし、そろそろ企画全般を任せてみてもいいんじゃないかってことになってね」

「あ……ありがとうございます！」

　想像すらしなかった課長の言葉に、胸が異様にドキドキした。

　今までは与えられた仕事を無難にこなすだけで精いっぱいだったし、それができれば満足していた。

　評価されて、責任ある仕事を任せてもらえることが、こんなに嬉しいと思うなんて……。どう見てもキャリアウーマンには程遠い私には、想像もできなかったのに。

「手始めに、香川が抱えている連載の再来月号、作ってみてくれないか？　人材のピックアップはしてあるから、スケジュール調整から引き継いでほしい」

　そう言って課長が私に与えてくれたのは、多分野で活躍する若手行員数人の座談会記事。リアルな〝行員像〟を紹介していると、いつも好評な連載だった。

　課長との話を終えて、すぐに香川主任から引き継ぎを受ける。

「これを任せられると助かるよ。不安もあるだろうけど、多分沢木さんにもやりやすいと思うよ。まぁ、これはただの偶然だけどね」

　そう言いながら、香川主任は少しだけ意地悪に笑った。

　渡されたのは、インタビュー対象の行員リスト。そこに響さんの名前を見つけて、ドキンと鼓動が騒いだ。

「もう事前承諾は得てるから大丈夫。旦那相手なら、初めての仕事でもちょっとは心強いんじゃないか？」

「は、はい！」

　思ってもいない展開に、ドキドキした。

　心強さよりは緊張感のほうが強い。でも、響さんと一緒に仕事できるチャンスだと思ったら、心にはワクワクが広がっていった。

　仕事で響さんと関われるなんて、久しぶり。結婚して関係性も変わってしまったけど、またこんなチャンスが与えられるなんて思いもしなかった。

　私は、響さんに出逢った初めてのインタビューの時のことを思い返していた。




　――社会人三年目を迎える春だった。

　私はその時初めて単独でインタビュアーを任されて、怖いくらい緊張していた。

　万全の準備をしたつもりだった。なのに、充電式レコーダーのバッテリーが劣化していて作動しないというアクシデントに見舞われ、それだけで頭の中が真っ白になった。

　要領悪く、段取りもボロボロ。忙しい仕事の合間に時間を取ってもらったのに、失礼なインタビューになってしまった。しどろもどろになって、私は響さんの言葉を書き留めるのに必死だった。

　ずっと下を向いてまともに顔を上げられないままの私の目に映るのは、響さんのネクタイの結び目より下……腕組みする手や、時折テーブルに置かれる筋ばった長い指ばかりだった。

　でも響さんは、穏やかに私の仕事に付き合ってくれた。私が書き留めやすいように、意識してゆっくり話してくれた。少しでも緊張をほぐそうと、砕けた口調に徹してくれた。

『今は俺と君が話してるんだから、ちゃんと俺の目を見ろって。あのな、俺は君と同じ人間で、宇宙人じゃないんだぞ。なんでそんなに緊張するんだよ』

　女性から絶大な人気を誇る、行内でも有名人の若きホープは、私とは縁遠い派手なタイプ。正直なところ、インタビューをするまで私の中では、イケメンで有能でも〝チャラい男〟というイメージが先行していた。だけど……。

『……少しは緊張ほぐれてきた？　なんだ、笑うとかわいいじゃん。照れるなって。笑顔を向けられて気を悪くする人間はいない。沢木さん……だっけ。覚えておきな。どんなにしゃべりが下手くそでも、笑顔さえあれば人間関係は構築できるんだ。うまく、確実にね。出会いって大事だろ。どのひとつをとっても、無駄にしちゃいけない』

　響さんへのイメージが、完全に覆った。

　彼の機転と行動力には頼れる大人の男を感じた。まっすぐ向けられた瞳からは、どうしようもない色気が漂っていた。少し不遜とも言えるハキハキした言葉遣いには、自信と包容力がみなぎっていた。一つひとつの出会いを大切にしたいという言葉からは、意外な繊細さが伝わってきた。

　そして……『かわいいじゃん』と、普通に言われたらチャラいとしか思えなかった言葉には、優しさを感じた。

　危ういくらいに溢あふれ出る響さんの魅力一つひとつを全身で受け止めて、私はあの時からずっと響さんに憧れていた。

　そう、憧れ。私が彼に抱いたのは憧憬、敬慕だった。

　私なんかが手を伸ばしても、届く人じゃない。ううん、むしろ手が届いたらいけないくらい、神々しい人。

　インタビュー後も、記事の確認や誌面レイアウトの報告で、何度かメールでやり取りした。だけど社内報が発行された後は、そういうやり取りも必要なくなって、その後はなんの関わりもなくなった。

　広い行内では偶然姿を見る機会もなくて、憧れは一ミリも育つことはなく、私の心の奥底で淡い思い出になっていくだけだったはずなのに――。




「あれ、萌ちゃんだ。向かい側、空いてる？」

　混雑のピークを過ぎた社食で、座談会の日程を考えながら箸を握っていた私に、そんな声がかけられた。

「どうぞ」と言いながらなんとなく顔を上げると、私の正面の椅子を引いて座る清水さんの姿が目に入った。

　私の視線に気づいて、清水さんはニッコリ笑う。続けて大きく手を伸ばして「お～い!!」と声を張り上げた。

　つられてその方向に顔を向けて、私はギョッと目を丸くした。

「倉西、こっち！」

　清水さんの大声に気づいて、トレーを持った響さんがこっちに向かってくる。黒いシングルのスーツに水玉模様の水色のネクタイ姿の響さんが、少し手前で私に気づいて一瞬足を止めた。

「萌？」

「ほら、なにしてんだよ。早く食って戻らないと」

「……ああ」

　明るく手招きする清水さんに響さんは少しだけ息を吐いて、再びこっちに向かってきた。そして、清水さんの隣に座る。

　響さんが一身に受けていた視線が、伝でん播ぱするように私にも向けられる。

　さっきまで気にならなかったのに、一気にいろんな注目を感じて、私は肩を強ばらせた。

　響さんも少しだけ居心地悪そうにしている。それでも、間に清水さんがいるからか、開き直ったように箸を手にした。

「あれ。萌ちゃん、食事中も仕事？」

　私が広げていた書類を目にして、清水さんが首を傾げる。

「あ……はい」

　私たちに向けられる視線から意識を逸らすように返事をして、なんとなく書類を片付けた。

　そんなやり取りを聞いて、響さんが眉間に皺を寄せて顔を上げた。

「……おい、清水。なんでお前が萌を名前で呼ぶんだよ」

　確かに、この間会った時も清水さんには名前で呼ばれたっけ。初めて会った時は『沢木さん』だったはずなのに……。

　そう思いながら顔を上げると、清水さんは相変わらず飄ひょう々ひょうとした目で私を見つめた。

「別にいいじゃん。お前らふたりとも『倉西』なんだし。今みたいな状況で、呼び分けるのにちょうどいいだろ」

「萌は旧姓を名乗ってるんだし、そう呼べよ」

「細かい男だな。旧姓はあくまで仕事上だろ。俺は萌ちゃんとは仕事での関わりないんだし」

　眉間に皺を寄せる清水さんの言葉を聞いて、響さんもそれ以上は突っ込まずに黙り込んだ。

　そんなもんか、と思いながら、私も肩をすくめる。

　仲が悪いのかと思ってたのに、一緒に社食に来るあたり、そうでもないのかな？と首を傾げた。

　私の向かい側でふたりが交わす会話はごく普通で、同期・同僚以外のなにものでもないように感じる。

「……で、萌ちゃん。食事中に仕事なんて、なんか大変なの？」

　ふたりの様子を窺っていた私に、清水さんがまっすぐ目を向けてくる。

「あ」とひと言呟きながら私は手元の書類に目をやって、思いきって響さんに声をかけた。

「あの。さっき、響さんにもメールを送ったんですけど」

「なに？　ラブラブメール？」

「ち、違いますっ」

　清水さんに話の腰を折られて思わず声を上げると、響さんが静かに清水さんの頭をペシッと叩いた。

「お前は黙ってろ。……俺、午前中はずっと外出してたから見てないけど、なに？　急ぎ？」

　響さんはご飯を口に運びながら、チラッと私に目を向けてくれる。

「いえ。あの……うちの香川主任から、座談会の話は伝わってますよね」

　少し身を乗り出しながら訊ねると、「ああ」と響さんが軽く頷いた。

「聞いてるけど」

「それ、これから私が担当することになったんです！　それで、日程のお伺いメールを……。他の参加者と同じ同報メールなんですけど」

　すると、「へえ」と響さんが顔を上げて目を丸くした。

「お前が？　すごいじゃん」

「はいっ」

「じゃ、戻ったら見ておく」

　響さんの返事を聞いてほっこりしながら、私も機嫌よく再び箸を動かし始めた。

　私の向かい側から、「ふ～ん」と清水さんが鼻を鳴らす。

「いろいろ言われてるけど、けっこうラブラブなんじゃん」

　からかうような口調で言われて、私は軽く清水さんを睨んだ。

　ピークを過ぎたとはいえ、社食のあちこちから視線を感じる中で、どう切り返していいか判断に苦しむ。

「清水、いいから黙って食えよ」

　この視線をまったく無視して食事を進める響さんもすごい。

　清水さんも響さんの言葉に肩をすくめた。

「座談会ねぇ……。そういう花形の依頼が来るの、いつもお前だもんな～」

　わざとらしく拗ねたような言い方をして、清水さんは私の手元の書類をチラッと見やった。

「ちなみに、他の出席者ってどんな面々？」

「あ、どうぞ」

　訊ねられて、私は書類を清水さんに渡した。

　清水さんは箸を置いて、出席者リストに目を通す。

「ふ～ん。俺ら世代なんだ。悔しいけど、確かに精鋭メンバーだな。二部の須す藤どうに、審査の山やま形がた……ん？」

　リストの名前を読み上げていた清水さんが、わずかに眉をひそめて言葉を切った。

「なんだよ？」

　響さんも気を取られたように清水さんの手元を覗き込む。

「……へええ。おもしろい面子だな。ＰＢ室の中なか谷たにもいるんだ」

　清水さんはニヤニヤ笑いながら呟くと、響さんを意地悪く見やった。

　なぜか響さんの箸も止まっている。

「あの……？」

　ふたりの様子に、私は首を傾げた。

　すると響さんはなにも言わずにまっすぐ前に向き直り、そのまま再び箸を動かし始めた。そして半分ほど食べ残したトレーを持って、ガタッと音を立てて立ち上がった。

「清水、俺、先に戻るから」

「はいはい。俺はもう少しゆっくりしていくよ」

　相変わらずの態度でヒラヒラと手を振る清水さんに、響さんは眉間に皺を寄せた。

「二時から会議だぞ。お前も急げよ」

「ちゃんと戻るよ」

「あ、お疲れさまですっ」

　テーブルから離れていく響さんの背中に声をかけて、私は再び前を向いた。

　すると、さっきからほとんど食事を進めないまま、清水さんはテーブルに頬杖をついて私を観察していた。

「……あの。急がなくていいんですか？」

　肩をすくめて聞くと、清水さんは私に書類を返してくれながら「ねぇ」と短く呼びかけた。

「この座談会、本当に萌ちゃんが担当するの？」

「……？　はい」

　首を傾げながら返事をすると、清水さんはクッと肩を揺すって笑い出した。

　それが不審で、私はただ清水さんを見つめた。

「間に合うなら、メンバー替えたほうがいいかもよ」

「なんでですか。これはもう決まってるし、私の一存じゃ……」

　意味不明な言われ方にムッとして刺々しい声で返すと、清水さんは私を上目遣いに窺い見た。

「それじゃあ、予備知識が必要だ。このＰＢ室の中谷ってね、俺と倉西の大学時代からの同窓なんだけど……」

「清水さんと響さんって、大学時代から一緒だったんですか」

「そ。んでもって、この中谷も一緒。ついでに付け加えると……」

　清水さんの瞳に、さらに意地悪な光が走った。

「倉西の〝元カノ〟だよ。しかも、けっこうマジな」

　一瞬、ドクンと心臓がリズムを乱した。










私だけにできること




　中谷加か奈な子こ。本店プライベートバンキング室ＦＰチーフ。

　手元の出席者リストでは、これしかわからない。

　社食から戻ってしばらく悶もん々もんとした後、私はついに行員データベースでプロフィールを調べてしまった。

　この証明写真はいつ撮ったものだろう。

　凛とした意志の強そうな瞳をまっすぐ正面に向ける小さな写真ではちょっと印象が違うけど、私は彼女に見覚えがあった。

　パッと見、勝気な印象を与える、サラサラロングストレートの美人は、一度だけ見たことがある響さんの元彼女。ものすごく大人っぽくて、響さんにお似合いだと思ったあの人だった。

　この人が、中谷さん……。

　頭の中で印象を上書きしてから、データベースを閉じた。そして、ハッと我に返ると、パソコンのメール画面を展開させた。

　お昼前に送った座談会のメールには、まだ一通も返信はない。

　それもまぁ仕方ない。なんせ相手は清水さんも認めた選りすぐりの精鋭メンバーだ。銀行のオフィスアワーのこんな時間に、悠長に社内報のアポイントを気にしているほど暇じゃないはず。

『見ておく』と言ってくれたけど、響さんからも返信が来るのは早くて今日の業務終了後だろう。

　ぼんやりしながらデスクで頬杖をついて、私はチラッと壁の時計を見上げた。

　あと三十分もしたら就業時間が終わる。せっかく仕事を任せてもらえるようになったタイミングだから、できればやる気を見せておきたい。

　でも手元に急ぎの仕事もないし、なにより今日の午後の私は、誰が見ても完全に集中力を欠いていた。

　能率が悪いのに残業をしても無駄だ。残業してアピールできるのは、仕事を捌さばき切れない自分の無能さでしかない。

　そう諦めて、今日は早めに帰路についた。




　適当に夕食をとってから、ぼんやりとダイニングテーブルに頬杖をついた。

　音がないと寂しいから点けたテレビは、ただ眺めているだけで内容なんか全然頭に入ってこない。

　帰り際にバッグに突っ込んできたＡ４用紙を目の高さに掲げる。

　帰り支度を整えた後で気づいて、急いでプリントアウトした中谷さんからの返信メールだ。

　座談会の日程伺いに対する返事は、文面だけでも、キビキビしたデキる女の風格が感じられる。

　見た目も中身も私とは全然違う。こんな頭がキレそうな素敵な人が響さんの元カノで、しかも……。『けっこうマジな』って、どういうことだろう。

　意地悪な清水さんのニヤニヤ笑いが頭に浮かぶ。

『間に合うなら、メンバー替えたほうがいいかもよ』

　そんな必要がどこにあるの、と思いながらも、リストを覗き込んで一瞬絶句した響さんの様子が気になってしまう。

　過去は過去でしかない。それは私が気にすることじゃない。なのに、どうして清水さんはあんなことを言ったんだろう。

　思考を重ねていくと、心になんだか弱気な空気が漂う。

　メンバーって、今から替えられるのかな……。

　メールのプリントアウトをテーブルに置いて、ジーッと見つめた時……。

　玄関の鍵が開く音がした。

「ただいま」と、いつもと変わらない声が聞こえる。

　しばらくして、響さんがリビングに入ってきた。

「……お帰りなさい」

　顔を上げずに考え込んだままひと言だけ返すと、響さんは私に軽い口調でなにか言って、自分の部屋に入っていってしまう。

「え？」と聞き返すと、もうその姿はドアの向こう。それを見て再びぼんやり考え込んだ時、響さんがラフな部屋着で出てきた。そして、そのまま私の後ろを素通りしてダイニングから出ていく。

　かすかにドアが閉まる音がした。

　コンビニかな、と思いながら、私はメールから顔を上げて、大きな溜め息を漏らした。

　時計を見ると、もう午後九時を過ぎていた。

　ほぼ定時上がりで帰ってきたのに、こんな時間まで私はなにを悶々と考え込んでるんだろう。清水さんに忠告されたからって、そんな私情たっぷりの意味不明な理由で、座談会メンバーを再考できないか考えるなんて、おかしいに決まってる。

　元はと言えば、この企画は主任から任されたもので、私の企画じゃない。企画者を無視してメンバーを変更するなんて、許されるわけがない。

　そう改めて自分に納得させて、ちょっとよれたＡ４用紙を畳んだ。

　響さんの元カノの存在をいちいち気にしてたら、私は何人の女性を意識しなきゃいけないんだろう。そもそも、張り合うつもりもなければ干渉するつもりもない。

　……響さんも、偶然に驚いただけだよね。もう三年半も前のことだし、仕事で顔を合わせてもなんとも思わないよね。

　自分にそう言い聞かせて、ガックリと頭を垂れた。

　はああっと深い息を吐いて、両手で頭を抱える。

　スッキリしない。モヤモヤする。頭ではちゃんと理解してるのに、素直に従ってくれない気持ちをどう扱っていいのかわからない。

　こういう時は……ゆっくりお風呂にでも入って、少し気分転換しよう。

　そう決めて、私はテーブルに手をついて立ち上がった。

　一度部屋に戻って、着替えを胸に抱きしめてバスルームのドアを開けた。

　考えても仕方ないことを引きずるのが嫌で、心から全部吹っ切ってしまいたくて、勢いよく服を脱いだ。そして脱いだ服を洗濯機に放り込んでから、グッと内扉のドアを押し開ける。

　その時になって初めて、中から聞こえる湯音と湿気に意識が向いた。

「……え？」

　開け放した途端、私の肌に湿った空気がまとわりついた。パシャッと床を打つお湯が、私の足に跳ね上がる。

　一瞬、目の前に広がった光景を現実だと思えなかった。

　白い靄もやの中、浮かび上がるすらっと長い足。勢いよく打ちつけるシャワーを浴びながら髪を洗う、血管の浮き出た腕。たくましい肩甲骨。無駄な肉なんかどこにも見つからない、引き締まった胸にお腹……。

　ヨーロッパの有名美術館の彫刻がリアルに動いているみたいで、あまりにリアリティーを感じられない映像を見ているようだった。

　私は呆ぼう然ぜんとしたままその姿に見み惚とれて、ただ目線を下ろしていく。

　手探りするように、長い腕がシャワーのコックに伸ばされる。コックを探し当てた右手が傾いて、狭い空間に響いていたシャワーの水音がピタッと止まった。

　濡れた髪を掻き上げながら、顔は上向き、喉元が仰け反る。

　一連の動作を見つめることしかできないまま、私は無意識でゴクッと息をのんでしまった。

　美しすぎる彫像がゆっくりと目を開く。そして、次の瞬間……。

「なっ……萌っ……!?」

　響さんの声が浴室内に反響した。映像にノイズが走るような感覚を味わって、私の意識はやっと現実に引き戻された。

「はっ……」

　慌てて目を上げると、髪からも肌からも水滴を床に落としながら、響さんが大きく見開いた瞳で私を見つめている。さっきの私と同じようにゴクリと息をのんで上下する喉仏が妙にリアルに感じる。

　瞬きすら忘れた響さんの瞳が、上から下にゆっくりと動く。

　私もつられて、響さんの視線を追う。

　私の頭から顔、肩から胸へと、まるでなぞるように降りていって……。

　お互いの目線が同じように足元に落ちた時、私はやっとこの状況を理解した。

「……きゃああああっ!!」

　張り裂けんばかりの声を上げて、バタンと音を立ててドアを閉めた。

　頭の中は真っ白。心臓だけがバクバクとフル回転している。

　なに!?　なに!?　今、私になにが起きたの!?

　なにも考えられないまま、籠に置いた着替えをスポッと頭から被って、私はバスルームから飛び出し、自分の部屋に逃げ込んだ。




　頭から布団を被って、ベッドの上で身体を小さく丸める。

　ドアの外から私を遠慮がちに呼ぶ声が聞こえてきた。

「……お～い。萌、風呂空いたぞ」

　ドアが小さくノックされる。

「萌？　萌、って」

　何度呼ばれてもノックされても、動けるわけがない。顔は火照って熱いし、心臓はありえないくらいのスピードで打ち続けているというのに。

「……おい、開けるぞ」

　一瞬の沈黙の後、焦れたような声が聞こえた。同時にドアが開いて、私はハリネズミみたいに身体を丸めたままで硬直した。

「……風呂、入るんだろ？」

　身じろぎすらしない布団の塊を見下ろしているのか、響さんは小さな溜め息を漏らした。

「言っとくけど、俺はちゃんと萌に声かけたからな。いきなり入ってこられて驚いたのは俺のほうなんだけど」

　だったら、なんでそんな平然と私に声をかけられるのっ!?

　そう心の中で叫んだ勢いで、ガバッと顔を上げた。

　部屋着姿の響さんと、ハタと目が合ってしまう。途端にますます顔が熱くなって、私は再び頭から布団を被った。

　無理。まっすぐ顔を見られるわけがない。だって、本当に全部見られた。あんなに大きく見開いた目で、響さん、私の身体を全部見た。

　あまりの恥ずかしさに、響さんをまともに見られない。

「……あのなぁ。どっちかって言うと、この件で被害者は俺のほうだ」

　呆れたような声が聞こえる。

　そうかもしれない。だけど、私は響さんみたいに平然としてなんかいられない。

「それに、見られたのはお互い様だ」

　その言葉を聞いて、私の中でなにかがブチッと切れた。

「ひ、響さんと一緒にしないでください!!」

　声を上げながら、勢いよく布団を跳ねのけて顔を上げた。

　響さんがさっきと同じように目を丸くして私を見下ろしている。

「わ、私のほうは湯気で曇ってたし、なにも見てません!!」

　真っ赤な顔を背けながら反論すると、「は？」と短い声が返ってきた。

「嘘つけ。ガン見してたくせに」

「～っ。だから、目には映ってませんっ!!」

「どういう屁へ理り屈くつだよ。それ言ったら、俺だって一瞬だったし。脳内消去してやるから、安心しろ」

「脳内消去ってっ……！　それもひどい！」

　そう叫びながら、私はベッドにペタンと座ったまま響さんを見上げて睨んだ。悔しまぎれに枕を掴んで、思いっきり響さんにぶつけた。

　予想外の反撃だったのか、枕が響さんの顔に正面から命中する。

　ブッと響さんが声を上げた。

「萌っ!!」

　さすがに苛立った響さんが私の腕をグッと掴んだ。

　その腕を振り切れないまま、私は顔を俯ける。

「……恥ずかしくて、死にそう」

　半泣きになって呟くと、頭上で響さんの小さな溜め息が聞こえた。

「それは俺だって同じ気持ちなんだけど」

「嘘ばっかり！」

　涙ぐんだ目で思わず響さんを見上げた。

「響さんはなにも恥ずかしいことないじゃないですかっ！　あんな、あんな綺麗で非の打ちどころもなくて……」

「……ほら、見ろ。お前のほうが俺以上に見てるじゃないか。俺は一瞬だったけど、萌は何十秒も見てただろ」

「っ……」

　響さんは私の腕を離して、フッと苦笑してからベッドの端に腰を下ろした。

「嘘なわけないだろ？　俺だって無防備な状態であんなご対面、恥ずかしいよ」

「う……」

『無防備』という言葉が胸に突き刺さる。

　先に冷静になった響さんの言葉通り、確かにあの状況で悪いのは私のほうだ。

「……ごめんなさい」

　シュンと俯いたままで呟くと、響さんは浅く息を吐いて笑った。

「また、謝る癖か」

「私、ボーッとしてて。お見苦しいもの、お見せしました。脳内消去してください」

「なんだよ、それ」

　乾いた笑い声を上げて、響さんは私に背を向けて肩をすくめた。

「だって……」

　呟きながら、私は中谷さんの姿を思い起こしてしまう。

　あんな美人が彼女だったんだもん。ううん、それだけじゃなく、響さんの周りには同レベルの美女が今までわんさかいたはずだった。そりゃ、私がどんなに恥ずかしがっても、私の裸なんて脳内消去されるレベルに決まってる。

　言い返すことができずに口を閉じる私の頭を、響さんが軽く身体を捻って振り返りながらポンと軽く叩いた。そして……。

「……誰が消すか」

　そうひと言呟いて、スプリングを軋きしませて立ち上がる。

「えっ……？」

　思わず聞き返す私に響さんは背中を向けたまま、ドアに向かっていく。細くドアを開くと、小さな声で言った。

「俺、無駄に記憶力いいから。一度目に焼きついたものは、そう簡単に消せないんだよ」

　早口で続けると、響さんは振り返らずに私の部屋から出ていった。

「……っ」

　その背中を見送って、つい呼吸を忘れていた自分に気づいた。ヒュッと音を立てて酸素を胸に取り込むと、途端に心臓が激しく動き始める。

　そんなこと言われたら、私だって意識してしまう。一瞬にして焼きついてしまった響さんの身体が、頭の中で妙に鮮明になっていく。

　私はベッドにうずくまったまま、必死に自分の身体を抱きしめた。

　……どうしよう。ドキドキする。




　結局、夜はお風呂に入るどころじゃなくなって、私はほとんど眠れないまま朝を迎えた。

　カーテンの向こうが明るくなって、街に朝が訪れる。

　一日が始まるのを意識しながらも、私はベッドから起き上がれない。

　やがて枕元でアラームが鳴った。

　手探りで止めて、顔を枕に埋める。

　時間は確認しなくてもわかる。響さんに合わせて、いつも私が起きる時間だ。

　響さんは私より三十分早く家を出る。『気にしなくていい』と言われたけど、私も同じく早起きしていた。

　アラームを止めた携帯をギュッと握りしめながら布団にくるまっていると、ドアの向こうから物音が聞こえてきた。

　響さんが部屋からいつも通りに出てきて、出勤支度をしているのがわかる。

　朝ごはんを食べる習慣がないから、私ができるのは熱いコーヒーを淹れるくらい。それでも、奥様として当然の仕事だ、と自己満足していた。

　だけど、今日は無理。ひと晩経ったからって、なにもなかったように振る舞えない。むしろ、こんな明らかに寝不足な顔を見せないほうがいいと思う。

　響さんも、私の部屋のドアをノックしようとはしない。私を気遣うようにテレビの音量も下げて、いつもより静かに、いつもと変わらないペースで支度を終えて……。

　朝七時十五分に家を出ていった。

　気配を感じないことを確認して身体を起こした。しんと静まり返ったリビングに出て、シンクに残ったマグカップをただ見つめる。

　自分でコーヒー淹れたのかな。

　私は頭をガシガシ掻きながら、自己嫌悪の溜め息をついた。




　朝一番で起ち上げた行内メールには、座談会のメンバー四人全員から返事が来ていた。

　営業第二部の須藤さんだけが、国内出張の予定が入るかもしれない、とグレーマーク。他の三人は【調整します】と言ってくれたので、須藤さんの予定をメインにカレンダーを睨む。

　印刷会社に入稿するリミットを起点に、逆算する。校了にも少し余裕を持たせたい、と考えたら、意外と日程の余裕がなくて焦った。

　あと三週間のうちに四人の予定を確保して場所を押さえる。この企画は人気があるから、最近では外部のレストランや料亭でくつろぎながら話してもらうという、なんともゴージャスな企画に変わっていた。

　とはいえ相手は、いつも忙しい、銀行が誇る若き精鋭メンバーだ。移動に時間を取られない場所で、できれば新鮮味が欲しいから、過去に使った店と被りたくない。

　そんな条件をつけて店を探しながら予算の申請をして、当日のカメラマンとアシスタント、メインインタビュアーを揃えなきゃいけない。

　次に、座談会のテーマに沿って質問項目を考える。

　大まかなテーマだけでも先に座談会メンバーに伝えておいて、答えを考えておいてもらわないと。

　結果、頭の中だけで段取りを考えるだけで、営業日数があらかた消えていってしまった。

　嘘っ。本当に忙しい。しかも、こんなふうに一から企画を進行するのが初めてで、要領もわからないし、印刷会社の担当者とも面識はないからまずは挨拶に伺わなきゃ。

　半泣きになりながらも、香川主任に相談しながらとにかく着手した。

　質問原稿を篠沢課長にチェックしてもらって、たくさんダメ出しをもらってヘコみながらも、顔だけはしゃんと前を向けるようにした。

　余計なことを考えている余裕なんかない。日々仕事に追われ、眠っている間でも仕事の夢を見るくらいだ。

　いいお店を探すために、土日もひとりでオフィス近辺を歩き回った。響さんの顔を見る時間すらないままで、お風呂場事件は記憶の奥底に追いやっていられた。

　もともと、ほとんどルームシェアみたいなもの。平日なんか、帰ってきて私が部屋にこもって仕事をしていれば、響さんとはまったくと言っていいほど接点すらない。

　朝もなんとなく寝過ごしがちになって、響さんが家を出た後にリビングに出る。ひとりでコーヒーを飲んで、急いで支度して部屋を飛び出す。

　そんな状況だったから、響さんのこととか中谷さんのこととか、いつもなら考え込んでしまうことも全部忘れていられた。

　生まれて初めて、仕事のことだけで頭の中がいっぱいになった。




　その日、私にしては珍しく夜九時過ぎまで残業した。

　家に戻ってきて、コンビニで買ったおにぎりを食べてシャワーを浴びて、少し息をついてからも、座談会のことを考えて過ごした。

　どうしても座談会の会場が決まらない。そういうお店には疎いし、めぼしいお店はもう既に予約でいっぱいで、正直どう探していいのかもわからなくなっていた。

　他のことはなんとか進んでいるのに、肝心な会場を決められないなんて……。

　なんとなく音声が欲しくてテレビを点けながら、ノートパソコンをリビングのテーブルに置いてお店探しをした。

　初めて私がセッティングする座談会だから、お店もちゃんと自分で探したい。そこにこだわりはあったけど、もはや過去のお店と被っても仕方ないかもしれない。

　そう妥協ポイントを決めながらも納得が行かず、私はただひたすら検索サイトを駆使して、何十ものお店をチェックした。

　そのうち、目の焦点が合わなくなってくる。視覚と、マウスをクリックする手の速度が微妙にずれ始める。

　なんか疲れたな……と、意識したが最後。急激に瞼まぶたが重くなって、頭がくうっと後ろに逸れて……。

　仰け反るのを堪えたまま、私はパソコンのキーボードの上に突っ伏した。そして睡魔に抗えないまま、目を閉じた。




　ハッと目を覚ました時、私はちゃんと自分のベッドでお行儀よく眠っていた。

　慌ててガバッと身体を起こして、携帯で時間を確認する。

　まだ夜中の三時。私の部屋はもちろん真っ暗で、ドアの隙間からリビングの電気も漏れてきていない。

　ベッドから降りて、静かにドアを開けた。

　リビングは闇と静寂に包まれている。

　もちろんこの時間じゃ、響さんの部屋もひっそりと静まり返っている。

　音を立てないように気をつけながら、そっとリビングに出た。

　私の最後の記憶通り、リビングにはノートパソコンが置きっぱなしだった。

　仕事をしていたはずなのに、いつの間にベッドに？と首を傾げながら、テーブルに近づく。すると、綺麗に閉じられたパソコンの上に小さなメモが乗っているのを見つけた。

　なんとなく手に取って、ノートパソコンを抱えて部屋に戻った。小さな電気を点けてメモを見つめる。

　そこには、あまり見慣れない、割と整った響さんの文字が書かれていた。

【店、悩んでるなら、いくつか知ってるとこがある。お前の行内メールにＵＲＬ送っておいたから、必要だったら声かけろ。あんまり無理するなよ】

「っ……」

　素っ気ない文字を見つめたまま、胸の奥がツンとした。

　もしかして……響さんが私をベッドに運んでくれた……？

　それを想像しただけで、ボッと顔が熱くなる。

　まさかお姫様抱っこ……いや、引きずられただけだ、と必死に思い込もうとした。

　ここ数日は気にしないでいられたのに。響さんの顔をまともに見ることもなく、こんなふうに心臓が騒ぐ事態もなかったのに……。

　そう思いながら、私は自分の胸に手を当てた。

　こんなドキドキは久しぶり。それはずっと、私が響さんを避け続けたせいだ。

　自分が忙しいのをいいことに、朝同じ時間に起きることも避けた。この数日、まともに顔を合わせず、あの恥ずかしい記憶を忘れてしまいたかった。そうして思惑通り忘れていられたことに満足していたけど……。

　こんなんじゃ、なんの意味もない。

　ジワッと涙が浮かんできて、流れる前に手の甲で拭った。電気を消して、もう一度ベッドに潜り込む。

　目を閉じる前に、携帯のアラームをちゃんと確認した。

　ちゃんと朝起きて、響さんに『おはよう』って言おう。響さんのためにコーヒーを淹れて、ふたりで向かい合って飲もう。

　奥様としてできることなんかほとんどないのに、朝起きて挨拶もできない私の存在は、完全に無意味だ。せめて私にできることだけでもちゃんと胸張ってこなさないと、立派な奥様が遠のいていく。




　カーテンをしっかり開けた窓からは、清々しい朝の陽が射し込んでくる。

　音声を抑えて点けたテレビには、いつも見ている朝の情報番組の占いコーナーが映し出されている。

「今日一番の運勢は、魚座のあなたです！」

　それを見て、「よしっ！」と思わず拳を握った時、響さんの部屋のドアが開いた。

　まだ寝癖のついた髪を軽く掻き上げて、「ふああ……」と欠伸あくびを噛み殺すラフすぎる格好が、なんだかとても新鮮だった。

「お、おはようございます、響さんっ」

　ちょっと緊張しながら声をかけると、欠伸をしたままの顔で響さんが目を丸くした。口を閉じて、何度か瞬きしながら私を見つめる。

「……おはよう」

「コーヒー淹れたから、準備しますね。顔洗ってきてください」

　必死に笑顔を浮かべ、立ちすくんでいる響さんに背中を向けた。

　ふたつのマグカップにデキャンタのコーヒーを注ぐ背中に、ものすごく視線を感じる。

「……あの、響さん？」

「あ……ごめん」

　ちょっとドキドキしながら目線を背後に向けると、響さんが髪を掻き上げながらそっぽを向いた。

「……大丈夫なのか？」

　洗面所に向かいながら、響さんが私に短く訊ねた。その先から、すぐに小さな水音が聞こえてくる。

「大丈夫です。……あの、響さん、ありがとうございました」

　コーヒーを注いだマグカップをテーブルに並べて、洗面所の方に顔を向けて声を上げた。

　何度かモゴモゴとした声が聞こえた後……。

「疲れてるみたいだから、無理しなくていいのに」

　そう言いながら、響さんがリビングに戻ってくる。

　それを聞いて少しだけ身体を強ばらせつつも、私は意を決して響さんの向かい側に座った。

「無理なんかしてないです」

「仕事、大変みたいだから」

「……昨夜はありがとうございました。響さんが私を部屋に運んでくれたんですよね」

　自分のカップに砂糖をひと匙さじ入れながら呟くと、一瞬、目線の先で響さんの手が固まった。

「……まぁ。放っておいて風邪引かせてもいけないし」

「すみません。ありがとうございました！　……重かったですよね？」

　上目遣いで探りながら聞く私に、響さんがフッと表情を和らげる。

「萌なんか、軽いもんだよ」

「嘘」

「嘘じゃない。むしろもっと肉が付いていいくらいだ」

「よくないですっ」

　頬を膨らませる私に、ハハッと笑って響さんが顔を上げた。

　正面から目線がぶつかる。

　久しぶりにまっすぐ顔を見た気がして、ドキッと鼓動が高鳴った。

「……響さん、ごめんなさい」

　私のほうから目を逸らして、肩を強ばらせながら言った。

「え？」と短く聞き返される。

「朝……起きれなくて――」

「ああ、そんなこと」

　響さんはあっさりと私の言葉を遮って、自分のカップにミルクを注ぎながら呟いた。

「気にしてないから、いいよ」

「……よくないですっ！」

　両手をテーブルに置いて声を上げる私を、響さんはキョトンとして見つめた。

　まっすぐな視線を感じながら、私はただ俯いた。

「私が響さんに奥様としてできること、このくらいしかなかったのに」

　そう言いながら、唇を噛みしめた。

　響さんは黙って私の言葉を待っている。

「立派な奥様になるって宣言したのに、情けないです」

　そう言い切って、グッと顔を上げた。揺るがないまっすぐな視線を受けて、つい気持ちが揺れてしまう。

「……で、でも、言い訳すると、やっぱり恥ずかしくて……」

　小さな声でしどろもどろになると、響さんはコーヒーをひと口含んでから目を伏せて笑った。

「やっぱり、脳内消去したほうがいい？」

　その言葉に、ただブンブンと首を縦に振った。

　私の反応に、響さんは頬杖をついて目線をテレビに向けた。

「……まぁ、俺も避けられ続けるのは嫌だし」

「よ、よかった！」

　ホッとして顔を上げると、意地悪な瞳が再びまっすぐ私に向けられた。

「でも、できるかどうかは約束しない」

「えっ……」

　戸惑って響さんを見つめると、響さんはグッとコーヒーを飲んで立ち上がった。

「言ったろ。目に焼きついたって」

「ひっ、響さんっ……!?」

「ごちそうさま」

　クスクス笑いながら、響さんは肩を揺らして私に背中を向ける。

　思わず腰を浮かせてその背中に反論しようとしたけど、私は言葉をのみ込んで大人しく席に戻った。

　こんな小さなやり取りが、なんだかとても嬉しい。

　だから私も自分のコーヒーを飲んでから、思い切って立ち上がった。

「あの、響さんっ」

　部屋のドアに手をかけた響さんに、呼びかける。ゆっくりと振り返ってくれる瞳を見つめ返して……。

「……今日、一緒に行ってもいいですか？」

　私の言葉を聞いて、響さんは何度か瞬いた。でもすぐにクスッと笑うと、「いいよ。早く着替えろ」と言って、自分の部屋に戻っていった。

「はいっ」

　カップを洗って、水切りカゴに置く。急いで出勤支度を始めながら、なんだか心がウキウキするのを抑えられなかった。




　一緒にマンションを出て、一緒に満員電車に詰め込まれた。

　向かう先は同じ銀行の本店ビル。

　最寄りの駅からの一本道、たくさんのサラリーマンやＯＬの群れの中に混じって、響さんと並んで歩きながら、時折短い会話をする。

　私のペースに合わせてくれている響さんを、何人もの行員が声をかけながら追い抜いていく。見送る背中の大多数が、隣を歩く私をチラッと振り返る。

　また新しい噂のネタになりそうだな、と思ったけど、響さんが足を急がせないから、私もただその隣を歩き続けた。

　通用口で行員証を提示して、中に入る。低層階行きのエレベーターに一緒に並んで乗り込んだ。

　響さんは三階で降りていく。七階まで行く私を軽く振り返って、「じゃ」と短い言葉をかけてくれた。

「はい」と返事をして、少しだけ頭を下げる。

　狭いエレベーターの中で、残った私にはやっぱり好奇の視線が向けられる。私は階数表示を眺めながら、気にしないようにやり過ごした。




　行内メールには昨夜のメモの通り、響さんからＵＲＬが貼られたメールが届いていた。

　響さんのアドレスは自宅のプライベートアドレス。受信時間は夜中の十二時。

　自分だって仕事で疲れて帰ってきたはずなのに、私のためにこのメールを送ってくれたんだと思うと、嬉しくて胸がキュンとした。

　篠沢課長にも相談して、そのうちふたつのお店をピックアップして、響さんにメールを送った。

　少し手元が空いて、軽く肩を回しながら息を吐いた。

　ちょっと休憩しようかな、と化粧ポーチを片手に私はトイレに向かう。

　そして相変わらずぶち当たる、トイレの噂話。

「ねぇ、聞いた？　倉西さん、今日奥様と同伴出勤だったらしいよ」

「そういえば、一緒に出勤とか今まで聞いたことなかったよね」

　十分予想はしていたけど、ほんと、この噂のネットワーク網は半端じゃない。

　あの時間は、どちらかというとサラリーマンばかりだった。うちの通用口に入っていくＯＬは、そんなに多くはなかったのに。

「……でもさ、考えてみたら一緒の家に住んでるんだよね」

「そりゃあ、悔しいけど結婚してるんだし」

「なんか、いいよね。同じ家を出て同じ職場に一緒に出勤って……仲よさそうで」

　中の女性が溜め息交じりに呟く声に、私は思わず目を丸くした。

　悪意のある噂でも、最近は神経が麻ま痺ひして傷つかなくなってたのに。

　いつもと違う好意的な言われ方に、ほんのちょっと驚いた。

「考えてみたらさ、倉西さんの女性関係の噂も、一年くらい前からぱたっと聞かなくなったよね。それってやっぱり、結婚が決まったせいかな」

「そうなんじゃないの？　そりゃ、いくらなんでも結婚となれば、そういうのは清算しとかないと」

「……つまり、今は本当に奥様だけってことなんだよね」

　はああっ、となんだか深い溜め息が聞こえる。

　それを聞いてむずがゆい気分になった。〝私だけ〟という言われ方が、妙にドキドキする。

「……うらやましい」

「ほんと。それにさ、前はなんであんな子が、って思ったけど……最近、けっこうがんばってるって聞くよ」

「まぁ、倉西さんに釣り合うためには、そのくらいがんばってくれないとって思うけどね」

　なぜか胸にジワジワと染み入る言葉だった。

　響さんと一緒に仕事できるチャンスだと思ったから、仕事に立ち向かってみた。与えられた仕事にただ必死に打ち込んでいただけなのに、見ず知らずの人がこんなふうに言ってくれるようになるなんて……。

　響さんとの結婚に関しては、他人からどう言われても気にしないと決めていた。

　だって、気にしていたらきりがない。だから嫌な言われ方をしても、スルーするだけ。

　ずっとそう思ってきたし、そうできていたつもりだった。なのに今、陰で言われていることを、とても嬉しいと思う。

　私に与えられた役割は、響さんの立派な奥様になること。奥様なんだから家のことを、と思っていたけど、認めてもらえる場所はそこだけじゃない。

　仕事をがんばることでも近づけるんだと思ったら、それはとても新しい発見だった。そして……。

　ああそうか、と私はそこに気がつく。

　響さんにパワーをもらって、響さんと一緒に仕事ができるのが嬉しくて、がんばった。そして、『がんばってる』と言ってもらえるのは、いつでもどこでも響さんのことを考えていたからだ。

　それならば、響さんのために私ができることは、きっとまだまだたくさんある。こんな私でも、響さんの立派な奥様になることはできる。

　それは今、私にしかできないこと。そうやって響さんの隣のポジションを独り占めできるのは、どうしようもなく幸せなことだと思えた。




　銀行の支店で窓口営業が終わる午後三時。お客さん相手の仕事ではない本部でも、なんとなく〝ちょっと一服〟という空気が流れる時間。

「こんにちは～」と、明るい声がオフィスに響いたのと同時に……。

「ふぎゃああっ！」

　オフィスではそうそう聞かない、けたたましい泣き声が轟いた。

　何事っ!?と驚いて顔を上げると、周りの行員たちも反応は私と同じだった。

「あっ！」

　私の他にも、数人の女性の先輩が立ち上がった。そして、ドア口で小さな赤ちゃんを抱いて立っている女性に駆け寄っていく。

「……和かず美み先輩っ！」

　それは、五年上の育休中の先輩。新人時代の私の指導担当をしてくれた木きの下した和美先輩だった。

「忙しいかな？　ごめんねぇ。少し落ち着いたから挨拶に、って思ってきたんだけど」

　ドア口が一気に華やぐ。

　その空気を受けて、何人かの男性も歩み寄ってくる。

　ワイワイと騒ぐ私たちに、篠沢課長も笑顔で近づいてきた。

「おお～、木下さんによく似て元気な赤ちゃんだな。……男の子？」

「はい。拓たく斗とっていいます。やっと首も据わってきたので、そろそろいいかなって思ったのに……ごめんなさい、騒がしいですね」

　和美先輩は苦笑して赤ちゃんをあやしながら、思い出したように手にした紙袋を私に差し出した。

「萌、久しぶり。忙しいのに悪いけど、後でこれ、みんなに配って」

「はい、ありがとうございます！」

　ラスクが有名なお店の大きな紙袋を受け取って、私はニッコリ笑いかけた。

　赤ちゃん連れの和美先輩の訪問を歓迎していても、さすがにオフィスで雑談というわけにもいかない。私たちは女ばかり数人でフロアの片隅の附室に移動した。

　和美先輩の赤ちゃん、拓斗くんはようやく泣き止んで、今はキャッキャッと愛らしい笑顔を振り巻いている。

「うわああ、かわいい～っ！」

　覗き込むと、パアッと開く笑顔。指を差し出すと、紅葉みたいに小さな手がキュッと結ばれる。

　赤ちゃんの天使パワーは、破壊力抜群だ。いつもは厳しい先輩たちも、とろけるような目で拓斗くんを見つめている。

　みんな、携帯片手に撮影大会にいそしむ。

　私も人差し指を握られたまま、頬の筋肉を緩みっぱなしにしてしまう。そのまま軽く手を上下に振ると、拓斗くんはさらにご機嫌な笑い声を上げた。

「あら。萌に懐いたみたいね」

「和美さん、何ヵ月ですっけ？」

　隣のグループの先輩が、拓斗くんを覗き込みながら訊ねた。

「五ヵ月目に入ったとこ」

「じゃあ、まだまだ仕事復帰は先ですね～」

「そうね～。まだ半年以上先かな」

　そんな会話を続けながら、和美先輩は私に視線を向けてフフッと笑った。

「萌、ちょっと抱っこしてあげて」

　人差し指を握られたまま手を動かしてあやしていた私に、和美先輩が言った。

　思わず、「え!?」と顔を上げる。

「で、でも私、赤ちゃん抱っこしたことなくてっ！」

　慌てて首をブンブンと横に振ると、「大丈夫よ」とシレッと言われた。

「もう首は据わってるし、落っことさなきゃ大丈夫」

「で、でも……」

「それに……。萌も予行演習しておいたほうがいいでしょ？」

「え？」

　目を丸くした私を、和美先輩がちょっと意地悪な目で覗き込んでくる。

　周りを囲んだ先輩たちも、「まぁねぇ」と微妙な声を上げた。

「確かに、この中で次に母親になるのは沢木さんだろうしね」

「はっ……」

「それに、相手はあの倉西 響くんなんでしょ？　私が育休明けで戻ってくる頃は、萌が産休に入ったりして」

　クスクス笑う和美先輩の言葉に、ボッと顔が熱くなった。

「いや、まだ全然そんなことっ……！」

「またまた～。ていうか、実はもうハネムーンベビーがお腹にいるんじゃないの？　ちゃんと生理来てる？」

　他の先輩にも意味深な視線をお腹に向けられて、私は慌ててお腹を押さえた。

「ちゃ、ちゃんと来てますっ!!」

「あれ。意外と計画的だったか」

「でも実際、今、萌にも休まれたら、社内報チームはけっこう厳しいですよね～」

　和美先輩の言葉に被せるように勝手な話題で盛り上がる先輩たちに、私は顔を真っ赤にして俯いた。

　私の隣で和美先輩が苦笑して、「ほら」と拓斗くんを私の腕に預けてくる。

「ひゃっ……」

　慌ててしっかりと抱き止めると、和美先輩が私にニッコリ笑いかけた。

「ほら、怖くないでしょ？　拓斗も萌の腕の中でちゃんと安心してる」

「あ……」

　腕の中の小さな顔を恐る恐る見つめた。

　拓斗くんは私につぶらな瞳を向けて、相変わらず機嫌よさそうに笑っている。

「……かわいい」

　つい顔が綻んでしまう。

　どうしよう、ぎゅ～って抱きしめたいのに、そんなことをしたら壊してしまいそう。

「自分の子なら、もっとかわいいって思うわよ」

　和美先輩に微笑まれて、私もついはにかんだ笑みを浮かべた。

　それを見た先輩たちが、「あ～あ～」となんだか重い溜め息をつく。

「悔しいけど、こればっかりは沢木さんに先越されるんだろうなぁ」

「そうよね。まずは結婚相手を見つけなきゃいけないんだから、私たち」

　そう言いながら、先輩たちは立ち上がる。続けて和美先輩に断ってから、ひとり、ふたりと仕事に戻っていく。

　それを見送りながら、私はひとり残される。腕の中では、拓斗くんがはしゃいでいた。

「あ……。和美先輩、私もそろそろ……」

「ん」

　小さく頷いて、和美先輩は私から拓斗くんを受け取った。そして、仕事中とは全然違う優しい瞳を拓斗くんに向けた。

「正直、萌が倉西くんと結婚するって聞いて、大丈夫かなって思ってたの」

　その言葉にドキッとして、私は黙ったまま和美先輩を見つめた。

「でも、心配いらないかな。今の萌、がんばってるみたいだから」

　そう言って私に向ける瞳は、指導担当者としての少し厳しい力を帯びていた。

「私はちゃんとお手本示したんだから。萌も育休とろうが退職しようが、赤ちゃんの顔見せに挨拶に来ることっ!!」

「は、はいっ……」

　勢いにのまれて返事をすると、和美先輩は満足そうに「よし」と頷いた。

「つーか、どんなビジュアルになるのかしらね～。萌と倉西くんの赤ちゃんって」

　和美先輩の言葉につられて、つい私も想像した。

　私と響さんの間に生まれる赤ちゃん……。響さんに似てくれたら、どんなにかわいい赤ちゃんになるだろう。

　妄想に妄想を重ねて、いろんなことを想像する。そしてハッと我に返ると、頬の筋肉を引きしめた。










素直になれない




　世間一般的に、新婚の今だから向けられる話題なのか。

　その週末、私はまたしてもドキドキして口ごもる羽目になった。

　土曜日の昼間。私は響さんとふたりで、結婚して初めて響さんの実家を訪れていた。

　明るい陽が射し込む、清潔でおしゃれなダイニングキッチン。テーブルの上には、昼から豪華なお義か母あ様さまお手製の料理が並んでいる。

「あらぁっ！　素敵なイヤリングね。ありがとう、萌ちゃん」

　遅ればせながらハネムーンのお土産を手渡すと、すごく嬉しそうにはしゃいでくれた。

　お義母様はとても明るく華やかな人。いつ見ても思うけど、響さんの見た目は絶対にお義母様似だ。

「おや、それは萌ちゃんが選んだのかい？」

　お義母様の隣から、お義父様が小箱を覗き込む。

「はい」と頷くと、お義父様はどこか拗ねたような表情を浮かべた。

　それを見て、私の隣で響さんが苦笑する。

「なんだよ。まだ俺が選んだ土産のこと根に持ってるのか」

「ふふ。あれはちゃんと大事に使ってるわよ、お父さんも。響、男のくせに拗ねないの」

「拗ねてるのは、俺じゃなくて親父だろうが」

　この仲のいい家族のやり取りには、いつもほんわかした気分になる。

　私は物心ついた頃から父とふたりだったから、こういう仲のいい家族に憧れる。私も響さんとこういう家庭を築けたらいいなって思う。

「ほら、響。萌ちゃんに笑われてるわよ。男ならシャキッとしなさい、シャキッと」

　眉間に皺を寄せて強気で言い放つお義母様は貫かん禄ろく十分で、とてもカッコいい。

「……ほんと、うるせえな、お袋は」

　そんなことを言いながらも、響さんはちゃんとご両親を大事にしている。それは、こうして直に接していればよくわかる。

「それにしても……。お父さんも言ってたけど、本当にふたりとも日焼けしてないわね。せっかくビーチリゾートに行ったっていうのに、なにしてたの」

　お義母様が首を傾げるけれど、響さんはシレッと肩をすくめる。そして……。

「のんびりしてた」

　ただ、そう呟いた。

「のんびりなんて、これから先いくらでもできるのに。せっかくのハネムーンがもったいないじゃない」

　お義母様は呆れたように言って、「ねぇ？」と私に同意を求めながらシャンパンのボトルを少し傾けた。

　ついグラスを手に取ろうとすると、横から響さんが腕を伸ばして私を制した。

「お袋、萌はここまで」

「あら、どうして？　萌ちゃんが運転するわけじゃないんだから、いいじゃない」

　ボトルを持ったまま、お義母様がプウッと頬を膨らませた。

　今日は、『飲まされると面倒くさいから』と響さんは車を出してくれた。おかげで、響さんは食事会開始から一滴もお酒を飲んでいない。だからこそ、少しだけ私がお義母様に付き合わなきゃと思っていた。

「コイツ、あんまり酒強くないんだよ。そのシャンパン、けっこうアルコール度数高いだろ？」

　響さんは涼しい顔で言って、自分はミネラルウォーターのグラスを傾ける。

　お義母様がジトッと私を見つめて、私は板挟みになってしまう。それでも……。

「えっと……ごめんなさい、お義母様。私もこの辺で遠慮しておきます」

　正直、もう少しだけなら飲んでも大丈夫だと思っていた。

　でも、調子にのったら、明日までお酒が残って自己嫌悪に陥りそうな予感もする。ここは響さんの言葉に従ったほうがよさそうだ。

「ふ～ん」と少しつまらなそうにシャンパンをボトルクーラーに戻すお義母様に、お義父様はクスクス笑いながらそのボトルを取った。そして、お義母様のグラスに金色の透明な液体を注ぐ。

「あんまり拗ねるな。響が萌ちゃんの身体を気遣うのも、夫として当然のことだろう」

　なんだか言い方が……と思った次の瞬間……。

「え？　……あっ！」

　お義母様がパアッと表情を明るくして、ズズッと私に身を乗り出してきた。

「もしかして、萌ちゃん、おめでたっ……!?」

「はっ……!?」

　ギョッとして裏返った声を上げてしまう。

　隣では響さんが、ブッと吹き出していた。

「お袋っ!?」

　ゴホゴホと咳き込んで、響さんが目を丸くした。

「やだ、照れることないじゃない～。ちょっと計算合わないけど、今時そんなこと気にする人間いないでしょ」

「お、お義母様っ、ち、違うんですっ……」

　お義母様のハイテンションに、響さんがのまれている。目をキラキラさせて身を乗り出すお義母様にまったく身に覚えのない〝既成事実〟を突きつけられて、響さんもどう言い繕うべきか焦っているのが感じられる。

　こんな響さんは滅多に見られない。

　だからこそ、私がお義母様の暴走を止めなきゃ！と思ったけれど……。

「あら。私が響を産んだのも二十五歳の時よ？　なにも早すぎるってことないと思うけど」

「う……」

　お義母様の勢いに、私まで巻き込まれた。

「響もせっかく若いお嫁さんをもらったんだし。あんた、ひとりっ子で散々文句言ったでしょ？　だったら、自分の子には何人も兄弟作ってあげたらいいのよ。ね～、萌ちゃん」

「いや、あのっ……」

　止めなきゃいけないのに、なにを言っていいかわからなくなった。

　私もひとりっ子だし、兄弟がいればいいなと思っていたのも、もちろんある。

　だから、明るい笑い声が絶えない家庭を思い描いて、そうなればいいな、と考えたら、私はお義母様の迫力に完全にのまれてしまっていた。

「止めろって」

　ダンッとテーブルを拳で叩いた響さんに、ハッと我に返った。

　思いがけない響さんの行動に、お義母様も息をのむ。

　お義父様は静かに響さんを見つめていた。

「そういうデリケートなこと、勝手におもしろがって口にするなよ」

　既に落ち着きを取り戻した響さんが、少し不機嫌な声色でお義母様をたしなめた。それからすぐに、気まずく静まった空気を読んで、いつもの明るい笑みを浮かべた。

「俺も萌も仕事忙しいし、子供とかまだ考えられない。残念ながら、お袋がおばあちゃんになるのはまだ当分先だよ」

　笑いながら言う響さんに、私は思わず顔を上げた。『当分先』という言葉が、とてもとても先の将来――このまま巡り来るかわからない未来だと言われたような気がして、ショックだった。

「そうなの？」と、お義母様が残念そうな目を私に向ける。

　私は曖昧に頷いて、ごまかすように笑った。

「は、はい……。あ、そういえば私、今度響さんが出席する座談会のセッティングを任されたんです！　これでもけっこうがんばってるんですよっ」

　私の言葉を聞いて、お義父様も取り繕うように「まぁ……ふたりの生活も大事だしな」と、この微妙な話題を引き取っていく。

　一度なんとなく沈黙した後は、お義母様がすぐに別の話題を繰り広げた。

　お義父様も和やかに相槌を打って、響さんも何事もなかったように会話を進める。

　私はそれを聞きながら、なんだか目の前の家族に疎外感を感じた。遠く遠く離れていくような気持ちになり、気分が沈んでいくのを抑えられなかった。

　和美先輩の赤ちゃんを抱っこさせてもらった時、今まで意識しなかった母性本能が私の中に生まれてしまったのかもしれない。私は、響さんと私の赤ちゃんを想像した。

　だって、私と響さんは家族になったんだから。今はふたりきりでも、結婚という繋がりを持って新しい家庭を築いていく。その決心の中で、子供の存在を当たり前に想定していた。

　赤ちゃんが生まれて初めて、私と響さんの間に〝家族〟としての血の繋がりができる。それが、いつか当たり前に訪れる形だと思っていたけれど……。

　今のままの生活で、私と響さんの間に子供ができるなんて、よく考えたらありえないことだった。

　普段の寝室も、ハネムーンですらベッドは別々。結婚式の誓いのキスすらごまかされて……私たちの間には〝愛〟がない。

『一生守ってやる』と言ってもらった。それは、私にとって確かな幸せだったと思う。でも響さんは、私に〝愛〟は誓ってくれなかった。

　恋人同士の過去はない。家族にしてもらえたけど、立派な奥様とも言えない。

　響さんにとって、今の私ってなんなんだろう……。

　これまで何度も響さんに感じたドキドキを思い出して、なぜかとても虚しくなった。

　ただ、はっきりとわかることがひとつだけ。

　それでも、私と響さんは、家族として、この先ずっと寄り添い続けるのだ。




　週明けから、冷たい秋雨が続いていた。

　座談会の質問事項の最終チェックをしてもらって、帰る前に急いでメンバーに送信した。

　帰り支度を整えてオフィスを出た時、時計は午後八時を過ぎていた。

　通用口付近に、何人かの行員が立ち止まっている。降水確率二十パーセントという天気予報だったせいか、傘を持っていなくて困っているようだ。

　バッグの中に折り畳み傘は入っているけど、畳むのが面倒だから私もできれば広げたくない。

　そう思いながら頭上の空を見上げると、けっこうバカにならない雨足で、私も足を止めた。

　駅までは一本道だけど、このまま出ていったら電車に乗る頃にはずぶ濡れになりそうだ。

　諦めてバッグから傘を取り出すと、私の隣を潔く通り過ぎる人影があった。

　この雨の中、駅まで走るつもりなのか。

　あっぱれ、と思いながらチラッとその横顔を見つめて、ドクンと胸が騒いだ。

「あっ……あのっ……!!」

　雨が降りしきる都会の闇空の下、私が呼び止めた彼女は、額に手をかざしながら訝しそうに振り返った。

　その姿に、慌てて傘を差しかけながら駆け寄る。

「えっと……？　ありがとう。どちら様？」

　そう言って、彼女は私に微笑みかけた。

「あ……」と呟いて、私はシャンと背筋を伸ばした。

「駅まででよければ、ご一緒しませんか？　……あの、ＰＢ室の中谷加奈子さんですよね？　私、広報部の沢木と言います」

　私が挨拶すると、中谷さんは目を丸くしてから、「ああ！」と手をポンと打った。

「今度の座談会の……」

　そう言って中谷さんは、想像よりもずっとさっぱりした笑顔を私に向けた。

　なんとなく仕事の話をしながら、私は中谷さんに傘を差しかけて歩いた。

　私が送ったメールはまだ見ていないらしく、「どんなことを聞かれるのかな？」と問いかけられた。

　話は駅までの短い距離じゃ終わらず、なぜか私はオフィスから程近いカフェで中谷さんと向き合う羽目になった。

　雨で冷えた身体に、ホットのカフェラテが染み入っていくように温かく感じる。

　中谷さんは、意外にも甘いココアをチョイスした。

「仕事で疲れた時って、甘いものに走りたくなるのよね～……って、ごめんね。今気づいたけど、付き合わせちゃって大丈夫だったかな」

　中谷さんが私を探るように呟く。

　その視線を左手に感じて、私はハッとして薬指の指輪を右手で隠した。

　私の態度に、中谷さんが苦笑する。

「……旦那さん、沢木さんの仕事に理解あるんだね」

　そう言われて、私はおずおずと顔を上げた。

　きっと響さんが結婚したことは知っているだろうと思う。でも、その相手が私だってことまでは気づいていないみたいだ。

「沢木さんって、いくつ？」

　ココアを息で冷ましながら、中谷さんが私に問いかけた。

「二十五歳です」と答えると、中谷さんは目を丸くした。

「早いねぇ～……って、そうでもないか。私が遅いのか」

「い、いえ、そんなこと……」

　なにをどう取り繕っていいのかわからず、私はそんな曖昧な返事しかできない。

　中谷さんは目を細めて私を見つめた後、フッと息をついて笑った。

「でも……大体そのくらいが、最初に結婚を意識するタイミングよね」

「え……？」

「そこで幸せを掴めたのが沢木さん。掴めなかったのが、私。……結婚を考えられる男と次にいつ出逢うか、わからないっていうのに」

　どことなく自嘲交じりの声に、ドクンと胸が騒いだ。

　中谷さんは私のそんな様子には気づかず、「あのさ」と明るく顔を上げた。

「機会があったら聞きたいって思ってたんだけど……。ああいう座談会のメンバーって、どういう基準で選んでるの？」

「あ、えっと……」

　話がいきなり仕事に戻って、いくらか反応しやすい話題になる。

　それにホッとして、私も口を開いた。

「あの企画は、若手から中堅に飛び立つ世代の……つまり、新米役職者世代をターゲットにしてるんです」

「ふ～ん？」

「だから、必然的にアラサー世代になるんですが……。仕事以外でも、いろいろ転機が訪れる年代ですよね？　仕事だけじゃなく、プライベートの充実をどう図っているのか……。話してもらいたいのは、そういうところなんです」

　もともとの企画が香川主任のものだから、そういうコンセプトになった。それを私は中谷さんに説明する。

　中谷さんは頬杖をついて、ちょっと意地悪く私を見つめた。

「……そういう企画だからこそ、沢木さんみたいな人がメンバーに選ばれるべきなんじゃないかな」

「……え？」

　戸惑ってまっすぐ見つめ返すと、中谷さんは肩をすくめた。

「私みたいに、なにもかもが中途半端になってる行員じゃなくて。あなたみたいに家庭を持って働いてる女性こそ、取り上げられるべきじゃないの？」

「いや、私は……」

　全然そんな立派な人間じゃない、と続けるのをなんとか止めた。

　結婚しても働いているだけで、なにひとつ立派にこなしてないし、もちろん両立しているなんて言えない。それどころか……私が響さんのなんなのか、それすらもわからないのに。

「……結婚した〝先輩〟に向けて話したいんだけどね。……私もあなたと同じ二十五歳の時、真剣に結婚したいって男がいたのよ」

　ココアのカップを手に持って、中谷さんが目を細めた。

　その言葉に、胸が騒ぐ。

「……でも、別れちゃった」

「ど、どうして……」

　聞き返すのはおかしい、と思っていても、私は自分の言葉を止められなかった。だって、きっと……中谷さんが結婚を考えた人は、響さんだと思ったから。

「どうしてかなぁ……。でも、今思えばタイミングだと思うわ。結婚したいって思った時に、お互いの気持ちが噛み合わなかった。待てばよかったのに、私は待てなかった。……で、この年になってみたら、待ってみてもよかったのになって思ったりするのよ」

　頬杖をついてどこかぼんやりと呟く中谷さんの心に、今、響さんがいる。

　そう思ったら、どうしようもなく胸がズキズキと痛んだ。

「だからね。そういうタイミングをちゃんとモノにした。それだけでも私は沢木さんを尊敬できるのよね」

「そんな……」

　そんなふうに言ってもらえる人間じゃない。私はただ……ただ……。

　俯いて黙り込んだ私に、中谷さんが小さな息を吐く。そして「そろそろ行こっか」と、カップをトレーに戻した。

「旦那さん、待ってると悪いから」

　私に向けられる笑顔が、最初と違ってちょっと曇っているように思えたから、私はなにも言い返せなかった。

　中谷さんが響さんと別れたのは、ただタイミングが合わなかったから。求めた時に、結婚に行き着かなかったから。それが理由だというならば……。

　ふたりが別れたのは、心の問題じゃない。

　そう思ったら、それがズシッと胸に重くのしかかったような気がした。




　私の向かい側に座った清水さんが、珍しく真剣に困った顔をしている。

「いや、萌ちゃん。それは、俺が話していいことじゃないと思うんだよね……」

　そう言って、私から目を逸らしながら呟いた。

　オフィスから少し歩いた、銀座のダイニングバー。窓際の四人がけテーブルの上にあるのは、ほんの軽い酒のつまみ。

　週末の午後八時。お店の客入りのピークはこれからというところだ。

「元はと言えば、清水さんが意地悪を言うからいけないんじゃないですか」

　頬を膨らませて腕組みまでして睨んで見せると、清水さんはハアッと息を吐いた。

「意地悪じゃないよ。なにも知らないで当日にショックを受けたりしたらかわいそうだと思ったからさ」

「それにしたって、あんな言われ方されたら、気になって仕方ないんです！」

　さっきから押し問答のような会話をエンドレス状態で繰り返している。

　清水さんは苦りきった表情で、こめかみを指でポリッと掻いた。

「あんな、って……。ああ、〝けっこうマジな〟彼女だったってこと？」

「そ、そうです。おかげで私、どういう意味だろう、とか考えて。仕事中もぼんやりしちゃって……」

　お酒も入っているせいか、言っているうちに感情が膨らんでいく。

「せっかく今まで順調だったのに、座談会で失敗したら清水さんのせいなんですからねっ」

「……俺のせいか？　あ～、はいはい」

　そう言って手をヒラヒラさせる清水さんに、私は少しだけ背筋を伸ばした。

　自分でも、支離滅裂だと思う。

　仕事に身が入らないのは、なにも清水さんのせいじゃない。響さんとの関係だってあるし、そしてなにより、中谷さんの言葉が頭から離れないせいだ。

　テーブルの上のビールジョッキをグッと傾けてから、通りかかった店員さんに次のドリンクを注文する。

「ピッチ早いな、大丈夫？」

　苦笑を浮かべた清水さんが、自分も二杯目のビールを頼んだ。

　その声を聞きながら、私はテーブルに肘をついて、自分の頬を軽く叩いた。少し熱を帯びて、熱い。

　頬から離した左手の薬指に光る指輪に、キュンとしてしまう自分を無視した。

　中谷さんは、きっと今でも響さんを忘れずにいる。それに気づいてしまったから、清水さんに言われた言葉が気になって気になって仕方なくて……。

　この数日、以前の私に舞い戻ったかのような凡ミスの繰り返しだった。

　私の様子に、篠沢課長も香川主任も内心きっと穏やかではないはず。

　座談会まで十日ほどしかないのに、なによりも自分自身が一番不安で仕方ない。

　悩んだ挙句、週末の今日、私は清水さんを飲みに誘った。響さんに別の予定があることを知っていたから。

　私の思考を読み切って、清水さんは響さんには内緒で来てくれた。私が聞きたいことも、きっと全部お見通しだったはず。

　それでも、お酒の力を借りてグイグイ攻め込む私に驚いたのか、さっきからずっと煮えきらない態度のままだ。

「萌ちゃん。気になるなら、倉西に直接聞くべきだと思うよ、俺は」

　店員さんが届けてくれた新しいビールジョッキを持って、清水さんは静かに言った。

　私は、グレープフルーツサワーのマドラーをグルグルと掻き回す。

「俺が萌ちゃんに話したって知ったら、倉西、絶対に激怒するし」

「清水さんから聞いたなんて話しません」

「いや、バレるだろ」

　清水さんは、きっと巻き込まれるのが面倒だと思っているのだろう。あの手この手で私を宥なだめすかすけど、私は追及の手を緩めない。

「清水さんのあの言い方……響さんにとって真剣な彼女だったってことですよね？」

　なみなみとサワーの入ったグラスを両手で持って、私はジトッと清水さんを睨んだ。

　清水さんはゴクゴクと何口か一気にビールを飲んで、フウッと溜め息をつく。

「……三年前まで付き合ってたんだよ、あのふたり」

　ボソッと諦めたように呟く清水さんの声に、私は身を乗り出して耳を傾けた。

「倉西ってさ。セフレが数人いるとか噂立てられてるけど、そういうわけじゃないんだよ。いくらなんでも彼女がいる時に、他に手を出したりはしなかった。……まぁ学生時代からとっかえひっかえしてて、付き合ってる期間が短すぎるせいもあるから、〝短期間で複数〟って噂になるのは自業自得なんだけど」

「そ、そうなんですか……？」

「自分の嫁にも信じてもらえないとか、超笑える。アイツも不幸だな。まぁ、いい気味だけど」

　からかうように笑われて、私は慌てて唇をキュッと結んだ。

「……中谷は、俺が知ってる限り、倉西が一番長く付き合ってた女だよ。入行してすぐの一ヵ月間の宿泊研修で意気投合して。三年前……二十五歳の時まで付き合ってた」

　それを聞いて、胸がズキンと痛んだ。

　入行時から……三年以上。

　私と響さんの関係が進展したのはせいぜいこの一年のことで、どう比べてみても、とても長い時間だ。

「ちょうど今の萌ちゃんと同じ年頃の時、中谷は倉西に逆プロポーズしたんだ」

　ドクン、と大きく胸が騒いだ。

　中谷さんの話を聞いて、なんとなくわかってた。結婚を言い出したのは、中谷さんのほうなんじゃないかって。

　そして私は今、響さんがなんて答えたのかが気になってたまらない。

「それに対して、倉西はこう答えた。『三十歳になって同じことが言えたらな』って」

　頬杖をついて、素っ気ない口調で言いながら、清水さんは私の反応を確認するように目線で窺っている。

「……っ」

「二十五の時の三十って、意外とずっと先の未来って思えるよな。結局、中谷はそれを聞いて倉西から離れていった。……まぁ、三十近くになってみると、転がるように過ぎていった短い時間だと思うけど」

　胸の鼓動が不規則なリズムで打ち立てる。

　ふたりの別れは、中谷さんが言った通り、タイミングが合わなかったということだと思う。

　同時に、清水さんの言葉は大げさではなく、響さんにとって『けっこうマジ』な恋だったんだ、とわかってしまう。

　だって、もしも……中谷さんが私に言った通り、待つ選択をしていたとしたら？

　私には響さんの言葉が違う意味を持っているように聞こえる。

『三十歳になったら、結婚しような』

　それは紛れもなく、響さんからの将来の約束の言葉だと感じてしまう。

　もしも響さんが中谷さんの後悔を知ったら、どうなるんだろう。そうしたら……そうしたら……。

「だから清水さん、『メンバー替えたほうがいい』って……そう言ったんですね」

　意識して力を込めないと、声が震えそうだった。

　清水さんは黙ってテーブルに肘をついて、自分の指を組み合わせた。

「……萌ちゃん、矛盾してるな。この間は、倉西が浮気したとしても寛大に受け止められるのかと思ったけど」

　そう言われて、私はグッと言葉に詰まった。

　確かに清水さんの言う通りだ。

「……隠れてコソコソされたら嫌なんです」

「まぁ、わかるようなわかんないような……」

　清水さんは組み合わせた指の上に顎を置いて、私を上目遣いに見つめた。

「理性では受け止めてるつもりなのに、本能で割り切れない。相手が気になって不安になって、仕事も手につかなくなる。萌ちゃんが理性を失いかけてる証拠だ。どうしてこんな気持ちになるんだろう？　萌ちゃんはそれがわからず、ひとりでもがいて苦しんでる」

　まるで私に言い含めるように、清水さんは言葉を区切りながらゆっくり呟く。

　私は、清水さんの視線に半分くらい圧倒されて、ただ黙ってその言葉を聞いた。

「……それを、俺も含めた大多数の人間が、多分こう言う。『その気持ちこそが〝恋〟というもの。君は恋に落ちたんだ』ってね」

　私に向けられる意地悪な瞳と言葉に、大きく胸が騒いだ。そのままドクンドクンと強い拍動で打ち続ける。

　探るような視線に晒されて、どうしようもなく居心地悪くて、私は手に持っていたグラスをグッと傾けた。喉を仰け反らせてゴクゴクと飲み下す。そうして少し気持ちを落ちつけた後……。

「違いますっ!!」

　グラスをテーブルにドンと音を立てて戻して、きっぱりと言い切った。

「顔に似合わず頑なだな～、萌ちゃん。なんでそんなに意地張るの」

　清水さんは呆れたように言って、苦笑いを私に向けた。

「意地じゃないです。……そんなことになったら、いけないんです」

「……わかんねぇ」

　面倒くさそうに呟く声に応えるように、私は再びグラスを持ち上げた。

『恋に落ちた』なんて簡単に言わないでほしい。そんなこと、私には許されない。絶対そうならないようにしないといけない。

「……恋をしたら、ワガママになるじゃないですか」

　ボソッと小さな声で呟くと、「は？」と短い声で聞き返された。

　私は一瞬、グラスの中のサワーを見つめて、そしてグッと強くあおる。

　恋は人をワガママにする。不安定にして、弱くする。

　もしも私が響さんに恋してしまったら、向ける気持ちと同じ気持ちを返してほしいと願ってしまう。私がそんな強い想いを抱いたら、私は響さんの〝いい奥様〟になるだけじゃ満足できなくなってしまう。

「もっと、って……。同じ気持ちが欲しくなるじゃないですか……」

「あ～……。萌ちゃん、大丈夫……？」

　不安定に揺れる心をどこかに追いやってしまいたくて、私は清水さんが止めるのも聞かずにグラスを重ねた。そして……。

「絶対に、恋、じゃない――」

　私を呼ぶ清水さんの声を遠くに感じながら、やがて私の意識はプツリと途絶えた。




　ユラユラ揺れている。どうしようもなく重苦しい痛みを抱えて、私はフワフワと浮いている。

　この鈍い痛みはどこから来るんだろう。力の入らない身体のどこかからなのか。それとも息苦しい胸からなのか。それとも……。

「うわ、あったま痛……」

　自分の唸る声で、ようやく意識が繋がった。声に導かれるようにうっすらと目を開ける。

　一瞬、焦点が合わない視界。なんとか目を凝らしてみると、それが見慣れた自分の部屋の低い天井だとわかった。

　モゾッと身体を起こすと、自分の言葉通り、ジワジワ来る痛みの発信源が頭だと自覚した。

　え～っと……私、昨夜なにしてたっけ？

　ベッドに身体を起こして額を押さえながら考える。

　昨夜は私、清水さんと飲んでいて……。話をしていたら、気持ちがいっぱいいっぱいになって、わけわかんなくなってきて……。

　そして、ハッとする。

　そうだ、帰ってきた記憶がない。ウダウダとクダを巻いて飲んで話して……。

　記憶はそこで途絶えているのに、私はどうやって帰ってきたんだろう。

　そっと見下ろすと、服は昨日の通勤着のままだった。そのまま寝入ってしまったおかげで、悲しいくらい皺くちゃになっている。

　それだけでどんよりした気分になりながら、私はなんとかベッドから降りた。そして半分惰性で部屋のドアを開けて、リビングに足を踏み出した。

　その途端、「おはよう」と声をかけられる。

　ビクッと足を止めると、ソファに身体を埋めるように座っていた響さんがチラッと私に視線を向けた。

「お、おはようございますっ……」

　慌ててシャキッと背筋を伸ばした。

　そうだ。今日は土曜日。響さんが朝からくつろいでいても当然だ。

　掃除、洗濯……と、やるべきことを頭に思い浮かべながら、顔を洗いに洗面所に向かう。

　脱衣所の中にある洗濯機は、もう稼働音を主張している。

　ああ、また響さんがやってくれた……。

　そう自己嫌悪に陥りながら顔を洗って、私はそっとリビングに戻った。

「あの……」

　ためらいながら呼びかけると、響さんは静かに私を振り返った。

「また、響さんに洗濯してもらっちゃって、すみません……」

　消え入りそうな声で謝る私に、響さんは黙ったままで深い溜め息をついた。

「謝ってほしいのは、そんなことじゃない」

　返ってきた声が想像以上に不機嫌だったから、私はビクッとその場に立ち尽くした。

「ご、ごめんなさいっ……」

「だから、そうじゃない。……萌、なにも覚えてないのか？」

「え？」

　冷たい声に、私は恐る恐る顔を上げた。

「昨夜のこと」

　響さんはムッとした表情をわずかに私から逸らしている。

「昨夜……って……」

　私はゴクッと息をのんだ。

　そんな私に、響さんは心底から呆れたような溜め息をついた。

「……覚えてないんだろうな。俺が呼ばれて迎えに行った時、萌、完全に寝落ちてたから」

「えっ……!?」

　全然覚えてない。

　でも、一気に真相に辿り着く言葉に、本気で青ざめた。

　清水さんが響さんに連絡してくれたんだということは疑いようもなかった。

「す、すみませんっ……ご迷惑おかけしましたっ」

　慌ててガバッと頭を下げた。

　響さんは冷たく息を吐く。

「そんなことはどうでもいい。俺が怒ってるのは、そんなことじゃない」

　やっぱり怒ってるんだ……とビクビクしながら顔を上げると、響さんは静かに立ち上がって、私の目の前に立ちはだかった。

「まだ清水が相手でよかった。……ていうか、清水相手でも許せない。男とふたりで飲んで意識失うとか……お前、なに考えてるんだよっ!?」

　強く向けられた言葉に、ビクッと身体が強ばった。

「軽率すぎるだろ……。なんでそんな無防備になれるんだよ」

　苛立ちながら前髪を掻き上げる響さんを、私は黙ったまま見上げた。

「清水に魔が差してたら、どうなってたかわかんないんだぞ!?　連絡もらって、俺がどんな気持ちだったかっ……！」

　苛立ちのすべてを注ぎ込んだような言葉にドキッと胸を高鳴らせながらも、私の心にはよくわからない感情が湧き上がる。

「わ、私ばっかり責めないでくださいっ」

　言われっぱなしが悔しくて、私は反論していた。

　それが意外だったのか、響さんが息をのむ。

「だって、誰のせいだと……」

　思わず感情が昂たかぶって、そう叫んでいた。

「え？」と静かに聞き返されて、私は慌てて言葉をのみ込んだ。

　どうやら、なにを話していたかは聞いてないらしい。

　黙ってくれていた清水さんに心の中で感謝しながら、私はただ響さんへの反発だけを強めていた。

「私は響さんの奥様だけど、私だって響さんと同じように仕事してます。飲みに行く約束だってあるし、そこに男性がいることだって、もちろん……」

「それとは意味が違うだろ。清水とふたりで飲みに行く理由がどこにある？　お前ひとりくらい、男はどうにだってできるんだ。それともなに？　それも仕事だっていうのか」

「仕事に必要な情報をもらうためです。なにが悪いんですかっ」

　どう考えても苦しすぎる反論だったと思う。それでも強気で言い切ってしまえば、響さんはそれ以上踏み込んでこない。

　それに……遠回しだけど間違ってはいない。仕事に集中できない自分が嫌で、ただ知りたかった。

　それを響さんには聞けないから……。頼れるのは、清水さんしかいなかった。

「……仕事、ね」

　苛立ちを抑えるように、響さんは私からプイッと顔を背けた。

　それを見て、私は身体の脇に垂らした手をギュッと握りしめた。

「私だって、仕事がんばってます」

「ああ、そ。じゃあ、勝手にしろ」

　響さんは不機嫌を隠さずに言い捨てると、髪を掻きむしるようにしながら自分の部屋に戻っていった。

　バタンと大きな音を立ててドアが閉められる。

　少しの時間の後、再び出てきた響さんは、すっかり外出支度を整えていた。

「え、あの……」

　フイッと背を向けて玄関に向かう響さんに思わず声をかけると、「出かける」と短い声が返ってきた。

「せっかくの休日なんだから、好きに過ごせ。ああ、メシの心配とかしなくていいから」

「えっ、響さんっ……」

「行ってきます」

　追いかけようとする私をシャットアウトするように、響さんは背中を向けたまま、冷たく言った。

　私はそれ以上追いかけられない。

　バタンと玄関のドアが閉まる音がした。

　その音を寂しい気持ちで聞きながら、私は自己嫌悪でいっぱいになる。

　なに言ってるの、私……。

　響さんを怒らせて当然だ、と思った。心配してくれたんだから当然だ、と。

　それでも、どうしても素直になれなかった。これも全部、こんなふうに私を掻き乱す響さんのせいだから、と。

　自分の心を無理やり肯定して、私は一度俯いてグッと涙を飲み込んでから、これからやることを必死に考えた。

　洗濯。掃除。買い物。洗濯、掃除、買い物……。










不安に揺さぶられて




　結婚式を挙げて、ハネムーンから帰ってきた後、響さんとこのマンションで暮らし始めた。

　まだやっと一ヵ月足らず。

　こんなに気まずい思いを抱えて、響さんがいない休日を過ごすのは、これが初めてだった。

　でも、こうやってひとりで過ごす休日も悪くない。

　そう自分に言い聞かせて、私は忙しく立ち回った。

　洗濯物を干した後は、いつもより念入りに掃除をした。

　気分はほとんど、時期外れの大掃除だ。リビングもトイレもバスルームも、とにかく思いつくところは全部磨き上げた。

　引っ越してきてから一ヵ月経たない部屋は、まだ全然汚れていない。どうがんばっても、二時間も経てば、掃除する箇所は思い浮かばなくなった。

　文字通りピカピカになったリビングでひとりポツンと立ち尽くした後、ポンと手を打ってキッチンに駆け込んだ。冷蔵庫を覗いて、残った食材で昼食のメニューを考える。

　そうして料理に取りかかって十五分……。

　出来上がったワンプレートランチをリビングに運んで、テレビのリモコンを操作しながらソファに腰を下ろした。

　テレビから音声が流れ始めると、お皿に向かって両手を合わせて、「いただきます」とお行儀よく食べ始める。

　全然おもしろくないテレビをぼんやり見ながら食事を終えて、食器を片付けてからリビングに戻ってくる。

　見上げた時計は午後一時を指し示していた。

　それを見て、私は途方に暮れる。

　どうしよう。部屋でひとり過ごす休日が、こんなに長く感じるなんて。

　なにかやること……と考えて、平日の夜に録りためた連ドラを観ていないことを思い出した。

　ホッと息をつきながら、リモコンでブルーレイレコーダーを操作する。

　大きな画面に映し出されたのは、今人気の俳優が主演を務める法医学サスペンスで、響さんも興味を持っていたドラマだった。

　緊迫したシーンが続いて、ドキドキしながら一時間を観切った。次回の予告まで確認した後、私はリモコンで電源を落とし、なんとなく溜め息をついた。

　身体を乗り出して、集中しながら観ていたつもりだったのに……。

　途中から、響さんと初めての〝デート〟で観た映画を思い出してしまって、ドラマの内容はほとんど頭に入らなかった。

　時計の秒針の音だけが妙にはっきり聞こえるリビング。

　私は床にペッタリと座り込んで、テーブルの上に右の頬を乗せた。そして、ぼんやりと響さんを想う。

　ひとりでどこに行っちゃったんだろう。ご飯の心配はいらないって言ってたから、夕飯には帰ってこないんだろうな。そんな長い時間、響さんはひとりでなにをして過ごすんだろう。

　自分に対して疑問形で訊ねかけるような思考に、私はつい苦笑を漏らした。

　こんな時、響さんが行きそうな場所なんかわからない。いまだに好きな食べ物がなにかも知らない私が。

　そう、私は響さんを知らなすぎる。

　フッと下向けた瞳に、テーブルについた自分の左手が映り込んだ。響さんとお揃いのマリッジリングが、いやでも視界に飛び込んでくる。

　自分で見てもくすぐったい。まだ全然馴な染じまない指輪だけが、私が響さんのなんなのかを自己主張している。

「……響さん」

　ゆっくり目を閉じながら、無意識にその名前を唇の先で呟いた。なんだか胸の奥が疼うずく。

　声を上げて怒鳴る響さんを初めて見た。それほどまでに響さんを怒らせてしまった。

　冷静になれば、全部私が悪いのはわかる。確かに響さんの言う通り、軽率だった。

　心配させてしまったことを考えると、キュンと胸が苦しくなる。鼻の奥のほうがツンとした。

　なのに私は謝るどころか、響さんに反論してしまった。だって私が清水さんに聞きたかったこと……その理由を問われても、答えられないから。

　知りたいのは、なにも好きな食べ物とか趣味とか、そんなことだけじゃない。

　響さんにとって私ってなんだろう。響さんは私のことをどう思ってるんだろう。

　知りたい気持ちが強すぎて、そんな自分にすら戸惑う。

『君は恋に落ちたんだ』

　清水さんに意地悪く言われた昨夜の言葉が、予期せず胸を過よぎった。

　ドクン……と、大きく鼓動がリズムを狂わせる。

「違う、そんなんじゃない！」

　反射的に叫んだ。どうしようもなく落ち着かなくて、私はその場にスクッと立ち上がった。

　勢いよく顔を上げると、ツッとひと筋、目尻から涙が零れた。それを手の甲でグッと拭い去って、私は自分の心から響さんを追い払うようにブンブンと首を横に振った。

　そうだ、買い物に行こう。響さんが食べてくれなくても、なにを作るか考えながら買い物をする。出来上がりを想像して、楽しみながら料理をする。

　そうだ、それでいい。このマンションで生活を始めた時、それが当たり前に私の仕事だと思ってたんだから。

　私は財布を片手に、マンションを飛び出した。

　ただひたすら、夕食のことだけを考える。そうしていれば、響さんのことを考えずに済む。余計なことに頭を悩ませなくて済む。そうやって、掻き乱れる心を必死に落ち着かせようとした。そして……。

　その日、響さんが帰ってきたのは、私がベッドに入った後のことだった。




　日曜日の朝。今度は私が響さんをリビングで迎えた。

　少し寝乱れた髪を掻き上げながら、眉をひそめて浮かない表情の響さんが部屋から出てくる。

「おはようございます」

　ソファの上で膝を抱えながら声をかけると、響さんはピタッと足を止めた。

「……おはよ」

　少し掠れた短い声。響さんは私にわずかな視線を向けてから、明るいリビングを軽く見渡した。そしてまぶしそうにギュッと目を瞑つむってから、欠伸を噛み殺して洗面所に向かっていく。

　あの声に、しかめた顔。これはどう見ても二日酔いだよね。滅多なことじゃ深酒しない響さんが珍しい。

　やっぱり私が怒らせちゃったせいなのかな、と思ったら、昨日の自分に対する苦い後悔でいっぱいになった。

　戻ってきた響さんに、勇気を出して「あの……」と呼びかけた。

　昨日はごめんなさい。

　そう言いかけた私より先に、響さんが唇を開く。

「……萌。おととい、清水からなにを聞いたんだ？」

　突然向けられた質問はまったく予想外で、私はグッと言葉に詰まった。

　響さんは静かに歩み寄ってきて、私の隣にドスッと腰を下ろした。そして、開いた膝に両肘を乗せて軽く身体を屈めると、隣から私を覗き込んだ。

　まっすぐ向けられる少し鋭い視線に、ドキドキする。私は緊張しながらゴクッと唾を飲み込んだ。

「……清水さんは、本当になにも言わなかったんですか？」

　探るように目線だけ横に向けると、響さんは目を伏せて何度か頷いた。

「話の内容は萌に聞けって言われた」

「……私も清水さんに、直接響さんに聞けって言われました」

「やっぱり、聞きたかったのは俺のことか」

「あ……」

　ついつられて白状してしまったことに気づいて、私は慌ててギュッと唇を結んだ。バツの悪い思いで俯く。

　その後の反応を待つかのように、響さんが私の横顔を見つめているのがわかる。

　私はその瞳から逃げるように、抱え込んだ膝に額を乗せて、それ以上はなにも言わずに黙っていた。

　探るような沈黙が続いて、最後は焦れたように響さんが小さな溜め息をついた。

「萌。清水の言う通り、俺のことなら、直接俺に聞け」

　落ち着きはらった低い声で言って、響さんはソファを軋ませて立ち上がった。

　それを気配で感じて、私は恐る恐る顔を上げる。

　響さんは私を肩越しに見下ろしていた。

　正面から一度、視線がぶつかる。

「……ごめんなさい」

　さっきは遮られてしまった言葉を、今度は小さな声で響さんに伝えた。

　響さんは軽く肩をすくめてひと言、「俺もごめん」と呟いた。

「……え？」

　どうして響さんが謝るの？

　予想外の言葉に困惑して何度か瞬いた私の前で、響さんは大きくリビングを見渡した。

「……あのさ、萌。俺はがんばって立派な嫁になってほしいなんて思ってない」

　そう言われて、一瞬身体が強ばるのを感じた。

「ど、どうして？」

　胸がチクッと痛んで、私は響さんの広い背中を見つめた。

「別に無理して変わろうとしなくていい。今のままで十分だから。そんなんじゃなくて、俺は……」

　自分を落ち着かせようとしているようにゆっくりと紡がれる声。

　いろんな感情を抑えようとしているのが感じられて、私はゴクッと息をのんだ。

「……響さん」

「家事も全部ひとりで背負い込むことない。もちろん、助かるんだけど」

「……はい」

　顔を俯けて、膝の上でキュッと手を握りしめた。

　私の返事を聞いて、響さんは一歩足を踏み出した。

「……悪い。俺、昨夜飲みすぎて……。頭痛がするから、もう少し部屋で休むな」

「あ……じゃあ、なにかお薬……」

「いいって。気にするな」

　響さんは早口で言って、私に視線を向けずに自分の部屋に戻っていった。

　その背中がドアの向こうに消えるのを見送って、強ばった身体から一気に力が抜けていくのを感じた。

　無理して変わろうとしてる、か……。無理してるように見えるのかな。

　変わろうとしているのは確かだけど、私はそうやってがんばるのも楽しんできたつもりだった。だって、がんばった分だけ響さんのそばにいる自信に繋がるような気がしたから。

　今のままの私じゃいけないって思うのに、それでいいなんて言われたら……。私はどうしたらいいんだろう。響さんのそばにいるために、どんな自分でいればいいんだろう。

　膝の上に肘をついて、私は両手で顔を覆った。そうして、答えが見出せないジレンマに、深い溜め息をついた。




　お昼に通用口で待ち合わせた美砂子が、「めぐ！」と私を呼びながら駆け寄ってくる。

　軽く手を振って合図しながら笑いかけて見せると、美砂子は私の隣で立ち止まった。

「お腹空いたね。今日はどこに行こうか」

　足が向かう先は、本店ビルから程近いオフィスビル。

　そのレストランフロアにあるお店の名前をいくつか思い描きながら歩き出す私の耳元に、美砂子は内緒話をするみたいに顔を寄せた。そして、コソッと短く呟く。

「わかったよ、例のこと」

　その言葉に、一瞬身体を強ばらせた。慌てて美砂子を振り仰ぐ。

「早っ……。もう？」

　驚いて目を丸くすると、美砂子はスッと背筋を正して、まっすぐ前を向いた。

「調べるまでもない有名な話だった。……ただ、その関係者に関しては、銀行全体で緘かん口こう令れいが敷かれてる」

「え……？」

「つまり、それだけ大きな〝事件〟だったってことよ」

　ちょっと険しい表情で早口で呟く美砂子の横顔を眺めながら、私は無意識にゴクッと息をのみ込んだ。

　緘口令が敷かれるような事件。それを一般的には〝不祥事〟と呼ぶ。

　私が美砂子に依頼した〝調査〟の答えは、思いのほか大きくて深刻な雰囲気をまとっていた。

　その発端は、数日前に遡る――。




　響さんと気まずいままで過ごした週明け。

　寝不足でクマを作った顔で出勤して行内メールを開くと、中谷さんからメールが届いていた。

　座談会の質問事項に関して、先週私がメンバーに送ったメールに対する返信だった。

　特に返事を求めたわけじゃない。

　来週の本番で、それを踏まえた話題を提供してほしい。社内報に載せる企画だし、失敗談でも最後は前向きに締めくくれるような……。

　聞かれる側にとっては無茶ぶりとも取られかねないから、先にお題を提示した。

　こっちの意図はちゃんと示した上で、開ける引き出しはメンバーそれぞれの裁量に任せる。それに対して、中谷さんは……。

【こういうのは初めてなので、なにを話すか迷いました。大体の私の考えをお伝えしますので、再考が必要な内容はご指摘ください】と、お伺いを立ててくれたのだ。

　私が考えたテーマは大きく分けて四つ。

『現在の業務について、やりがいと苦労する点』

『自分にとっての転機』

『今後のビジョンについて』

　そして、『仕事に打ち込む自分を支えてくれる時間、もの』

　これから銀行の未来を担う新米役職者として大きな一歩を踏み出したばかりの世代。だからこそ、これまでの銀行員人生で多かれ少なかれ苦労もあるはず。そういう〝裏〟も隠さずに、ポジティブな話題を引き出せると狙った質問事項だった。

　中谷さんのメールに書かれていた内容は、私の狙いとも座談会の意図ともそれほど外れはしない無難で優等生的な回答だった。でも、読み進めるうちに私にはその一文が引っかかった。

【二十五歳の時、私は今までで最大のミスを犯しました。落ち込んで、自信を失って、仕事を辞めようと思いつめていました。

　そして、あの時別の道が切り拓けていたならば、今こうして座談会に参加することはなかったと思います】

　それは、『自分にとっての転機』に対しての返事だった。

　私が手に入れたプロフィールでは、中谷さんは入行当時から本店プライベートバンキング室の所属で、二年目でＦＰ資格を取得。同時に個人富裕層を顧客に持って、着々とキャリアを重ねてきた人。

　中谷さんは転機として、ＦＰの資格取得を挙げるんじゃないかと思っていた。だからこそ、彼女がそんな大きなミスを犯して、本気で仕事を辞めようと思った過去があり、それを座談会で話そうとしているのは意外だった。

　質問事項への回答は、座談会メンバーに委ねている。お伺いを立てられはしたけど、彼女がなにを答えにしても、それを止める権利は私にない。だから……。

【中谷さんにとって大事なお話を聞かせていただけること、とてもありがたく、楽しみにしています】

　そう私は彼女に返事をした。

　だけど……今バリバリに働いている中谷さんがそこまで言う大きなミスって？

　そう疑問を抱いた時、『二十五歳』という年齢と『別の道』という言葉がリアルに私の胸に突き刺さった。

　二十五歳。つまり三年前。その時まで、中谷さんは響さんと付き合っていたはず。

　そこに気づいてしまったら、気になって仕方なかった。

　もしかして……中谷さんが響さんに逆プロポーズした理由もそこにあったんじゃないかな。

　そう感じた私は、悩んだ挙句、美砂子に相談した。

　財務部に所属する美砂子は、仕事柄、銀行でも経営部門の知り合いが多い。知ろうとすれば、意外とトップシークレットにも近づけてしまったりする。

　美砂子は私のためにそれを探り出してくれたというわけだ。

「正直なところ、座談会で社内報に載るってわかってるのに、軽く話せるような内容じゃないと思う。中谷加奈子さんが犯したのは、銀行レベルで損害を被る怖れのあった〝最大のミス〟らしいよ」

　本店ビルの向かい側のビルに入っているカフェレストランで向き合った私に、美砂子は周りを気にしながら声をひそめた。

「投資信託絡みのミスでね。大口顧客からのクレーム、損害賠償にまで発展しかかったんだって。結局、弁護士を間に入れて示談って形になって、マスコミでもそこまで騒がれずに済んだんだけど……。それはめぐのほうが詳しくない？　私たちが入行当初のことだよ」

「そ、そういえば、その時期にマスコミ対策チームの人がすごいバタバタしてた記憶が……。え？　それが中谷さんのミスなの!?」

　仕事を覚えるのに精いっぱいで、他のチームなんか気にしていられる状況じゃなかった。それでも、なんとなくそんな事件があったことを確かに私は知っていた。

　ぼんやりと思い出してから、ハッと思い当たって軽く身を乗り出す。

　美砂子はアイスコーヒーのストローを咥くわえながら、「そ」と短く答えた。

「その顧客、中谷さんの担当だったって。もちろん、顧客からのクレームでは彼女も名指しされて……。まだ入行四年目だった中谷さんも始末書、減給っていう処分を免がれなかったらしいよ」

　詳しく内容を聞いてみると、それは中谷さんにとって不運だったとしか言いようがない。正直、店頭で営業活動をしていれば、誰にでも起こりうる事態だった。

「めぐの考えにも同意できるよ。いくら順風満帆なキャリアＯＬでも、そんな事態に巻き込まれたら当然ヘコむと思う。そんな時に、付き合いの長い彼氏がいたら……逆プロポーズしてでも結婚して仕事を辞めたいって思うだろうね」

　仕事を辞めて、結婚に逃げる。

　そんな気持ちになるのは、キャリアウーマンとは程遠い私でも十分理解できた。

「きっと中谷さんは倉西さんと結婚を考えて、そして断られたんだろうね。そんな状況なのに、どんなに傷ついたんだろう……」

　美砂子の声が沈んでいく。

　他人事ながら中谷さんの心境をなぞって、共感して同情しているのだろう。

　私だって、それだけ聞いていたら中谷さんの心の傷に同調する。

　でも、私は知っている。響さんは決して中谷さんのプロポーズを〝断った〟わけじゃない。

「結果的に……あくまでも他人目線になっちゃうけどさ。中谷さんは倉西さんと別れて仕事を続けてる。今は社内報の座談会メンバーに選出されるくらい成功してる。……それでよかったんじゃないのかな」

　身体を屈めて私を探るように見つめる美砂子の視線に、私は曖昧に頷いた。

「うん。……そうだよね」

　真に優秀な人材を、事件をきっかけに失わずに済んだ。

　今の中谷さんを見ていれば、それでよかったと思うのも普通の感覚だろう。

　そして、それが……中谷さんの逆プロポーズをはぐらかした響さんの思惑だったんじゃないかと思う。

『三十歳になって同じことが言えたらな』

　私ですら感じ取れる含みを持たせた拒否。きっとそれは、銀行を辞めようとしている中谷さんを止めるためだった。

　響さんは中谷さんを大切にしていたはずだ。彼女が結婚に逃げようとして言ったわけじゃなかったら、彼女のプロポーズを受け入れたんじゃないだろうか。

　中谷さんの犯したミスは、誰にでも起こりうる不運に巻き込まれただけ。どんなに傷ついたか、泣いたか、それを響さんは一番近くで知っていた。

　中谷さんが最も苦しい時に、彼女の傍にいた人だからこそ、中谷さんに逃げ出してほしくなかったんじゃないか。今ＦＰチーフとして活躍している中谷さんの姿こそ、響さんがその当時願ったものじゃないか。

　そう心の中で筋道立てた経緯に、私は妙に納得できた。

　だけど響さんは、願う未来を失った。中谷さんは響さんから去って、そして彼の隣にいるのは私に変わってしまった。

「……これで、いいんだよね」

　私は美砂子にはそう呟いて、ぎこちなく笑みを浮かべて見せた。

「うん」と美砂子が力強く頷く。

「どんな過去があったとしても、倉西さんは今、めぐの旦那様なんだから。そんなの関係ないよ」

　取ってつけたような言葉でも、私を十分に励ましてくれる。

「……うん。ありがと」

　だけど私は、別の可能性を考えていた。

　響さんが中谷さんと再び付き合うことになる可能性。そして、その先の未来を。




　ランチを終えてオフィスに戻る。

　私は散々考えた挙句、篠沢課長に相談した。銀行全体で隠す事件の当事者が、座談会でそこに触れようとするかもしれない、と。

　私の報告を聞いて、篠沢課長は眉をひそめて、「う～ん」と唸った。

「でも、まぁ……。社内報の座談会とは言え、人前でそんなマズイことは話さないと思うしね。いざとなれば彼女の発言は編集でカットできるし、今から内容の再考をお願いしなくても大丈夫なんじゃないかな」

　少し考えながらも、篠沢課長はそう言ってゴーサインを出した。

「まぁ、不測の事態に備えて、沢木さんもインタビュアーも、うまく繋げる力を身につけておく必要があるかもな」

　プリントアウトしたメールの用紙を私に返してくれる課長に、私は「はい」としか返事ができなかった。

　私が恐れたのは、中谷さんが不祥事について語ることじゃない。その時の中谷さんの心情を聞いて、響さんが今どう感じるか。怖いのは、そこだったから。




　土曜日の朝。

　いつもより少しだけ朝寝坊をして、私はリビングで音声を小さくしてテレビを眺めながら、カフェオレを飲んでいた。

　フッと見上げた時計が午前八時半を回った時、響さんが欠伸をしながら寝室から出てきた。

「……おはようございます」

　挨拶は、ほとんど反射的だった。

　響さんは欠伸をのみ込んでから、「ああ」と短く返事をした。

　一週間が過ぎて、先週の週末の気まずさは時間が解決してくれた。

　平日の五日間、朝、顔を合わせて挨拶して、ほんの少しでも向かい合う時間を重ねれば、この程度のやり取りは普通にできる。

「萌、今日は早いな――」

「コーヒー淹れますね」

　ぎこちない笑みを浮かべて、今までと同じ空気を作ろうとした響さんを、私は短い言葉で遮った。そして俯いたまま、響さんに声をかける。

「顔、洗ってきてください」

　響さんは黙って洗面所に向かう。

　その足音を聞きながら、私は響さんのマグカップにコーヒーを注いだ。

　キッチンからリビングに戻って、テーブルの上にカップを置く。そしてソファの上で膝を抱えながら、再び自分のカフェオレに口を付けた。

　やがて響さんが戻ってくる。

「サンキュ」

「いえ」

　響さんは私の隣にひとり分の隙間を開けて座った。湯気を立てるカップを口に運ぶ。

　平日の朝のコーヒーにはミルクを入れるけど、休日の朝、響さんが飲むのはブラックだ。それを覚えてからは、特にミルクを用意しない。

　響さんも当たり前にカップを手に取る。

　そんな様子を横目で窺いながら、私は意識を無理やりテレビに向けるしかない。

　私の頭の中は、週明けに予定されている座談会のことでいっぱいだった。

　中谷さんが自身のミスのことをどう話すか。それを聞いて響さんがどう思うか。

　初めて私がセッティングを任された座談会を目前にして、この週末はいやでも緊張する。なのに段取りとか進行とかじゃなくて、私はやっぱり響さんばかりが気になってしまう。

　私の隣で、響さんはなにも知らずにテレビに視線を向けている。

　土曜の朝ならではの、ちょっとしたお出かけスポットを巡る小旅行の様子が放送されている。

　晩秋を迎える今だからこそ風景の美しいスポットに、自分の現実も忘れて心が和んだ。その時……。

「萌」

　ゆったりとコーヒーを飲んでいた響さんが、私を呼んだ。

　そんな静かな声にもビクッとして、私は恐る恐る顔を上げた。

　緊張して顔を強ばらせる私にフッと息をついて、響さんは苦笑した。

「用がないなら、出かけないか？」

「え？」

「せっかくの休みに悶々としてても精神衛生上よくないだろ。デートしよう」

　コーヒーをひと口すすってから、まるで自分に言い聞かせるように響さんは立ち上がった。

　響さんが言った言葉を、一瞬、頭で理解できなくて、私はただきょとんと響さんを見上げる。

「あ～、今日はどこ行こっかな～。萌、行きたいとこあるか？」

「えっ!?　あのっ……」

「今のテレビ、よかったな。タイムリーだし、行ってみるか」

　私の返事も聞かずに、響さんは自分の部屋に戻っていった。

　なんて強引な……と思いはしても、私も慌てて立ち上がる。

　響さんが私をデートに誘ってくれた。先週あんなに怒らせてしまったのに。

　それがとても嬉しくて、少しだけ気分が上昇する。

　それでも……私の意識から、座談会への不安はそう簡単になくなってはくれない。

　なにか起きると決まったわけじゃない。だからこそ不安で緊張して、どうしても落ち着かない。

　せっかく響さんが誘ってくれたのに、気づくと考え込んでしまう自分が嫌だった。




　響さんが愛車のエクストレイルを運転して向かったのは、朝のテレビで特集していた鎌倉だった。

「いい機会だ。寺巡りして、おみくじ引いて運だめし。ついでに神頼みもしてくれば、座談会の不安もいくらか和らぐんじゃないか？」

　車が東京を抜けてから、響さんがまっすぐ前を向いたまま言った。

　その声に思わず横顔を見つめると、響さんは唇の端を少し歪ゆがめて笑った。

『タイムリー』って、紅葉シーズンを意識して言ってるのかと思ってたのに。

　神頼みって意味だったのか、と思うと、響さんの気遣いが嬉しくて、ちょっとくすぐったい気分になった。

　混雑した首都高を越えてからは道路状況も順調で、私たちは午前のうちに鎌倉に着いた。

　駅近くのコインパーキングに車を停めて、そこから他の観光客と同じように徒歩で街を巡り歩く。

　通りかかったお蕎そ麦ば屋やさんで昼食をとることにした。

　車の中ではまだ緊張を解けなかった私も、おいしそうな蕎麦汁の香りに食欲が湧いた。

　蕎麦湯を楽しみたくて、あえて盛り蕎麦をチョイスする。それだけじゃ寂しいから、と頼んだ舞まい茸たけの天ぷらがすごく大きくて、響さんとふたりで分け合って食べた。

　満腹になって再び散策を開始する。

　秋の清々しい空気の中、荘厳なお寺を巡り歩くうちに、だいぶ気持ちも和んできた。

　お寺を巡りながら、おみくじを引いて回った。

　最初のお寺で、響さんは中吉で私は凶。一瞬にして落ち込む私に苦笑して、響さんは私がおみくじを結ぶ枝をできるだけ高い位置から手で下ろしてくれた。そして……。

「……これはリベンジが必要だな」

　そう悪戯っぽく笑って、私を次のお寺に誘う。

　その後、四つのお寺を回って、私はようやく吉のおみくじを引いた。

　ここまで散々付き合ってくれた響さんも、ホッとしたような笑みを浮かべる。

「やれやれ。やっとか。それにしても、五つ回ってやっと吉って……」

「すみません。私、本当に運がなくて……」

　なんだか申し訳ない気分になって肩をすくめると、響さんはクスッと笑いながら私の手におみくじを手渡した。

「別にお前が謝ることない。ていうか、とりあえず引いてくれてホッとした」

「ありがとうございます。……ふふ。でも途中から響さんのほうがムキになってましたね」

　手元のおみくじを小さく畳んで、私はそれを財布に忍ばせた。

　響さんが、「当然だろ」と呟く。

「運だめしだなんて連れ出したのに、運がないなんて結論じゃ、笑えない」

「そうですね。私もよかったです。響さんを安心させられたみたいで」

　そう言って微笑みかけると、響さんはキュッと唇を結んでそっぽを向いた。そして、ボソッと呟く。

「……俺が安心させられてどうするんだよ」

「え？」

「だから、それは俺が……！」

　響さんは感情を昂らせるように言った。

　その強い口調に、思わず目を閉じて肩を震わせた。

　私の反応を見て、響さんがハッとしたように口をつぐんだ。

「……ごめん」

　消え入ってしまいそうな小さな声で謝って、響さんは私の前で俯くと無造作に髪を掻き上げた。その仕草で、自分を落ち着けたように見える。そして、「俺さ」とボソッと呟いた。

「全然できた人間じゃないし、萌から見ても頼れる男には程遠いと思うんだけど」

　そう言って言葉を一度切った後、響さんはゆっくり私を見つめた。

「そ、そんなことないです」

　なんだか私のほうがムキになって、反射的にそう返していた。

「響さんは……私にはもったいない旦那様です」

　すると響さんはなぜか自嘲めいた表情を浮かべて、「どうだか」と呟いた。

「そう言ってくれるなら……ひとりで不安そうな難しい顔してほしくない。俺でよければ聞くし。……俺に遠慮はしないでほしいんだ」

「え……？」

　響さんの言葉が、フワッと私の胸に降りてくる。とてもじんわりと染み入っていくのを感じた。

　ただバカみたいに見上げる私に、響さんはパンツのポケットに手を突っ込んで、肩をすくめた。

「この間も言ったけど、聞きたいことは俺に聞いて。萌が話したいことは話してほしい。……なんっつーか、最近は萌の難しい顔しか見てない気がする」

「あ……」

　私はグッと唇を噛んだ。

　そんなつもりはなかったけど、私は自分のことばかり考えていた。それで、響さんの前で笑えなくなっていたのかもしれない。

　そのことに気づいて、申し訳なさに黙り込む私の頭を、響さんは困ったようにポンと叩いた。

「だから、そんな顔するなって言ってんのに」

「ご、ごめんなさい」

　相変わらずすぐ謝る私に響さんは苦笑すると、なんとなく空を見上げながら私にクルッと背中を向けた。

「おみくじも吉が出たことだし……。海も近いし、ちょっと寄っていくか？　あ、でもなんか雲行きが……」

　取ってつけたような話題を持ち出す響さんを見つめながら、私の胸はキュンと疼く。響さんの言葉があまりにも嬉しすぎて。

『遠慮するな』なんて言われたら、どうしていいかわからない。どうしよう。困らせるってわかってるのに、泣きそうだ。

　でもダメ、こんなとこで泣いちゃダメ！

「萌？」

「あのっ、私っ！」

　私を窺うように振り返る響さんの声を遮って、私は声を上げた。

「え？」

「の、喉渇いちゃって。なんか飲み物買ってきます！」

「え？　萌？」

　響さんが目を見開いて私を見ているのを感じる。

　私は響さんから隠すように顔を背けてから、一度も振り返らずに参道に駆け出した。




　参道の小さなお店でペットボトルのお茶を二本買った。白いビニール袋を手に提げて、なんとなくハアッと溜め息をつく。

　まだ心臓がドキドキしている。いくらか落ち着けたと思ったけど、さっきの響さんの言葉を思い出すと、鼻の奥のほうがツンとしてきてしまう。

　ダメダメ、笑わないと。響さんに心配かけたままじゃいけない。

　ビニール袋を提げる手をギュッと握りしめて、私は来たばかりの参道を響さんの元に向かう。なんとなく薄暗い空に顔を上げて、雨が降ってきそうだな、とチラッと思った。

　大木の影から、響さんがまだ本堂の前に佇たたずんでいるのを見つけた。

　駆け寄ろうと踏み出した足は、すぐにピタッと止まってしまう。私は、遠目から見る響さんに見惚れてしまった。

　白いＶネックのシャツに、ブラウンのロングカーディガン、そしてダークブラウンのスリムパンツ。開いたデコルテには、クロスのチョーカー。

　すごく雰囲気があるのに、特にセットしていない無造作な髪が、実年齢よりも若く見せる。色気と幼さが絶妙にアンバランスで、もともと整ったルックスを際立たせている。

　なんてカッコいいんだろう……。

　自分の立場も忘れて、私は響さんに完全に見入っていた。

　響さんに憧れて近づく女性の気持ちがわかる。しかも見た目だけじゃなく有能な銀行員だなんて知ったら、誰だって……。

　ぼんやりと他人のように見つめてから、私は無意識に自分の姿を見下ろした。

　十分自覚していたつもりだけど、似合わなすぎる。

　ちっとも大人っぽくもなければ、個性もない、ベージュのＡラインワンピースに薄い黄色のカーディガン。歩くことを想定したローヒールのパンプス。

　こんな普通すぎる格好で、今の今まであの人の隣を歩いていたなんて、申し訳なさすぎる。とてもじゃないけど、駆け寄って声をかけるなんてできない……。

　そうヘコんだ瞬間、響さんの周りに三人のＯＬらしき女性が群がった。

　声をかけられたのか、響さんは彼女たちに視線を向けて目を瞬いている。

　矢継ぎ早に話しかけてくる女性たちに、さすがの響さんもちょっとたじろいでいるけど……これって、もしかしなくても逆ナンパ!?

　そう焦った途端、彼女たちが実力行使に出た。

　あ、やだ。響さんの腕に腕を絡めてる。

　キャアキャア騒いでいたそのうちのひとりが、響さんの左手に目を止めた。マリッジリングに気づいたらしい。

　それを機に響さんが少し面倒くさそうに彼女たちをかわそうとしてるけど、人数で勝った女性たちはそんなの気にしない。

　やだ、やだっ。そんなふうにベタベタ触らないでっ!!

　そんな気持ちが胸をついて、思わず一歩踏み出した。しかし私は理性に従ってピタッと止まる。

　強引な女性たちが群がるあの場に駆け込んで、私はどうしようというんだろう。今まさに、私は響さんに似合わないと、改めて自覚したばかりなのに。割って入って響さんを独り占めしようとしてる？

『え～？　この子が奥様なの～？』

『やだ、ぜんっぜん似合わないし～』

　数秒後に向けられる罵声に近い非難を、いやってほど想像してしまう。

　女性たちに取り囲まれて、響さんは眉間に皺を寄せながら軽く腕時計に目をやった。そして、サッと辺りに視線を向ける。その瞳が、私を探していることがわかった。

　なのに私は駆け寄るどころか、一歩後ろに後ずさった。響さんに見つからないように、そのままお寺の出口に向かって走り出していた。

　自分の胸に過った独占欲に戸惑う。

　嫌だ、って。触らないで、って。こんなのまるで嫉妬みたいで、この醜い感情をどうしていいかわからない。










愛されたいと思う理由




　シーソーのようにグラグラ揺れる気持ちの正体に、まったく辿り着けない。

　顔を俯けて唇をへの字に曲げ、私は爪先で地面を蹴り上げながら歩いた。

　響さんから逃げてきて、どのぐらい歩いただろう。

　動物的な本能のまま、南に進路を向けて歩いたせいか、突き当たった道路の先にパアッと海が開けた。

　いきなり広がる青が一瞬にして、少し懐かしくなってしまった思い出に被る。

　響さんとハネムーンで行った、ニューカレドニアの海。

　もちろん、あっちのほうがずっと綺麗だったし身体に吹きつける潮風も熱くて、こんな冷たくて雨が混じるものじゃなかったけど……。

　思考が先走って初めて、ポツッと頬を打つ雨粒を意識した。

　え？と慌てて顔を上げると、『自覚したが最後』とでも言うように、さらにポツポツと打たれる。嘘、と思った時には、あっという間に強まった雨が道路を濡らし始めていた。

　腕を額に当てて雨避けにしながら、慌てて駆け出す。途中で、ペットボトルの入ったお茶の袋もゴミ箱に捨てた。

　海沿いの国道では雨を凌しのげる場所がない。それでも辺りをキョロキョロ見回して、ようやく古いバス停の狭い屋根の下に駆け込んだ時、もう私は全身ずぶ濡れだった。

　ぺったりと頬に張りつく髪が邪魔で掻き上げる。そおっと顔を出して、どんよりと暗い空を見上げた。

　なんだかどんどん暗くなっていく。それに伴って、さっきより気温も急激に下がったような気がする。

　小さくぶるっと震えて、私は無意識に二の腕を手で擦った。

　雨足は一向に弱まる気配がない。ずぶ濡れの身体には、容赦なく海風が吹きつける。

　思わず、「寒っ」と短く呟いた。

　闇雲に走ったおかげで、ここがどこだかよくわからない。あれからだいぶ時間も経ってしまったし、さっきのお寺に戻ったところで、響さんがいるかどうか。

　急に大きな不安に襲われて、私は濡れてずっしり重く感じるバッグを漁った。

「携帯、携帯……」と、震える指先で起動させようとした。その時……。

「……萌！」

　雨の飛ひ沫まつで白く煙った道路の先から、バシャバシャと水溜まりを駆ける足音が聞こえた。

　目を凝らしてその方向を向くと、次の瞬間、私と同じようにずぶ濡れの響さんがバス停に駆け込んできた。

「……この、バカ！」

　まるで犬のように頭を振って豪快に雨の雫しずくを払ってから、響さんは私を怒鳴りつけた。

　咄とっ嗟さにビクッと身体を震わせて、恐る恐る顔を上げる。

「なにひとりでウロウロしてんだ。しかも全然電話に出ないし。おかげで捜し回る羽目になっただろうがっ！」

「ご、ごめんなさいっ！」

　ギュッと手を握りしめて、亀みたいに首をすくめて謝った。

「ごめんなさい！　……ごめんなさい！」

　また心配をかけてしまった。また怒らせてしまった。私って、どうしていつもこうなんだろう。

　あまりに情けなくて、じわっと涙が込み上げてきた。歯を食いしばって、それを必死に堪えると、響さんはバツが悪そうに私から目を逸らして、クシャッと髪を掻き上げた。

「……ごめん。そんなに真剣に謝ってほしいとは思ってない。……つーか、どうしよっか」

　そう言って、響さんは交通量の少ない道路をグルッと見渡した。そして、『手段なし』とでも言いたげに肩をすくめた。

「車に戻るにはけっこう距離あるな。……止むまでここで待つか？」

　響さんがそう言いながら振り返った瞬間、私はクシュンと小さなくしゃみをした。

　途端に、響さんの顔が曇る。

「ご、ごめんなさい……」

　両手で鼻と口を押さえたままで謝ると、響さんはハアッと溜め息をついた。

「このままじゃ、本気で風邪引くな。……仕方ない、萌、ちょっとここで待ってろ」

「え？」

　聞き返しながら顔を上げた時には、響さんは降りしきる雨の中に再び駆け出そうとしていた。

　私はその腕にしがみついて、慌てて止める。

「こんな雨の中、どこ行くんですか!?」

「お前、来週に大事な仕事を控えてるんだし、今、風邪引くわけにはいかないだろ。だから、車取ってくる。そんなに待たせないよ、大丈夫」

　響さんはあっさりとそう言って、私の腕から自分の腕をするっと抜き取ろうとした。

　それを、『逃がさない』と言うように私は腕に力を込めた。

「そんな、ダメです！　それこそ響さんが風邪を引いたら、座談会はどうなるんですかっ！」

「俺はこのくらいなら、そうそう風邪も引かないよ」

「なんで言い切れるんですか！　それに……こうなったのだって私のせいなのに！」

　お互いに一歩も引かずに言い合う。

　次の瞬間、今度は響さんがくしゃみをした。

　なんだか気まずい沈黙が流れる。

「……まぁ、そうだよな。こんなとこで言い合っててもなんの得もないか」

　鼻に手を当てながら肩をすくめる響さんに、私は大きく頷いた。そして暖を取ろうと、無意識で自分の身体を抱きしめた。

「き、きっとすぐ止みますよ。ほら、南国のスコールみたいな感じで」

　無理やり明るく笑って見せると、響さんは呆れた顔で私を見下ろした。

「全然違うだろ。……って、萌、寒いか？」

「だ、大丈夫……」

　そう返事はできても、ジワジワ浸透してくる寒さで身体がカタカタと震え出す。

　響さんは、そんな私をなにか考えるように見つめて……。

「……っ!?」

　ふわっと肩から腕が回された。その腕にギュッと力がこもるのを感じる。

「ひ、響さっ……!?」

　後ろから抱きしめられている。

　突然のことに一瞬頭の中が真っ白になって、声も鼓動も大きく引っくり返った。

「……バカ。風邪引きたくないだけだよ。お互い様だろ。……ちょっとだから、このくらい我慢しろ」

　響さんはどこかぶっきらぼうな口調で言い捨てて、片方の腕をお腹に下ろした。

　ふたつの位置でがっちりと固定されたみたいで、私は身動きが取れない。

「が、我慢って……」

　そうは言われてもっ……!!

　私は顔を俯けて、カアッと熱くなる頬を必死に隠した。

　身体に巻きつく響さんの腕から、背中に当たる響さんの胸から、確かにぬくもりが伝わってくる。

　こうしていれば寒くない。寒くはないけど、ありえないくらい心臓が打ち鳴っているのがわかる。

　やだ、こんなの絶対に気づかれるっ……！

　それだけはなんとか阻止しようと、私はキュウッと自分の身体に力を込めた。

　ガチガチに固まった私に気づいたのか、響さんがフッと耳元で苦笑した。

「なに、身体強ばらせてるんだよ」

「だ、だって……。こんなに響さんとくっつくの、初めてだしっ……」

「で、緊張してるって言うのか？　……ったく。初めてじゃないだろうが」

　呆れたような声が耳元をくすぐる。

　まだこれでもかというくらい速い鼓動を意識しながら、私はなんとか少しだけ顔を上げた。

「覚えてないのか？　俺が初めて親父の息子として萌に会った日。……ほら、お前のマンションに空き巣が入った……」

　私の記憶を掘り起こそうとする、響さんのちょっと低い声。

　そんなの、掘り起こされなくたって思い出せる。あの時、響さんに名前を呼ばれて抱きしめてもらっただけで、私がどんなに安心できたか。

「俺が誰かもわからないのに、いきなり抱きついてきたのはお前のほうだ」

「だ、だってそれはっ……！　お義父様から息子さんが来てくれるって聞いてたし。あの時響さん、私の名前呼んでくれたから、安心して……」

「なのに今はこんなふうに俺を警戒するんだ？」

「え……？」

　なんだか自嘲気味に聞こえる声に、思わず少し振り返った。

　響さんは一度抱え直すように、腕の位置を動かす。

「隙だらけなくせに、あの時も俺の腕の中で震えてた。今もこんなふうに身体を縮こめて……。お前がそんなだから、こっちまで緊張して……それより先に踏み込めなくなる」

　小さく掠れていく声がとても聞き取りづらい。もっとちゃんと聞きたい。

「……響さん？」

　背後の響さんに首を捻って視線を向けると、一瞬、響さんの腕に力がこもった。

「……守りたい。俺はお前にそう約束したから」

　トーンの低い、感情を抑えたような声が、しっかりと耳に届いた。

　キュンと胸が震えるのを感じる。

「あ、ありがとうございます」

　肩に回された腕に、そっと両手をかけて呟いた。かすかに耳元に響さんの呼吸を感じる。

「私、十分守ってもらってます。……すごく幸せです」

　そう言ってはにかんで見せると、響さんはなにも言わずに私の肩に額を預けた。

　あまりに近い距離にドキドキして、次第にジワジワした痛みに変わっていく。

　響さんの言葉がとても嬉しい。嬉しいのに……。

　そうじゃない、それだけじゃ嫌なの、と私の心が叫んでいた。

　心に過るこのモヤモヤがなんなのか。その答えははっきりしないのに、私の脳裏には中谷さんの姿がくっきりと浮かび上がる。

　それを意識した途端、ドクンと大きく鼓動がリズムを狂わせた。

　私も、中谷さんみたいに……。

　こんな状況で、彼女を強く意識する。そして、さっきＯＬに話しかけられていた響さんを見て、私の心を過った感情が再び湧き上がる。

　――嫉妬。

　私も、中谷さんみたいに、響さんに愛されたい。

　今までに感じたことのない、心を揺さぶる強い感情に戸惑って、どうしていいかわからなくなる。一度溢れ返った想いが、心の中で怖いくらい膨張する。

　だけど次の瞬間、胸を突き刺した小さな痛みが、私に理性を返して冷静にしてくれた。

　人生最大の寂しさを植えつけられた、あの一瞬――。

　遠く鳴り響いた荘厳な鐘の音。柔らかい陽射しに包まれたチャペル。余韻の残るパイプオルガンの音色。参列者のざわめき。かすかな衣擦れの音……。

『デハ、誓いのキスを』

　牧師さんの声に促されて、向き合った。

　ドキドキしながら目を閉じて、少しだけ掠った鼻先の感触にビクッと震えて……。それでも、次の瞬間にぬくもりが落ちてくるのを待った。

　しかし響さんの唇は私の頬に軽く触れて、呆気なく離れていった。

『誓いのキスをごまかすような男と……』

　清水さんにはそう言われた。

　ごまかす。まだそのほうがよかったかもしれない。

　一生の愛を誓うキス。響さんは、私に愛だけは誓ってくれなかった。

　そう感じて、私は自分の置かれた立場に迷走した。

　あの時のあの寂しさを忘れられないから……。

『愛されたい』なんて、そんなすぐに醒める夢を見るほど、私はおめでたい人間じゃない。そんなこと願ったら、傷つくだけじゃ終わらない。




　オフィスから徒歩圏内の、新橋にある料亭。看板はかかっていない。いわゆる〝隠れ家料亭〟だ。

　純日本家屋のこのお店は、〝一見様お断り〟の由緒ある料亭で、響さんによると、営業第一部の執行役員部長が秘密の接待に使うとっておきのひとつだとか。それほど広くはないけど、手入れの行き届いた日本庭園に植えられた木々はすっかり色づいて秋らしさを漂わせている。

　脇道に一本逸れた立地のせいか、とても空気が凛としていて、東京のど真ん中にいるとは思えない静けさだった。

　長い廊下を渡って、一番奥まった十畳のお座敷席に通された。

　藺い草ぐさのいい香りがする正方形の和室の真ん中に置かれた黒こく檀たんのテーブルが、圧倒的な存在感を放っている。

　足を踏み入れた私と座談会スタッフは、一瞬にしてシャキッと背筋を伸ばした。

　今日は座談会当日。

　この立派な料亭が、いつもは営業時間外のお昼時、準備を含めて三時間の予約を受けてくれた。これも全部響さんのおかげだ。

　料亭の女将さんは和服の似合う京美人といった印象。無理を聞いてくれたことにお礼を言って、早速段取りを打ち合わせる。

　今日の座談会スタッフ、撮影担当で二年上の先輩男性・錦にしき戸どさんと、インタビュアーを任せる一年後輩のなずなちゃんが、今日の進行について確認する私と女将さんの会話を聞きながら真剣な顔でメモを取っている。

　最初は飲み物だけを出してもらい簡単な自己紹介を交わして、本題に入る前に懐石料理を振る舞ってもらう。そして食事を進めながら一時間半ほど座談する。

　私は部長決裁印の押された企画書を手に、錦戸さんとなずなちゃんともタイムスケジュールを念入りに確認した。

　座談会メンバーの到着を待つ間、私はひとりぼんやりと庭園を歩いてみた。

　綺麗に色づいた落葉樹が、鎌倉の街並みを思い出させる。途端にドクンと心臓が音を立てて、私は思わずその場にしゃがみ込んだ。

　ダメだ。やっぱりまだドキドキする。

　鎌倉デートの後、私はまともに響さんと顔を合わせられずにいた。

　週が明けてしまえば、座談会の準備がピークで、仕事を理由に顔を合わさずに済ますこともできた。それも今日まで……と思うと、明日からどうやって響さんに接すればいいんだろう。

　はああっと息をついて、無意識に頭を抱えた。

　本番はこれからなのに。気になることは他にもあるのに。私、ずっと響さんのことばかり考えてる。

　四六時中響さんのことを思って、ドキドキしてワタワタして、キュンとして苦しくなって。自分でもどうしていいかわからないくらい気持ちは不安定で、ちょっとしたことでも泣きそうになる。

　こんな気持ちじゃ、いつまで経っても落ち着けない。それに、なんだかこんなの、こんなのまるで……。

　一瞬その答えが頭を掠めた時、お座敷の方から私を呼ぶ声が聞こえた。

「沢木さん！　メンバー到着したよ！」

　私を呼ぶ錦戸さんの声に、ハッと我に返る。

「はい！」

　慌てて返事をして、庭園を後にした。

　いけない。大事な本番なのに。こんな気持ちのままじゃ乗り切れない。がんばらないと。がんばらないと……。




　続き間に通されていた座談会メンバーに挨拶するため、部屋へ足を運んだ。

　初めての顔合わせになる営業第二部の須藤さんと審査部の山形さんとは、名刺交換をした。

　ふたりとも、見るからに〝デキる銀行員〟という印象。忙しい時間を割いてくれたことに、丁寧にお礼を伝えた。

「これでもちょっと緊張してるの。よろしくね」

　そう言って小さく舌を出して肩をすくめた中谷さんに、「こちらこそよろしくお願いします」と、ぎこちなく笑いながら挨拶する。

　最後に、響さんに向き合った。

「……今日はよろしく」

　あくまでも仕事として接しているのか、響さんはいつもと変わらずキリッとしていて、どこかちょっと素っ気ない。

　私はやっぱり響さんをまっすぐ見られないまま、ただ「よろしくお願いします」と頭を下げるのが精いっぱいだった。

　開始時間までもう少し待機をお願いすると、須藤さんと山形さんはちょうど現在進行形で仕事の関わりがあるらしく、「ちょっと失礼」と断って、廊下に出ていった。

　続き間に残った響さんと中谷さんを気にしながら、私は女将さんに開始の連絡をした。

　準備が整って、廊下で話していたふたりに声をかけた。そのまま続き間に向かう。

　閉められた襖ふすまの外で声をかけようとすると、中谷さんの声が聞こえてきた。

「……まさか、響が結婚するなんて思わなかった」

　憚るようにひそめた声に、私はビクッとして声をのみ込んだ。

　響さんは黙っている。

「私には、三十歳になったら、なんてひどいこと言ったのに」

「……そんな話、今頃蒸し返してどうするんだよ」

　苛立つような響さんの声が聞こえた。

　一瞬にして、声をかけるタイミングを逃してしまう。

　どうしよう……と思いながら、私は左手首の時計に目を落とした。その時、中谷さんの言葉が飛び込んでくる。

「……響、もっとゆっくり話がしたいの」

　遠慮がちな、それでも否とは言わせない、そんな矛盾を孕はらんだ声。

　襖の外から聞いているだけでも、ドキッと心臓が騒いだ。

「……座談会、もうすぐ始まるぞ」

「終わってからでいいわ。ちょっと時間をちょうだい」

　押しの強い中谷さんに、響さんは黙っている。

　頷いたのか、考えているのか、それとも私に聞き取れなかっただけなのか。

　とにかく、会話が途絶えたこのタイミングを逃すわけにはいかない。

「あの」と控えめに声をかけた。一瞬の間を置いて、私は少しためらいながら襖を開ける。

「……準備が整いましたので、お隣に移動お願いします」

　それだけ言って目礼すると、襖を開けたままでふたりに背中を向けた。

「……じゃ、後でね」

　響さんにそう短く言う中谷さんの声が、なんだかやけにクリアに耳に届いた。

　どうしても気になってほんのちょっと目線だけを振り向かせると、中谷さんが響さんの腕にポンと手を置いていた。

　ドクン……と、またしても心臓が大きな音を立てた。




　銀行内でも飛び抜けて有能なアラサー四人が勢揃いすると、それだけで妙な貫禄を感じた。

　四人が黒檀のテーブルを囲む。長方形の長辺にメンバーがふたりずつ。短辺の方に私となずなちゃんがひとりずつ向き合って座った。

　錦戸さんは趣味が写真撮影というだけあって、自前の一眼レフを手に、早くもシャッターを切っている。

「ええっと……。皆様、お忙しい中、社内報の企画にご協力いただきまして、ありがとうございます」

　緊張したなずなちゃんの挨拶から座談会が始まった。

　私の右斜め前には響さんが座っている。

　中谷さんは響さんの対角線上に座っていて、私の位置からはあまりよく見えない。

　なずなちゃんは打ち合わせ通り、自分の右手に座った中谷さんに最初の質問を振った。

　自己紹介がてら、在籍部署と仕事の内容を話してもらう。

「本店ＰＢ室ＦＰチーフの中谷加奈子です。業務内容は、主に店頭営業活動……。個人富裕層を顧客に持っているので、訪問営業も行っています」

「審査部の山形です。ここに揃った面々とは違って、内勤事務が主です。営業本部から上げられる稟りん議ぎ書しょの裁量と、部長決裁が必要なものの上申を担当しています」

　さすがに第一線で活躍する行員だけあって、誰もかれも説明がとても上手だ。銀行業務とはかけ離れた私が聞いていても、その内容は手に取るようにわかる。

　話上手なメンバーのおかげで、座談会は和やかに順調に進んでいった。

　話が進むに連れて、なずなちゃんの緊張も解けていくのがわかる。

　ちょっと砕けた話題では、テーブルを挟んで、みんながドッと笑い出すこともあった。

　一緒になって笑いに交じりながら、私は時計と進行状況を気にした。そして、チラッと中谷さんの様子を探る。

　心配は杞き憂ゆうだったのかもしれない。

　中谷さんは自身のミスには触れたけど、その内容はうまくボカしてくれた。誰が聞いても銀行の不祥事に関する重大ミスとまでは思えないくらい。

　このまま何事もなく終わってくれればいい。

　そう半分願うような気持ちでいた時……。

　私の油断をつくかのように、中谷さんは爆弾を投下した。

　それは、話題の最後……。

『仕事に打ち込む自分を支えてくれる時間、もの』という質問項目に対しての答えだった。

　須藤さんは既婚者で、当たり障りなく「やっぱ家族ですかね」とちょっと照れながら話した。

　その次に話を振られた中谷さんは、「そうですね……」と呟くように言った後、一度大きく深呼吸した。

「さっきも話しましたが、私はミスを犯してからずっと、それを挽回するためにがんばってきました。だから、今の私を支えているのは……あの時、私に結婚という逃げ場を与えてくれなかった彼への恨みみたいなものです」

　口調はとても穏やかだ。

　だからこそ、他のメンバーはそれほど深刻な表情にならない。

　だけど響さんは一瞬、テーブルの上でピクッと指を震わせた。

　私もせり上がってくる胸騒ぎを感じながら、中谷さんの横顔に視線を上げた。

「一番辛い時に私の気持ちをはぐらかされた。受け止めてもらえなかった……。悔しくて、許せなくて、この三年がむしゃらに働きました。でも……」

　中谷さんは一度言葉を切って、迷いを断ち切るように顔をまっすぐ上向けた。

「……彼が結婚したって聞いて、本当はすごくショックだったんです。別れたのに、こんなに胸が疼く自分を認められなくて。……でも、こうして顔を合わせて話をしたら、気づいてしまいました。私はあの時の自分に後悔しています」

　そう言った中谷さんの視線が、フッと響さんに向けられる。

　ポカンと聞いていた須藤さんと山形さんが、「え？」と顔を見合わせながら響さんに注目した。

「……あれ？　その別れた彼って……」

　山形さんが発した疑問は、場を考えたのか尻すぼみになって消えていく。それでも探るような視線が響さんを取り巻いた。

　中谷さんは目を逸らして、響さんはただ黙っている。

　私は膝の上でギュッと拳を握って、響さんの横顔を盗み見た。そして、胸にズキンと痛みを感じた。

　怖いくらいよくわかる。いつも冷静で動揺した様子も見せない響さんが、中谷さんの突然の〝告白〟に困惑している。

「あ、あの、中谷さん……」

　なずなちゃんが慌てたように、中谷さんに声をひそめて発言を制した。

「ごめんなさい」と呟いて、ただ乾いた笑顔を向ける中谷さんに、なにも知らない他のふたりからは同情の視線が向けられる。

　それを感じ取って、私はどうしようもなく胸が疼いた。たまらない気持ちが溢れ出してくる。

「……はぐらかしてなんか、ないです！」

　気づいた時にはそう声を上げていた。

　その場の全員の視線が、一気に私に向けられる。

「中谷さんは勘違いしてます。響さんは、中谷さんのプロポーズをはぐらかしてなんかいません！」

「ちょっ……沢木さんっ……!?」

　予想外の事態に、私の正面でなずなちゃんが腰を浮かした。混乱した瞳が、私を射抜く。でも……。

　止まらない。

「響さんはっ……！」

　なんでこんなにムキになっているのか、自分でもよくわからない。ただ、どうしても我慢できなかった。響さんに愛されていた人が、こんなことを言うなんて。

　だって、はぐらかされたのは私。ごまかされたのは、私のほうなのに……。

「萌、止せ」

　テーブルに手をついて腰を上げかけた私を、響さんの腕が制する。

　それを見て、中谷さんが一瞬、戸惑った表情を浮かべた。

「……もしかして、沢木さんが？」

　信じられないというように見開いた目に、身を貫かれるかと思った。

　だけど、私は思いきって顔を上げた。

「響さんはちゃんと中谷さんの気持ちに応えてたのに！　今のあなたの姿を誰よりも願っていたのは、響さんです。あなたと同じように愛してたんだから、辛かったのは響さんだって同じです！」

　最後は悔しくて泣き声になった。

「だからっ――」

「萌っ!!」

　場の空気を切り裂くような鋭い声で、響さんが私を止めた。

　その声色に身体がすくんで、ハッとしながら唇を噛みしめる。

　私が黙ったのを見て、響さんはなずなちゃんに目配せした。『お開きにしろ』と合図しているのがわかる。

「あ……。すみません、そろそろお時間も迫ってきましたので……」

　響さんに助けられたように、なずなちゃんが取ってつけたような締め言葉を口上し始めた。

　メンバーはみんなただ沈黙して、なんとなく中谷さんと響さんを窺い見ている。

　なずなちゃんの言葉を、私は肩を震わせながら俯いて聞いた。そして座談会の解散が告げられると、勢いよく立ち上がってお座敷を飛び出していた。




「萌っ……！」

　響さんの声が私を追いかけてくる。

　庭園に逃げ込んだはいいけど、廊下から見渡せる広さの中じゃ、どうやっても隠れ切れない。葉の落ちたイチョウの大木に手をついて、私はガックリと頭を垂れた。

　肩で息をする私に、サクッと落ち葉を踏みしめる音が近づいてくる。

　私はただ身体を強ばらせた。

「……萌」

　感情を抑えた低い声が、背後からかけられる。

　それを聞いて、さらに身体に力を込めた。俯いたままで、「ごめんなさい」と謝った。

「俺は別にいいけど。……座談会のほうはあれでいいのか？」

　こんな状況でも冷静で理性的な響さんを、ものすごく遠く感じる。

「……きっと、怒られます」

「だろうな」

　私の放った情けないひと言に、響さんは軽く同意した。

「……知ってたのか、俺と中谷のこと」

　そう問われて、私は一瞬ためらった後で、黙って首を縦に振った。

「……清水か」

　溜め息が交じる響さんの声に、私はイチョウの木に置いた手をギュッと握りしめた。

「とっくの昔に終わったことだ。お前が首を突っ込むような話じゃない」

　素っ気ない声が、却って心を逆さか撫なでする。

　どうして……。ひどい言葉をぶつけられた張本人の響さんが、どうしてそんな簡単に言えるんだろう。中谷さんの言葉に、どうして私のほうが感情的になっているんだろう。

　どうして、と頭の中で繰り返して、私はキュッと唇を噛んだ。なんとか気持ちを落ち着かせようと、一度大きく深呼吸する。

「響さん、今でも中谷さんのこと好きなんじゃないですか？」

「……え？」

　私のひと言に、響さんが戸惑ったような声を漏らした。

「清水さんから、響さんが中谷さんと別れた時のことを聞きました。それを聞いて、私わかっちゃったんです。……響さんが中谷さんに返した答えは、本当は約束のつもりだったって」

　一気に早口で言い切った私に、背後で響さんが一瞬息をのんだ。それでも……。

「……なに言ってるんだ」

　返ってくるのは、感情を抑えた冷静な声。

「今でも響さんが好きなのは、中谷さんなんじゃないですかっ……!?」

　響さんの冷静さにあおられたように、私は声を上げて繰り返していた。

「……萌、ちょっと落ち着け」

　続くひと言に、心の奥底でなにかがブツッと切れた音を聞いた。

　どうしてそんなに落ち着いてられるの？　どうしてそんなことを私に言えるの？

「中谷さんを忘れてないんでしょう!?　だって響さん、私に誓いのキスもできなかったじゃないですかっ……！」

「っ……」

　息をのむ響さんの反応が、言葉よりも態度よりも、私に対する答えだと思った。途端に、涙が込み上げてくる。

　勢いよく振り返って、凍りついたように佇んでいる響さんをまっすぐ見つめた。そして、今の想いの丈をぶつけるように、私は響さんに向かって思いっきり叫んだ。

「響さんは、私に一生の愛を誓えなかったじゃないですかっ……！」

　言い切った瞬間、ポロッと涙が頬を伝うのを感じた。

　一度拭っても、後から後から零れ落ちてきてキリがない。無駄に手の甲を動かすのを止めた。

　涙で滲にじむ視界の真ん中に響さんの姿を捉えて、私はひと言、小さく呟いた。

「私……それでもいいって思ってたのに……」

　愛されなくても、響さんのそばにいられるなら。本当にそれでいいって思ってたのに。

　……寂しい。今、心を占めるのは、そんなワガママな感情だった。

「中谷さんみたいに響さんに愛されたい、なんて、そんなことちっとも……」

　堰せきを切ったように涙が頬を伝う。

　サクッと音がして、響さんが私に一歩、歩み寄ったのを感じた。

　その瞬間、自分がとんでもないことを口走ったことに気づいて、私は慌てて顔を背ける。そして、響さんの横を擦り抜けて駆け出した。

　響さんは、追いかけてこなかった。

　そのことにホッとして、そして、とても悲しかった。




　篠沢課長がシートに大きく背を預けながら、見たこともないくらい渋い顔をしている。

「……沢木さんらしくないことしたねぇ」

　溜め息交じりに告げられる苦言に、私はただ身体を縮こめた。

「まぁ、おおかた座談会も終わったところだったって言うし。話を聞けなかった分はメールで補足するってことで先方にも了承取ったと報告を聞いたから、それでいいかと思うんだけど……」

　私がしでかしたとんでもない失敗のフォローは、錦戸さんとなずなちゃんが引き受けてくれていた。

　そのことをオフィスに戻ってきてから初めて聞いて、いたたまれない気分だった。

「申し訳ありませんでした……」

　散々泣いた後なのに、まだ涙が込み上げてくる。

　ここで泣いちゃいけない。これは私のミスなんだから。

　そう自分に言い聞かせて、大きく息を吸ってなんとか涙を堪える。

「とりあえず、すぐこの後のフォローに入って。それから、明日までに反省文提出」

「……はい」

　それだけでお説教を終えてくれた篠沢課長に、私は深く頭を下げた。

　その後、迷惑をかけてしまった錦戸さんとなずなちゃんのところを回って、さらに深々と頭を下げた。

　情けない。こんな私、情けなさすぎる……。




　定時を過ぎて手が空いてから、私は反省文に着手した。

　反省文を書くほどの失敗を今までしたことがない。書式も書き方もわからなくて、一から調べながら書き始めて、これまで自分がどれだけぬるま湯にいたかということを痛感した。

　そして……心に過るのは、中谷さんの顔だった。

　今の私と同じ年で、大変なミスを背負うことになった。

　彼女とまったく同じ気持ちになるには、私のミスなんてまだまだかわいいものかもしれない。それでも、深く沈んだ気持ちが今の私にはよくわかる。

　きっと、響さんが返した言葉にものすごく傷ついたと思う。救いを求めてすがった先でその手はかわされて、どん底の気分だったに違いない。

「……っ」

　突如鼻の奥がツンとして、ジワッと涙が浮かんできた。それを必死に堪えながら、私は身体を硬直させて、ただ俯く。

　求めたものに手が届かない辛さ。願いを断ち切られる苦しさ。

「私と一緒だ」と、小さく震える声で呟いた。

　響さんに愛された中谷さんがうらやましくて。響さんに愛されない自分が悲しくて。理性を失って子供みたいに感情を爆発させて、せっかくがんばってきた仕事もめちゃくちゃにしてしまった。

　パソコンに映し出された反省文のフォーマットが、私に追い打ちをかける。だからこそ、逆に笑えてくる。

　私、バカみたい。なんであんなことを言ってしまったんだろう。

　そう、冷静な自分が呆れ果てている。

　醜い嫉妬、独占欲、簡単に失える理性。溢れ返って治まらない熱情。

『君は恋に落ちたんだ』

　その言葉を、今は否定する術もない。だって、こんな愚かな自分を他になんて例えればいいのかわからない。

　こんなに心が揺れるのも、こんなに苦しくてたまらないのも、こんなに切なくて涙が出るのも……。

　全部全部、私が響さんのことをすごくすごく好きだから。

　初めて自覚した想いは、素直に心にストンと落ちてきた。

　ああ、私……響さんのこと、好きなんだ。好きで好きでたまらなくて、だから同じように想いを返してほしいと思っている。

　ワガママで自分勝手な気持ちでも、今なら胸を張れる。

　恋に落ちた……。

　そう自覚して、絶望的な気分になった。それでも……得体のしれない自分の心にウジウジ悩んでいるよりはずっといい。

　届かない恋心に苦しむことになっても、今の私のほうがずっと好きだと思えた。

　ここから片想いが始まるなんて……あまりに間抜けで、むしろ私らしい。










ふたりきりの誓い




　午後七時を過ぎると、残業を切り上げて帰り支度を進める行員の姿が目立つようになる。

「お先に失礼します」とかけられる声に条件反射で返事をし続けて、私もようやく反省文を書き終えた。

　一度プリントアウトして、誤字脱字がないか、そしてレイアウトをチェックする。

「よし」と呟いてクリアファイルに挟むと、そのままデスクにしまった。

　提出期限は明日だ。

　ふうっと息をついて辺りを見回すと、同じ島の同僚は誰も残っていなかった。

　篠沢課長も今日は大事な接待だとかで、早々にオフィスを後にしている。

　もう残っていてもやることはない。

　さぁ帰ろうと思うのに、私はどうしても躊躇してしまう。

　どんな顔をして帰ればいいのか。昼間あんなに響さんに迷惑をかけて、ただでさえ合わせる顔がない。その上、自分の気持ちをはっきり自覚してしまった今、どうしたって普通の顔なんかできない。

　まさか旦那様に片想いするなんて。結婚して関係が始まった瞬間にジ・エンドを迎えたとわかっているのに……。

　ノロノロと惰性でパソコンをシャットダウンする。ミスプリントや社内メモをシュレッダーにかける。

　しかしどんなにゆっくり動いても、帰り支度は進んでしまう。

　ああ、でも……響さんは中谷さんと会ってるかもしれない。『ゆっくり話したい』と言われてたし、座談会の後はそれどころじゃなかっただろう。

　それならきっと、今夜がグッドタイミングだ。

　座談会での中谷さんの話は、誰がどう聞いても響さんに対する告白だった。きっと響さんは無視できないと思う。

『萌ちゃんは、倉西が他の誰かに〝恋〟をしても、認めるんだ？』

　思い悩む時、どうしていつも清水さんに言われたことが脳裏を掠めるんだろう。

　なんだかとても悔しいけれど、あの人の言うことは私の思考の一歩先を行っていて、後になっていちいち思い出してしまう。

『認めるんだ？』と言われても……。もともと響さんの心から消えることのなかった気持ちが再び動き出してしまうのなら、私がどうこうできることじゃない。そんなの、私が文句を言えるようなことじゃないじゃない……。

　自分の思考で気分が滅入って、私はデスクに顔を突っ伏した。顔の向きを変えて、右の頬をぺったりくっつける。そして目を閉じて、「あ～あ」と呟いた。

「旦那様に片想いなんて、ほんと間抜け……」

　他のどんな片想いよりも不毛な気がする。

　消え入っていく自分の声に目を閉じると、近づいてくる足音が大きく聞こえた。カツカツと響く踵の音は、あまり広報部では聞き慣れない。

　フッと目を開けて、なんとなく目線を上向ける。途端に、私に影が落ちてきた。

「え？」と慌てて身体を起こした。そして、私のすぐ横に立った姿をしっかり目視して……。

「ひ、響さんっ!?」

　あまりの驚きで椅子ごと後ずさった私の声とほぼ同時に、ちょっと離れた島から声が上がった。

　総務部の女性が響さんに気づいて、にわかに色めき立っているのがわかる。

「ど、どうしてここに!?　お仕事は？」

　あまりの焦りに、声がどもってひっくり返った。

「もちろん終わらせたに決まってるだろ。お前は？　見た感じ終わってそうだけど」

　響さんは顔色も変えずにシレッと言い放った。続けて、私の挙動に怪しげな視線を向けてくる。

「大丈夫そうだな。……ちょっと来い」

　私のデスク周りと電源の落ちたパソコンをチラッと見やって、響さんは有無を言わせない態度で私の腕をグッと掴み上げた。

「キャアッ」と小さな悲鳴のような声が耳に届いた。

　……ああ、総務部さんが騒いでる。

　コンパスの差を考慮してくれない響さんに、立ち上がった途端、軽く引きずられた。

「響さんっ、あのっ！」

　私の手からわずかな抵抗を感じ取ったのか、響さんは不機嫌そうに振り返る。

「なんだよ、うるさいな」

「だ、だって、みんな見てます！」

　視線を気にしながら口ごもると、響さんは深い溜め息をついた。

「お前が騒ぐからだろ。いいから、大人しくついてこい」

　素っ気なく言い捨てて、響さんは私の腕を掴む手に力を込めた。

「そんなっ、無理です！」

「なんでっ!?」

「だって……響さん怖いっ！」

　そう必死に叫んだ時には、誰もいない廊下に連れ出されていた。

　響さんはチラッと呆れたような瞳を私に向ける。

「仕方ないだろ。優しく怒るなんて器用な芸当、俺にはできない」

　不機嫌な声に、いやでも身体が硬直した。

「や、やっぱり怒ってますよね。……みんなの前であんなこと言って、本当にすみませんでした！　反省してます。だから、お願い、離してくださいっ……！」

「あ～、うるさい。いいから、ちょっと黙れ！」

　声に苛立ちを感じた瞬間、グイッと腕を強く引っぱられた。

　響さんは非常階段のドアを開けている。そこに思いっきり引きずりこまれて、私の背後で重い防火扉がバタンと音を立てて閉まった。

　その音に気を取られている隙に、私はドアに背中を押しつけられていた。

　慌てて顔を上げて振り仰ぐと、響さんは私の身体の横に腕をついて顔を俯ける。

　囲い込まれている体勢に、いきなり心臓が騒ぎ始めた。

「……怒ってるのは、そんなことじゃない」

「え……？」

　頭上から降ってくるちょっと掠れた声に、短く聞き返す。

　響さんは体勢を変えることなく、「そんなことじゃない」と繰り返した。

「なんで俺が、今でも中谷のこと好きじゃなきゃいけないんだよ!?」

『不本意だ』と言いたげに声を張り上げて、響さんは強い視線で私を見つめた。

　そのまっすぐな瞳に、私の鼓動は加速する一方だ。

「だ、だって……」

「清水からなにをどう聞いたか知らないけど、もう三年前のことだ。俺は中谷と別れて、萌と結婚した。それがお前もよく知ってる〝今〟だろ」

　畳みかけるような言葉に、素直に頷いてしまいそうになった。

　確かにそれが現実だけど、そんな簡単に頷いてはいけない。現実のすべてが真実じゃない。

　私は必死に自分の心を制した。

「……中谷とは、ちゃんと話してきた。一応言っとくけど、アイツも今さらどうこうしようとしたわけじゃない。お前に謝っておいてくれと言ってた。嫌な思いさせたって」

「そ、そんな……」

　私は唇を噛んで俯いた。

　中谷さんは響さんへの気持ちを素直に打ち明けただけのこと。私が謝られるようなことじゃない。むしろ私のほうが謝るべきなのに。

　黙って俯く私に、響さんはフウッと息をついた。

「ごめん。……お前がそんなことを気にしてるなんて思ってもいなかった」

「え？」

「……結婚式のこと」

　響さんの気まずそうな声で、私が庭園で口走ったことを示していると気づく。途端に頬が熱くなった。

「そんなこと、って……！　私にとっては、すごく大事なことです！」

　気づいたら、そう叫んでいた。

　これも、価値観の違いってものなのかもしれない。それなら、あの時私が感じた寂しさだけは、響さんにもちゃんとぶつけないと。

「私はっ――！」

「あれは、お前が考えてるような意味じゃない」

　感情のままに声を上げた私を、響さんの鋭い声があっさり制した。

　勢いにのまれて言葉を失った私から、響さんは少しだけ目を逸らした。

「あれは、違うんだ……。俺は、恋愛のプロセスをなにも踏まない状態で、萌に一生を誓わせたくなかった」

「……え？」

　なにを言われたのかわからず、私は何度か瞬いた。

　響さんはキュッと唇を噛んで、ゆっくりと私に視線を戻した。

「付き合おうと言うより先に結婚なんて言い出した俺が悪いのはわかってる。……だけど、あんな人前で他人を証人に誓いのキスなんかしたら……あれで恋は終わりみたいじゃないか」

　響さんの言葉は、なんだかとても難しい。だけど、ものすごく優しい想いを語られているような気がして、私はただ、響さんの次の言葉を待つ。

「俺はまだ、萌の心を手に入れてない。そうわかってるのに、セオリー通りの誓いをして終わらせたくなかった。結婚して終わりじゃない……ゆっくりでいいから、萌にちゃんと俺のこと好きになってほしかったんだ」

　私が見上げる目と鼻の先で、響さんが俯いて声を振り絞っている。

　その切なげな声を聞いているだけで、私の鼓動は大きく鳴り響く。この非常階段の狭いスペースに、響き渡ってしまうんじゃないかと思うくらいに。

「俺は、親父を利用して萌に近づいた。あの空き巣事件の時も、萌が頼ったのは親父で、俺じゃない。……だけど俺はずっと萌が気になって仕方なかった。あまりに危なっかしくてほっとけなくて……親父があんなこと言い出さなくても、俺のそばに置いて、俺の手で守りたいって思ってた」

　私の頬の横に伸びた響さんの腕。ドアにつく手が、ギュッと握りしめられたのを横目で見た。

「好きだとも言えないまま卑ひ怯きょうなプロポーズをして、萌を縛りつけた。この先一生、俺以外の相手と恋する未来を、萌から奪った。萌が俺にしか恋できないように……。だからこそ、結婚してからでもいいから、俺はちゃんと萌と恋したかった」

　響さんはそう言いながら俯いて、握った拳を震わせた。

　響さんの言葉が、頭の中でグルグル回っていた。次第にゆっくりと、はっきりした鼓動を伴って、私の胸に染み入ってくる。

『ちゃんと萌と恋したかった』

　響さんの言葉が、優しく心に広がっていく。

「結婚式のセオリー通りの誓いはいらない。俺と萌の誓いなんだから、他人に見せる必要はない。証人もいらない。萌が心も全部俺に委ねてくれる時……その時が、俺が萌に生涯を誓う時だって思ってた。だからあの時はできなかった。……あえて、しなかった」

　その言葉に、大きく心が揺れた。

「あ……」

　両手で口を覆って、零れ出る言葉を必死にのみ込んだ。

　恋もしないままで結婚した。響さんがどんなに私を大切に守ってくれても、それは愛にはならない。だから、誓えないんだと思っていた。

　あの日、壊れそうにドキドキと加速していく心臓を気にしながら目を閉じて待った唇は、頬に軽く触れただけだった。私は寂しさでいっぱいになったけど、あの穏やかなキスは、実は響さんにとって私との恋の始まりだった。

　ごまかされたわけじゃなかったんだ……。

　初めて響さんの想いに触れた。

　恋とか愛とかそんなありふれた言葉じゃ例えられない。大きな優しさ、慈しみ、そしてすべてを包み込んでくれる温かさ……。『一生守ってやる』という言葉に、響さんの想いがどれほど強く込められていたか。どんな愛の言葉より揺るぎないものだったか。

　胸がいっぱいで、なにも言えず呆然と見上げる私に、響さんは困ったように苦笑した。それから私の髪を片手でクシャッと撫でる。

「これでも苦労したんだ。寝室を別にしたのだって、自制心を保てる自信なかったせいだし。結婚した嫁相手に恋愛を仕掛けるなんて、俺にだって経験なくて。どこまで踏み込んでいいのか、待てばいいのか……でも、あんな誤解されたら、もう悠長に待ってられない」

　響さんは私をまっすぐ見つめたまま、頭に置いた手をゆっくり下に滑らせてくる。額からこめかみに、そして、頬に。

　今まで感じたことのないゾクッとした刺激が背筋を貫く。

　そんな自分にドキッとして、私の身体は反射的に強ばった。

　響さんは私の反応を見抜いている。手を頬に置いたまま、指で耳をくすぐる。

　ビクッと身体を震わせると、響さんは私をまっすぐ覗き込んできた。

「……俺は、誓うよ。萌だけに」

　はっきり告げられた言葉に、ドクンと鼓動が鳴るのを意識した瞬間……。

「萌、愛してる」

　飾らないまっすぐな言葉が、私の心を震わせた。

　響さんが、シャープな顎を傾ける。

　至近距離まで近づいて、フッと伏せられた瞳。あの時と同じように鼻先を掠める感触。それをはっきり意識する間もなく……。

　響さんが、私の唇に、キスをした。




　怖いぐらいに鳴り響いていた鼓動が、ゆっくり鎮まっていく。

　唇が離れた瞬間、私は糸の切れたマリオネットのようにペッタリと床に座り込んだ。そのまま、呆然と虚空を見つめる。

　ほんの数秒前、優しいぬくもりをくれたキスは今、私の身体を巡り巡って、深く深く胸に刻み込まれていく。しかし……。

「……萌、しばらく俺の実家に帰れ」

　響さんは背を向けながら淡々と言った。

「お袋には俺から連絡しておく。……いいな」

　たった今、私に〝誓い〟をくれたとは思えないくらい、素っ気ない声。

　一瞬にして不安が過る。

「ど、どうして……？」

　私は慌てて響さんを呼び止めて、掠れる声で訊ねた。

　そんな私から顔を背けたまま、響さんはボソッと小さな声で呟いた。

「……リミッター振り切った。今、俺、萌になにするかわからないから」

　ドキッとしてなにも言えなくなる間に、響さんはドアを開けて廊下に戻っていった。

　その背中を呼び止めることもできないくらい、私はいっぱいいっぱいだった。ただ、唇に落ちた確かな感触に心を震わせていた。

　……信じられない。響さんが、私を『愛してる』と言ってくれた。唇に、誓いのキスをしてくれた。

　思い返すだけで胸が締めつけられてキュンとする。壊れそうなくらいドキドキする。

　どうしよう、すごく嬉しい。心のままに響さんにぶつかっても、受け止めてくれる。私と同じ気持ちを返してくれる。

　そう思うだけで、胸がいっぱいだった。

「響さん……」

　呟くだけで、胸を掻きむしりたくなるような想いに駆られる。

『実家に帰れ』なんて言わないで。私だって響さんに気持ちを伝えたい。『私も響さんが好きです』『愛してます』って。

　必死に足に力を込めて、私はよろよろと立ち上がった。

　今なお残るぬくもりを確認するように、唇を指でなぞった。たったそれだけなのに、響さんの唇を思い出して、私の胸はありえないくらい疼いた。

　私だけに誓いをくれた響さんが、どうしようもなく愛おしい。響さんが私を求めてくれるように、私も響さんを求めたい。

　こんなに狂おしい気持ちは、どうしたら響さんに伝わるだろう。

　心に湧き上がる恋情のままに重いドアを開けて、弾かれたように私は廊下を駆け出した。




　マンションに辿り着くと、部屋のドアの前で立ち止まった。ありえないくらい緊張しているのがわかる。

　とにかく落ち着け、と自分に言い聞かせて、私は一度大きく深呼吸した。意を決してグッと顔を上げて、鍵を差し込む。

　玄関に入って響さんの革靴が並んでいるのを見つけて、それだけで少しホッとした。

　気持ちばかりが急いて、バタバタと廊下を走る。明かりが点いたリビングに駆け込むと、響さんはソファに身を沈めて、こちらに背を向けていた。

　濡れた髪。ラフなＶネックシャツとパンツ姿。いつもと変わらないリラックスタイムの響さんに、私はいつも以上にドキドキしてしまう。

　緊張が再燃するのを感じながら、後ろ手でリビングのドアを閉めた。思いきって『響さん』と呼びかけようとした時……。

「なんで帰ってきた？」

　響さんは私に背を向けたままで遮った。

「俺の実家に帰れって言ったろ」

　響さんは私に表情を見せてくれない。声も素っ気なくて、感情を読み取れない。

　私は一度口ごもってから、思いきって顔を上げた。

「だって、ここが私の家だから」

　胸を張って答えると、響さんは黙って肩をすくめた。

　そんな響さんに、「それに……」と言葉を続けた。

「ドアのバーロック、開いたままでした」

　感情を探るような私の言葉に、一瞬響さんの肩がピクッと動いた。

「……忘れたんだよ」

　さっき以上に素っ気ない返事。

　だけど、私は確信していた。

　いつも私より帰りの遅い響さんが、かけ忘れるなんてあるわけない。

「嘘。私を待っててくれたんですよね……？」

　訊ねるというよりは確認するように、私は響さんに話しかけた。

　響さんは私の質問には答えずに、無意味にテレビのリモコンを操作し始めた。嘘を言い当てられてムキになった子供みたいな反応だった。

　この一ヵ月、私たちの関係がなんだかよくわからないまま、私はこういう響さんを何度も見つけた。

　普段は自信に満ち溢れた有能なイケメン銀行員。なのに、時々こんなふうに子供っぽい一面を見せる響さんがとても愛おしい。

　振り向いてくれない響さんの頭を見つめたまま、胸の奥がきゅうっと苦しくなった。

「……響さん」

　改まって発した声は、どこか緊張を孕んでいた。

「なに」

　返ってくるのは短い声。

「ごめんなさい。響さんが私をすごく大事にしてくれているのは、いつもちゃんと感じてました。なのに私、響さんがあんなふうに考えてくれてたって、全然気づけなくて……」

　自分に対する情けなさで声が震えた。

　ほんの一瞬沈黙した後、響さんは背もたれに腕をかけて身体を起こし、軽く私を振り仰いだ。

「気づかなくて正解だ。俺は萌に気づかれたくなかったんだから」

　自嘲気味に呟いて顔を伏せる響さんに、私は勢いよく首を横に振った。

「違う。私、意識して響さんに踏み込まないようにしてたんです。私は、逆立ちしたって響さんに似合う女性じゃない。響さんは、私を恋人にしてくれたわけじゃないんだから、って……」

　唇を噛みしめて言葉を切る。

　響さんは黙ったまま私をジッと見つめて、その視線で次の言葉を促す。

「私と響さんの間に恋はないままで……。だから私、響さんがどんな役割を求めてるのかわからなくて。せめて立派な奥様になろうって、ずっとそう思ってました。だから、結婚式の誓いのキスのことも、気にしないようにしてたんです」

　言っているうちに、感情が溢れ返ってきた。

「……だけど、本当は、すごく寂しかった」

　さっきよりもずっと声が震える。

　響さんは同じ姿勢のまま、私を見上げている。

「響さんにドキドキするたびに、一生の愛を誓ってもらえなかったことを思い出して、自信持てなくて……。響さんのそばにいると切なくて、響さんの恋人だった中谷さんに嫉妬して、そんな自分が嫌で嫌でたまらなくて……」

　言いながら、言葉に詰まった。

「だって、私……響さんのこと……」

　乾いた喉に声が張りついていくみたいに、私の声はひどく聞き取りにくくなっていく。伝えたい言葉が思うように声にならなくて、とても歯がゆくてじれったい。

　すると、私をジッと見つめていた響さんが、ギシッとソファを軋ませてしっかりと身体を起こした。手を伸ばして私の腕をグッと掴むと、そのまま強引に引き寄せる。

「ひゃっ……」

　身体が一回転するような感覚に一瞬ギュッと目を閉じて、恐る恐る目を開けると、私はソファに引っぱりこまれていた。

　響さんの膝の上に仰向けでごろんと転がる私の背中を、響さんの腕が軽く起こして支えてくれている。

　驚きで目を見開く私を、響さんは静かに見下ろしていた。

「萌」

　真上から低い声が降ってくる。

　初めてこんな姿勢から響さんを見上げて、私はドキドキしながら反射的に顔を背けた。

　そんな私に、響さんは静かに落ち着いた声で告げる。

「目、逸らすな。言いたいことはちゃんと言え」

　その声に導かれるように、思いきって響さんをまっすぐ見つめる。

　鋭いのに温かい、ちょっと揺れる瞳が、私の反応のすべてを捉えていた。

「……聞かせて。俺は、萌の気持ちが知りたい」

　ドクンと大きく鼓動が高鳴った。

　私だって伝えたい。そうするつもりで帰ってきた。私の全部を響さんにさらけ出してしまいたくて。

「好き……」

　たったひと言。精いっぱいの想いを込めて、呟いた。

　溢れる想いは隠しようもない。掠れる声を必死に繋いで、私は響さんの胸にしがみついた。

「響さんが好きです。響さんが私だけにくれた誓いのキス、すごく嬉しかった。私と響さんだけしか知らない誓いなんて幸せです。……私の一生で一番大事な思い出です」

　拙くてもいい。私が今感じるすべての想いを、響さんに向けて出し切った。

「ん」と、響さんは小さく頷いた。そして私の頭に手を回して、そっと抱き寄せてくれる。

　額を響さんの肩に預ける。確かなぬくもりが伝わってきて、その温かさに涙が零れた。

　それを感じ取っているのか、響さんは背中に回した手で私の肩をポンポンと叩いた。

「……一生の思い出はいいけど……ごめん、萌。俺はあのくらいじゃ足りない」

　私の髪を指で弄びながら、響さんがボソッと言った。

　聞き返すより先に、響さんが私の顔を覗き込んでくる。

「つーか俺、ちゃんと萌に警告しといたよな。だったら……」

　なんだか早口に、迷いを吹っ切るような声で言って、今度は強引に私を抱き寄せた。

「もっとちゃんと、お前に触れたい」

　そんな呟きと同時に、私の頭を掻き抱いて……。

　響さんは、覆い被さるように私の唇を奪った。

「……んっ！」

　穏やかで優しい、さっきのキスとは違う。荒波にのみ込まれるような感覚に、私は大きく目を見開いて身体を強ばらせた。でも、それはほんの一瞬で……。

　同じ想いを返したくて、私は必死にキスに応えた。

　何度も何度も触れ合わせて絡ませるうちに、身体の芯が疼いて、肌が火照って熱くなるのを感じる。

　長いキスを終えて、響さんがゆっくり唇を離した。

　遠ざかっていく響さんの濡れた唇を、私は半分、放心状態で見つめる。

　響さんはそんな私にちょっとはにかむような笑みを向けて、ソファから立ち上がった。そして、惚ほうけている私の腕をグッと引いた。

「あ、あの……」

　上擦った声で思わず呼びかける。

　響さんはチラッと私を振り返ってから、自分の部屋のドアに手をかけた。

　このマンションで生活を始めて一ヵ月の間、ほとんど足を踏み入れたことのなかった響さんの部屋。そのドアを、響さんは私を誘うように大きく開け放った。

「萌、今夜はこっちにおいで」

　小さく首を傾げながら私の反応を待つ響さんに、ドキンと大きく胸が騒いだ。

『今夜はこっちに』

　その意味を理解して、途端にカアッと顔が熱くなった。

「あ……」

　立ち尽くしたまま、一瞬、身体が強ばった。その一線を越えることにためらう。

「萌」

　響さんの声が、私の名前をとても優しく呼んだ。

　その声に導かれて、私はおずおずと響さんを見つめる。

「約束する。お前が嫌がることはしないから」

　少し焦れたような、どうしようもなく優しい瞳を私に向けて、響さんの想いが私の身体を包み込む。

　迷う必要なんかない。響さんが私を求めてくれるなら、私だって……。

　そんな恋情に突き動かされて、私は思いきって一歩踏み出した。そして、彼の胸に飛び込む。

「……触れてください。私に」

　恥ずかしさを押し殺して、湧き上がる想いに素直になって告げた後……。

　私の背中でパタンとドアが閉まる音を、私は響さんの腕の中で聞いた。

　優しく肩を押されて、身体が傾く。響さんのベッドに仰向けに横たわって、見慣れない天井を見上げた。

　響さんが私にゆっくりと体重を預けてきた。一度見つめ合った後、唇が重ねられる。

　仕掛けられる深く熱いキスにとろけそうになりながら、私は響さんの背中に腕を回した。

「……好きだよ、萌」

　わずかに離れた唇が、素直な愛の言葉を私に向けてくれる。

　率直な言葉が胸に沁み入って、私は響さんをまっすぐ見つめたまま、瞳に涙を浮かべた。

「響さん、私も――」

　そう言いかけた唇を、再び塞がれる。

　夢中になってキスを交わす間に、響さんは私のブラウスのボタンを簡単に外していく。

「あ……」

　唇が離された時には、私の胸元ははだけられていた。

　響さんの視線を感じて、カアッと身体が熱くなる。

「ひっ……響さんっ……」

「ん？　なに？」

　慌てる私をまったく気にせず、響さんは背中に回した手で簡単にブラジャーのホックを外した。

「う……」

　解放される感覚に、思わず身体を強ばらせる。

　そんな私に構わず、響さんは肩からブラウスを抜いて、キャミソールもブラジャーも一気に捲り上げて頭から抜き取った。

「やっ……！」

　あまりの恥ずかしさに、私は自分の胸を抱きしめて身体をよじった。

　その反応に、響さんが眉間に皺を刻んだ。

「……なんだよ、いったい」

「だ、だって、恥ずかしいっ……」

　見下ろされたまま身体をすくませる私に、響さんは一度小さな溜め息を漏らした。

「……萌の『触れて』って、どこまで？　もしかしてキスまでだった？」

「ち、違っ……」

　呆れた声に反論して、顔を上げた。

　不審そうな響さんの瞳を一身に浴びる。

「私ばっかり、恥ずかしい、です……」

　真っ赤な顔でなんとかそれだけ言うと、「ああ」と響さんが声を漏らした。

「俺も脱げ、ってことか」

　あっさりと言うと、響さんは身体を起こした。私の身体を跨またいだ状態で膝立ちして、裾から捲り上げるように両腕を交差させて潔くシャツを脱ぎ捨てる。

「……あ」

　彼の仕草に、引き締まった裸の上半身に、身体中の血管が大きく脈打つ。まるで全身が心臓になったみたいだった。

「これでいい？　つーか、またガン見してるし」

　私の不躾な視線に苦笑しながら、響さんはゆっくり私に体重を預けてくる。

「あっ……」

　素肌同士が密着する感触に、心臓がフル回転を始める。

「……心臓の音、すごい。緊張してる？」

　クスッと笑いながら問われて、鼓動がリズムを狂わせた。気持ちはいっぱいいっぱいで、私はただ大きく首を縦に振った。

「……俺もだよ」

　響さんが私の耳元で、短く呟いた。

　その声に、思わず「え？」と聞き返してしまう。

「俺が今までどれだけ我慢してたと思ってるんだよ」

　ちょっとふて腐れたような声を聞いて、私はほんの少しだけ冷静になる。そして、気がつく。

　触れ合った胸から、響さんの鼓動が伝わってくる。それは私ほどじゃないけど、確かに速くて高鳴っていた。

「……萌の前では、俺だって緊張する」

「響さん……」

「本当は、優しくする余裕だってない」

　ぶっきらぼうな言葉が、なによりも胸に響いた。

『緊張する』という言葉をごまかすように、響さんは私の首筋に唇を這はわせて、そのまま鎖骨に、胸元に、と移動していく。

「あっ……！」

　胸元に感じる唇に、私の身体は大きく仰け反った。

　私の反応に満足したように、響さんはちょっと意地悪に、私の身体に愛あい撫ぶを繰り返していく。

「ふ、あっ……」

　漏れてしまう声を抑えられないまま、私は響さんに溺れていく。

　重なり合った鼓動が共鳴して、いつしかひとつになっていく。響さんがくれる繊細な刺激に、私のすべてが支配されていく。

　それは私にとって、幸せすぎる感覚で……私はもう、響さんのことしか考えられない。

　名前を呼ぶ声に。優しく髪を掻き上げてくれる手に。

　意地悪に胸の先を弄る指に。熱いぬくもりと鼓動を伝えてくれる肌に。

　そして、とびきり甘いキスをくれる唇に。

　私のすべてが響さんでいっぱいになる。

　熱に浮かされて夢見心地になって、意識が遠く離れていってしまいそうになる。

　熱い。肌も吐息も、感じるものすべてが熱い。

　無意識に漏れてしまう自分の声を聞くのが恥ずかしくてたまらない。

「……萌、力、抜いて」

　少し掠れた声とともに、響さんの腕がベッドをギシッと軋ませた。

「……え？」

　弾む息で胸を上下させながら、私は虚ろに響さんを見つめた。

　響さんは苦笑交じりに顔を歪めて、私の唇に優しいキスを落とす。

「大丈夫。俺に全部委ねて」

　そんなひと言と共に私の身体を貫く熱に、一瞬、呼吸の仕方すら忘れた。

　ベッドが大きく軋み、身体が揺さぶられる。今までに聞いたことのない響さんのくぐもった声があまりに甘くて、理性の全部が吹っ飛ぶ。

「響、っ……」

　その瞬間、無意識に叫んだのは、愛しい人の名前。

　頭の中が真っ白になる感覚がして、それと同時に、響さんの身体もビクンと大きく震えた。




　熱を帯びてしっとりと汗ばんだ身体。大きく乱れた呼吸。そのすべてが、少しずつ治まっていく。

　心地いい気だるさに、私はゆっくりと目を閉じた。

「……インタビューで初めて会った時から、さ……」

　私をその腕にしっかりと抱きしめたまま、響さんがボソッと囁ささやいた。

　その言葉の先を待って、私は虚ろな意識を繋ぎ止める。

「お前のこと、気になってた。また逢えないかなって思ってた……。本当は、俺、あの時からお前のこと……」

　その言葉に、私はゆっくり目を開く。

「……そうなんですか……？」

　ベッドに片肘を立ててこめかみを支えながら、響さんがとても柔らかい瞳で私を見つめていた。

「そうなんです。けどお前は俺にはまぶしいくらいまっ白で……。直球で好きだって言っても、本気にしてもらえないって思ってた」

「え……？」

「……信じてもらえないだろうな～って」

　せっかく治まりかけた鼓動が、また大きく動き出す。それを意識しながら、私は響さんを見上げて、ニッコリと微笑みかけた。

「……信じますよ」

「どうだか」

「だって、私、今こんなに幸せだから」

　響さんの瞳が少し揺れるのを見つける。

　それを見て「フフッ」と笑って、私は響さんの胸に顔を埋めた。

　求めて求められる幸せ。愛して愛される喜び。

　それを素直に感じられるのは、今の私だからだ。響さんの言う通り……出逢った頃の私じゃ、彼の言葉を信じられなかったと思う。自分に自信が持てなくて、響さんと向き合っても彼の手しか見つめられなかった私じゃ。

　でも、今は違う。響さんのためにがんばれたことに、私は胸を張れる。出逢った頃より成長したと思えるから……。

　響さんの隣を、笑顔で堂々と歩きたい。

　これから先は、家族として、妻として、そして生涯の恋人として……そんな夢のような幸せを、願っていいんだろうか。

　響さんが私の肩を抱き寄せる。

　この先ずっと、不安なんか感じなくていい。愛されることを幸せに思っていい。

　私にそう言ってくれているように、響さんは腕に力を込めてくれた。










永遠の輝き




　小さなハンバーグをお皿のふちに並べて、中央にサラダ菜とプチトマトを飾る。

　お鍋に残ったデミグラスソースをスプーンで軽く回しかけてからエプロンを外し、冷蔵庫に取りつけたフックにかけた。

　出来上がったばかりの料理のお皿を両手で持って、リビングに入る。

「お待たせしました～」

　明るく声を上げて、テーブルの真ん中のスペースにお皿を置く。

「ああ、萌ちゃん、ありがとう。料理上手だね。どれもおいしいよ」

　響さんの隣に腰を下ろした私と向かい合うソファに、お義父様が座っている。

「萌ちゃんもゆっくり座って、一緒に食べましょうよ」

　お義母様も私にニッコリ微笑みかけてくれる。

「はい」と素直に頷くと……。

「ん」

　隣から、響さんがシャンパンボトルを傾けてきた。

「あ、ありがとうございます」

　私の目の前のグラスに、微炭酸の液体が注がれる。

「やっと萌が落ち着いたし、乾杯しようぜ」

　私がグラスを手に取るのを確認してから、響さんが正面に座ったご両親を促す。

「ああ、そうだな」

　響さんの声に顔を上げて、お義父様は膝の上に広げていた薄い冊子をそのままお義母様に手渡した。

　受け取ったお義母様は、開いたまま自分の腰の横に置いた。

　私と響さんの仕事が少し落ち着いた頃を狙って、土曜日の今日、マンションに響さんのご両親を招待していた。

　初めてふたりに振る舞う料理にちょっと緊張したけれど、どうやらいい評価がもらえたようで、私はホッと息をつく。

「じゃ、全員揃ったところで。えーっと、……なにに乾杯すればいいんだ？」

　みんながグラスを手にしたのを確認してから、お義父様がお義母様に訊ねる。

「初めての新居訪問だし、引っ越し祝いってことでいいんじゃないかしら？　ああ、ついでに響の誕生日。もうすぐだったわよね？」

　お義母様はテーブルを見渡してから、ちょっと悪戯っぽい笑みを浮かべながら私に確認した。

「はい」と私も笑顔で答える。

「俺の誕生日はついでかよ」

　響さんが苦笑している。

　お義母様がそれを聞いて、「いいじゃない」と返した。

「どうせ当日は萌ちゃんに盛大にお祝いしてもらうんでしょ」

　なんだかおもしろがっているお義母様の視線を受けて、私は軽く動揺した。

「そ、そんな、盛大になんて……」

　慌てて答えると、「へえ」と短い声が横から聞こえてきた。

「楽しみだな。なにしてくれるんだ？　萌」

　その上、響さんからも期待に満ちた視線が向けられる。

　私は言い淀みながら俯いた。

　ううう～……この上ないプレッシャー。でも響さんの妻として、結婚後最初の誕生日はとにかく思い出に残るようにしたい。

「き、企画中です……」

　小さな声で呟きながら肩をすくめると、プッと吹き出して笑ってから、響さんがポンと私の頭を軽く叩いた。

「別に特別なことしてくれなくていいよ。今のままで十分だから」

　優しい瞳にドキッとしてしまう。

　思えば、響さんはいつも私にそう言ってくれていた。『そのままのお前でいい』って。

　だから私も気負いすぎず、ありのままでいられる。

「はい」と返事をしながら、反射的に熱くなる頬を隠そうと俯いた。

　私たちの様子を、向かい側のふたりがクスクス笑っていた。

「じゃ、私たちが祝うのは、引っ越しのほうだけでいいかな？　それでは、ちょっと遅くなったが、響と萌ちゃんの新生活を祝して、乾杯！」

　お義父様の音頭に呼応して、全員がグラスを掲げる。

「乾杯！」と言った後、少しだけグラスを傾けて、響さんのグラスとカチンとぶつけた。

　スッキリした炭酸が喉を潤して流れていくのを感じる。

　ちょっと息をついてグラスをテーブルに戻すと、お義母様が傍に置いた冊子を再び手に持っていた。

「それにしても、萌ちゃんすごいわね。この特集ページ、萌ちゃんが担当したと言ってたものでしょう？」

「あ、はい」

　目を細めるお義母様に、私ははにかみながら頷いた。

　お義母様の手にあるのは、つい先週発行したばかりの社内報だ。

　私が担当させてもらった座談会の連載は、巻中で五ページに渡って掲載されている。

　私のせいでめちゃくちゃになってしまった座談会は、インタビュアーを務めたなずなちゃんの助力のおかげで、響さんと山形さんに最後の質問をメールインタビューして記事にすることができた。

　錦戸さんが絶妙なカメラアングルでとらえた写真のおかげで、ビジュアル的にも楽しめる内容に仕上がった。

　そして、篠沢課長や香川主任の力も借りて、校了したのがつい三週間前のこと。

　なんとか無事に、期日通りに、行員全員の手元に配布することができた。

　ホッとしたけれど、苦い気持ちも心に残った。

　自己評価は七十点。そして今、私は次の連載に向けて気を引きしめているところ。

　この座談会の失敗を教訓にして、私はもっとがんばるんだから。

　ひとりで決意を新たにして、私はギュッと拳を握る。

　そんな私の前で、お義母様はページをめくりながら「あら」と呟いて、なぜかニヤニヤと笑った。

「へえ……響、こんなこと言ったの？　『オンオフはちゃんと切り離すようにしています。物理的にも精神的にも、家に仕事を持ち込むことはしたくない。僕は最近結婚したんですが、その辺は仕事熱心な妻にも倣ってほしいところですね』」

　声に出して読み上げられて、響さんがブッと吹き出した。

　私もビクッと背筋を伸ばしてしまう。

　私たちの様子をチラ見して、お義母様はその続きを読む。

「『不器用なんで、仕事に没頭するタイプなんですよね。がんばってるなぁと思うけど、心配になる。それに、家では僕に集中してほしいと思うし――』」

「ちょっと待った！」と、響さんがテーブルを叩いた。

　その剣幕に、お義母様も顔を上げて、きょとんとした目を向ける。

「俺はそんなこと言ってないからな！　萌の後輩が勝手にニュアンスを変えて原稿に起こしただけで……」

　響さんが目の下を赤く染めて、ムキになってお義母様を止めた。

「でも、記事になる前に響のところにも確認依頼はあるんだろ？」

　お義母様の手元を覗き込んで、お義父様が私に訊ねてくる。

「はい」と小声で返事をしてから、チラッと響さんを窺い見た。

「もちろん後輩もその手順は踏んでるんですけど……。響さん、ちょうど仕事が立て込んでて、最後まで目を通さないでＯＫしちゃったらしくて」

「なんだ、じゃあ響が悪いんじゃないか。言っとくけど、訴えたところで無駄だぞ」

　さすが、弁護士のお義父様。

　響さんはナプキンで口元を拭いながら、不機嫌そうに目を逸らす。

「だから、別に文句は言ってない。ただ、行内で知り合いと顔を合わせるたびに冷やかされるんで困るだけだ」

「ほ、本当にすみません……」

　響さんの不機嫌に共鳴して、私は申し訳なさで身体を縮こめる。

　実は今までこの話は響さんとできなかったのだけど、やっぱり困らせていたんだ、と思うといたたまれない。

「でも――」

　響さんの苦悩は、私にも同じように振りかかっている。

〝地味で目立たない平凡以下の女〟が、〝極上のプレイボーイ〟に選ばれた理由。

　行内にはびこった七不思議の謎が、この記事のおかげでどうやら勝手に解釈されてしまったのだ。

『ああ見えて、倉西さんを翻弄する魔性の女』

　今では、行内のどこを歩いても視線が痛い。部署の飲み会に参加すれば、九割九分、二次会でこの手の話題をぶつけられる。私だって同じように困っていたのだ。

　そのことを三人に話すと……。

「ああ、それ聞いた。ていうか、萌が魔性って……」

　そう言って思い出し笑いをする響さんの脇腹をシレッとつねった。

「痛っ」と、響さんが軽く私を睨む。

「他人事みたいに笑わないでください」

「他人事なんて思ってない。……ていうか、人の結婚を勝手にオカルトにするなって抗議したいとこだよな」

　腕組みして顔をしかめて見せるけど、響さんが笑いを堪えているのはわかる。

　ムッとして響さんを睨み上げると、お義父様が「なんだ、なんだ？」と身を乗り出してきた。

「名誉棄損か？　侮辱罪か？　萌ちゃん、困ってるなら、いつでも私に相談しなさい」

　本気で罪状認定しようとするお義父様に、私は慌てて大きく首を横に振った。

「だ、大丈夫ですっ！　そこまで困ってませんからっ……」

　そんな私に、お義母様はフフッと笑いかけた。

「……でもこの通りの言葉じゃなくても、ニュアンスはこんな感じだったんでしょ？　なぁに？　響は萌ちゃんにほっとかれて不満なの？」

　ストレートな聞き方をされて、私のほうが焦る。

「え……？　私、そんなこと全然っ……！」

「ああ、俺は別に不満なんかないって。だから、もうその記事のことはいいだろ。つーか俺、もう二度と広報部の取材受けない」

「えっ!?　そんな、響さんっ！」

　突然のシャットアウトに慌てて声を上げると、向かい側のふたりがおもしろそうに声を上げて笑い出した。

「……ふふ。このテーブルを見れば、萌ちゃんが響を放置して仕事ばかりしてるなんて思わないわよ。ねぇ、お父さん？」

「そうだな。なんせ響の好物ばかりだ」

　お義父様は肩を揺らしてそう言って、真ん中のお皿からハンバーグを箸で取った。取り皿の上で切り分けて、小さな塊を口に運ぶ。そして「ん」と唇をすぼめた。

「うまいぞ。……ほら、響もふて腐れてないで食え」

　軽く箸を動かして、お義父様が響さんを促した。

「なんで俺が親父に指示されなきゃいけないんだよ」

　ブツブツ文句を言いながら、響さんもハンバーグを口にした。モグモグと口を動かしてゴクンと飲み込むと……。

「……うまい」

　ボソッと短く呟いた。

「あ、ありがとうございます」

　なんだか照れくさい気分で俯くと、響さんは他のお皿にも箸を伸ばした。ポテトサラダを口に運びながら、チラッと私に横目を向ける。

「……ていうか、言ったことあったっけ？　俺が好きな食べ物」

　首を傾げて記憶を辿る響さんに、私は首を横に振った。

「いえ。聞いても答えてくれなかったです。響さん」

「なのによくわかったな」

　ちょっと丸くした不思議そうな瞳が私に向けられる。

　私は笑い返しながら、「だって……」と答えた。

「社食で会った時とか、外食先で選ぶものとか見てればわかります。それに、普段の響さんのこととかも、全部」

「え？」

「響さんって、意外と変なとこで子供なんですよね」

　サラッと言うと、響さんが軽くむせた。

　私の言葉に、お義母様が反応して楽しそうな声を上げる。

「そう、そうなのよ、萌ちゃん！　響はそれなりにいい大人に成長してくれたんだけど、感覚に子供が残っちゃったのよね。特に味覚なんか本当に典型的に」

「そうですよね、お義母様っ！　ハンバーグとかオムライスとか海老フライとか。パスタもミートソースかナポリタンだし、子供が挙げる好物の典型ばっかり！」

　お義母様の言葉に激しく同意して思わず腰を浮かせて言い募ると、お義母様も嬉しそうに「そうそう！」と頷いてくれた。

「料理の腕、奮いがいのない男なのよね～。ファミレスのお子様ランチを一番喜ぶなんて」

「あ、私、休日ランチで作ってあげますね、響さん！　旗も立ててあげます」

　女ふたりで、響さんをネタにきゃあきゃあと盛り上がる。

「いらねーよっ！　旗なんか!!」

　それを横目にウンザリしたように箸を動かしていた響さんが、顔を真っ赤にして怒鳴った。続いて、小さな溜め息をつく。

「……つーか、俺の味覚をネタに、なんでそこまで騒げるんだよ」

　小さなぼやきに反応したのはお義父様だ。

「いいじゃないか、響。萌ちゃんと母さんの繋がりの間にいるのはお前なんだから。嫁と姑しゅうとめの仲がいいのは、かなり気楽でいいもんだぞ。板挟みにならなくて済む」

「……俺はラッキーだったって思うことにするよ」

　なんだか、響さんたちは男同士の話で盛り上がっているらしい。

　その日の家族での食事会は、いつまでも会話と笑いが途絶えなかった。たくさん用意したつもりのお料理もすっかり空になった。




　食後のコーヒーを飲みながら、「でも……」とお義母様がニヤニヤしながら私と響さんを交互に眺めた。

「うまくやってるみたいで安心したわ。この間会った時と、ふたりの雰囲気がだいぶ変わったみたい」

　お義母様の言葉に、お義父様も目を細めて頷いた。

「そうだな。それは私も感じた。萌ちゃんはうちのバカ息子のことをちゃんと見てくれてるようだし」

「だから、いちいち『バカ』って付けるな」

　響さんは目を伏せてコーヒーをすすっている。そのままゆっくり目を上げると、チラッと私を見やった。

「……でも、そうだな。お前、けっこう俺のこと見てるんだ……意外と」

「そりゃ、見てますよ。もちろん！」

　だって、いろんな響さんを知りたいから。響さんを観察するのは、もっと彼を探求するため。私の生涯の命題のようなものだ。

　胸を張って答えた私に、お義母様が嬉しそうに身体を乗り出してきた。

「この間はまだ考えてないって言ってたけど……もしかしたら、考え変わった？」

「はい？」

「だから……赤ちゃん」

「……は？」

　この間と同じように、響さんが吹き出した。

　お義母様は、「まったくこの子は」と響さんに眉をひそめる。

「なにをそんなに興奮してるのよ」

「そういう話題はおもしろがってするなって言っただろ!?」

　お義父様からティッシュを受け取りながら、響さんが頬を赤らめている。

　それにつられて、私もカアッと頬に血がのぼってしまう。

「あら、だって。なんだかあんたたちすごくいい雰囲気だし。もしかしたら思ったより早くおばあちゃんになれるかもしれないって思ったら、嬉しくなっちゃって」

「考えは変わってない。まだまだ先。今は忙しい。そう言っただろ」

　冷静さを取り戻した響さんの返事は、やっぱりこの間と変わらない。

「そうなの？」と、お義母様が残念そうに唇を尖らせた。

　私はなんだか複雑な気持ちになる。

　この前は響さんの全力否定にも頷けたけど、やっぱりまだまだ先なのかな。

　そう思ったら、ちょっと寂しい気持ちだった。




　私の手の中で食器が小さくぶつかって、カチャカチャと硬質な音を立てる。

　汚れの落ちた食器がキュッと鳴くのを聞きながら、私はぼんやり手元を見つめて、そしていつしか焦点が定まらなくなっていく。

「ただいま～」

　玄関のドアが開く音と同時に、響さんの声が耳に届いた。ハッと目を瞬かせて顔を上げる。

　リビングのドアが開いて、響さんがコートを脱ぎながら入ってきた。

　フウッと息をつくその姿に、「お帰りなさい。お疲れさまでした」と声をかけると、コートをハンガーにかけながら「ん」と短く響さんが答えてくれた。

「萌も、ご苦労様」

「私は全然。楽しかったし」

　そう笑いかけてから、食器を洗う手元に視線を落とした。

「あ、響さん。お風呂が沸いてるから、先にどうぞ」

　手を動かしながら呟くと、「ああ」と短い返事が届く。

　それを聞きながら私は洗い物を続けて……。

「……？」

　視線を感じて、顔を上げた。

　カウンター越しに、響さんが私をジッと見つめている。

「……あの、響さん？」

　蛇口を捻って水を止めてから、首を傾げる。

　響さんはカウンターに頬杖をついた。

「……なぁ、萌」

「はい」

「一緒に入ろうか」

　サラッと言われて、一瞬本気で目が点になる。

「……えっ!?」

　思わず声を上げて聞き返していた。

　目を白黒させる私を、響さんは肩を揺らして笑っている。

「恐ろしいくらい予想通りの反応だな。で、返事は？」

　綺麗な顔でニッコリ笑って意地悪に言うからタチが悪い。

　私は焦りながらブンブンと大きく首を横に振った。

「無理っ。無理です、そんなのっ……！」

「なんで？　夫婦なら普通のことだし、時間の有効活用になると思うけどな」

「なんでって……」

　妙に噛み合わない会話に、私は言い負かされそうになって口ごもる。

　最近の響さんは、的を絞って意地悪だ。私が子供っぽいところがあると言ったせいか、それを武器に私を困らせるのが楽しくて仕方ないらしい。

「だって恥ずかしいじゃないですかっ！」

　負けてはいけない、と自分を鼓舞して、真っ赤な顔で叫ぶ。

「あ、そ。じゃ、仕方ないか」

　すると響さんは肩をすくめて、意外とあっさり引き下がった。

「え？　あの……」

　その淡泊さに、私のほうが呼び止めてしまう。

「いいよ、無理しなくて。じゃ、お先に」

　人をこれだけ焦らせておいて、響さんは軽く手を振る。

　その姿に妙に疲れてガックリと頭を垂れると、着替えを抱えた響さんがキッチンを素通りして、「萌」と私を呼んだ。

「……はい、なんでしょうか」

　まだドキドキと鼓動は打ち鳴っている。気持ちはいっぱいいっぱいで、無愛想に聞き返すと、響さんはおもしろそうに笑った。

「今日は引き下がるけど、考えてみたら、来週は俺の誕生日なんだよな」

「へ……？」

「萌がしてくれる盛大なお祝い。これ、企画に入れておいて」

「えっ……。ひ、響さんっ!?」

　ギョッとして、慌ててキッチンを飛び出した。

　響さんはバスルームのドアを開けて、私にヒラヒラと手を振ってから中に入っていく。

「ちょっ……」

　バスルームのドアに手をかけようとして、すぐに我に返った。

　いやいや……拒否したのに追いかけてどうする。

　ソワソワしながらキッチンに戻って、一度「はあっ」と大きく息をついた。

　あんな冗談、さすがに心臓に悪い。

　火照った頬に濡れた手を当てて冷ましてから、気持ちを切り替えて洗い物を再開しようとした。バスルームから聞こえてくるシャワーの音を意識しながら、泡だらけのスポンジを手にして。

　ところが、フッと意識は逸れていく。

　響さんが私だけにくれた誓いのキスは、私にこの上ない幸せをもたらしてくれた。

　大切にされている。愛されている。

　響さんの言葉からも態度からも、それはいつも素直に感じられる。だけど……。

　私は響さんに恋に落ちて、ワガママになった。欲ばりになった。

　ふたりだけで一生の愛を誓い合ったあの日から、願う幸せは際限なく大きくなっていって、些さ細さいなことで不安が過るのをどうしても抑えられない。

　いつも包み込むような温かさで私を愛してくれる響さん。私はなによりも誰よりも響さんを信じている。

　無条件に向ける信頼に嘘はないのに、こんな気分になるのは……。

　きっと、自分で思う以上に私が響さんに恋してるせいだ。

「……不安、なんて、感じる必要ない」

　ボソッと呟いて、私は自分の手元に視線を落とした。

　お皿とスポンジを手にしたまま、水を出しっぱなしの状態で、私の手は完全に止まっていた。

　またボーッとしていたことに気がついて、一度大きく首を横に振った。

　余計なことは考えない。こんなに幸せなのに浮かない顔してたら、響さんが変に思う。

　そうして再び手を動かそうとした時……。

　ふわっと背中にぬくもりを感じた瞬間、伸びてきた腕にギュッと抱きしめられた。

「え……？」

　突然の攻撃に驚いて、私は後ろを振り返る。

「さっきからおかしいなって思ってたけど。なにボーッとしてるんだよ」

　私の肩口から顔を覗き込みながら、響さんが耳元で呟いた。

　優しいフローラルのシャンプーの香りが鼻をくすぐる。響さんの濡れた髪が頬に触れて、ちょっと冷たい。

「べ、別に、なにも……」

　ドキッとしながら笑顔でごまかす。

　背中に響さんの胸が当たるのを感じながら、手元に視線を落とした。

　響さんは一度腕を解くと、私の両手を握って洗い物を中断させた。蛇口を捻って水を止めると、右腕だけで私の肩を抱き抱える。

「嘘つくな。食事が終わったあたりから、沈んだ顔してただろ」

「あ……」

「ごまかしてもバレバレなんだよ。ちゃんと言えって言ったろ」

　響さんの左腕が私の頭を抱え込む。

　伝わってくるぬくもりに、不安定な気持ちがグラッと揺らいだ。響さんの優しさに、ジワッと涙が浮かんでくる。

　これ以上を求めるようなワガママを言いたくない……。

　それでも私は、響さんの右腕に両手をかけた。ためらいながら、胸を過った不安を口にした。

「……赤ちゃん」

「え？」

「響さん、赤ちゃん欲しくないんですか？」

「……え？」

　私の身体に巻きついた響さんの腕が一瞬ピクッと震えたのが感じられた。思わず背後の響さんを振り返る。

「え、っと……」

　響さんは明らかに困惑したように目を逸らした。

「……ありえないと思うけど、一応聞く。お前、まさか……」

　消え入っていく声に、私は一度瞬いた。そして、慌てて首を横に振る。

「い、いえ、違うんです！　今、私がどう、とかじゃなくて!!」

　予期せぬ誤解を招いたことに慌てて力いっぱい否定すると、「そ」と響さんが私の肩でホッと息をついた。

　その反応に、やっぱり、と沈む気持ちを抑えられない。

「あの……どうしてですか？　私は……響さんの赤ちゃん、欲しいです」

　カアッと頬が熱くなるのを意識して、気持ちを落ち着けながら言った。

　響さんが息をのんだ。そして一瞬沈黙した後、ハアッと溜め息をついた。

「……誤解するな。別に子供が嫌いとか欲しくないとか言ってない」

「じゃあ……」

「でも、まだいいだろうが。俺はもっと……萌とふたりでいたい」

　耳元で囁かれた、ちょっと不機嫌な声。

「……っ」

　私が身体を強ばらせると、響さんが腕を離して私を解放した。

　身体ごと響さんと正面から向かい合うと、響さんは片手で顔を隠しながらそっぽを向いてしまう。

「相当ゆっくり時間をかけて、やっと萌の心を手に入れたのに。……なにもそんなに急いで子供のことを考えなくてもいいだろ」

　プイッと顔を背けたまま、響さんはキッチンから出ていく。

　私は慌てて後を追った。

「あ、あの……響さん……」

　不機嫌にさせてしまった気がして、焦って声をかける。

　響さんはリビングに足を踏み入れて、パンツのウエストに指を引っかけて俯いた。

「……俺はまだ全然足りない。萌の気持ちがもっと欲しい。俺も、もっともっと萌を愛したい。それなのに今、子供なんかできたら……」

　そう言って、私から表情を隠したまま……。

「子供に夢中になる萌を見て、自分の子供に嫉妬しそうだし」

　ボソッと小さな声で続けた。

　その声に、ドクンと大きく鼓動が高鳴る。

「あ……」

　どうしよう。響さんの言葉がとてもくすぐったくて照れくさくて……。そして、とてもとても嬉しい。

　溢れくる想いをどうしていいかわからなくて、私は響さんの背中に抱きついた。

　私の腕の中で、響さんが小さく息をのんだのが気配で感じられた。

「あ、あの、響さん。……私も、まだまだ響さんとふたりがいいです」

「……どうだか」

「本当ですっ……。私だって、まだ響さんの〝恋人〟でいたい。でも……」

　腕を離して、響さんの正面に回り込んだ。まっすぐその瞳を見上げる。

「いつか……私たちに新しい家族ができても、響さんへの愛情を減らすなんてこと、ありませんから」

　涙で潤んだ瞳を精いっぱい響さんに向けて、私は必死に笑顔を浮かべた。

「響さんには響さんだけに。赤ちゃんの分は赤ちゃんのために。家族の愛情って、そうやって増やしていくものでしょう？　……だから、嫉妬なんかしないでください」

　私の言葉を聞いて、響さんが目を丸くした。

「ね？」と首を傾げて見せる私に、響さんもフフッと困ったように笑った。

「お前……」

　小さく呟きながら、私の髪を指先で弄ぶようにくるくると回す。

　向けられる瞳がなんだか熱っぽくて、私の鼓動はドキドキと加速し続けている。

「……イイ女になったな」

「え？」

　なにを言われたのかわからなくて、私はキョトンと瞬きをした。

「守るつもりが、時々守られてるような気分になる」

　響さんは照れくさそうに顔を背けながら、私の額をパチンと指で弾いた。

「痛っ……」

　小さな刺激に、思わず額を両手で押さえる。

　私の反応に軽く笑って、パンツのポケットに両手を突っ込むと、響さんはソファに回り込んでいこうとする。

「ひ、ひどいです、響さんっ」

　その背に向かって頬を膨らませて抗議する。

　響さんは私を肩越しに振り返った。

「萌、仕事もがんばってるもんな。まぁ、この調子でもっともっとイイ女になってくれれば、男おとこ冥みょう利りに尽きるってもんか」

　自分の言葉に納得したように「うんうん」とひとりで頷く響さんを、私はドキッとしながら目で追った。

「あ、あの……」

　あまり言われ慣れない言葉で、聞いていても気恥ずかしくなる。どう反応していいかわからなくて目線を漂わせると……。

「でも」

　ひと言短く呟いて、響さんは私の目の前に戻ってくる。強気な力のこもった、いつもの瞳を私に向けた。

「俺だって負けてらんない。萌と同じ速度で、イイ男になってやる」

　挑戦的な瞳に、私は何度か目を瞬いて……。

　ますます、魅惑的で強気な笑みの虜になる。

「これ以上カッコよくなられたら――」

「え？」

　……心臓が壊れてしまいそうだ。

　心に過ったのは、そんな言葉。

　私はそれをのみ込んで、響さんにニッコリ笑って見せた。

「いいえ。私、響さんに一生ついていきます」

　強気で呟いたひと言に、響さんは一瞬目を丸くした。そして、短く息を吐いて笑う。

「ああ。……一生な」

　一度視線をまっすぐ絡め合って、身長差を埋めるようにお互いに顔を寄せた。

　そっと触れ合わせたキスは、まるでふたりの誓いの再現のように。

　そして、深く踏み込んでいくキスは、恋人同士の濃密な時間への幕開けのように。

「……萌、おいで」

　唇を離して、響さんが私の耳元で囁いた。

　甘く低く耳に響く誘いに、ドキッと鼓動が跳ねる。

　その反応を見透かしているのか、響さんはクスッと笑うと私の腕をグッと引いた。

　向かう先は、かつての響さんの部屋で、今は私と響さんの寝室。ドアの向こうには、大きなダブルベッドが置かれている。

　毎晩一緒に眠っているのに、誘われて足を踏み込むのは、まだドキドキしてキュンとしてしまう。

　緊張して赤い顔を隠すように俯く。それから小さく頷いて、足を一歩踏み出す。

　開けたドアを手で押さえて私を待ってくれている響さんの後に続いた。

　ふたりの寝室に足を踏み入れる。

　私の背中で、ゆっくりドアが閉まった。

　力強く、そしてちょっと意地悪な腕の中で、ほとばしる熱に翻弄される。優しくて、どこか妖しい瞳に浸食されて、鼓動が臨界点を突き抜ける。

　何度身体を重ねても、この感覚は限界を知らず、私を夢見心地にさせてくれる。

　理性と本能のシーソーゲーム。

　最後はいつも本能をぶつけ合って、私は乱される。そして迎える、すべてを支配される瞬間は、愛し愛される幸せに心が震える。

　響さんは気づいているだろうか。響さんへの恋心を自覚したあの瞬間から、私の想いは一秒ごとに大きくなり続けていることを。

　あの時よりも、ずっとずっと響さんのことを好きになった。

　だから私、がんばれるんだよ。私にはもったいないくらい素敵な響さんに置いていかれないように。胸を張って一緒に歩ける私になりたくて。

　響さんを愛することが、私を強くしてくれる。

　そんな私に……。

『イイ女になったな』

　そのひと言が、どれだけ極上の褒め言葉になったか。




　カーテンの隙間から、金色に輝く満月の影が見える。

　私を抱いた後、響さんはゆっくり目を閉じて、いつしか規則正しい寝息が聞こえてきた。

　しっとり汗ばんだ胸に両腕を乗せて、私はその寝顔を見上げる。

　時々子供っぽいところがある。でも一番象徴的なのは、無防備すぎるこの寝顔だってことを、恋に落ちた後で初めて知った。

「……響さん」

　穏やかに眠る響さんを小さな声で呼んだ。もちろん、返事はなくてもいい。

「……ありがとう」

　なにげない言葉が、告げた私の心を大きく震わせる。想いが際限なく湧き上がってきて、ちょっと苦しいくらいだ。

「愛してます。なによりも、誰よりも」

　響さんへの恋心は治まりを知らない。ありふれた言葉だけじゃどうやっても伝えきれない。

　それでも私は、あえて口に出した。

　薄く開いた彼の唇に、そっとキスを落とす。

　ほんのわずかに、響さんが身じろぎした。

　その反応を見て、私は穏やかな微笑みを浮かべた。かすかに上下する響さんの胸に、そっと頬を乗せる。

「だからずっと……そばにいてくださいね」

　ゆっくり目を閉じながら、響さんへの一生のお願いを口にした。

　閉じた瞼の裏側で、セピア色の教会の情景が浮かび上がる。

　あの時胸に過った寂しさは、今はもう穏やかに消え去ってくれていた。

　その代わりに私の心を震わせるのは、オフィスの非常階段で交わされた、誰も知らないふたりだけの約束。

　私たちの恋の始まりは普通の恋人同士のものとは違ったけれど、一生の愛の誓いに、決まり切ったセオリーはいらない。

　ふたりだけの誓いのキスは、私の心の中で、永遠に色いろ褪あせることなく輝き続ける。







特別書き下ろし番外編










永遠の誓いを君だけに　～響サイド～




　大きな窓の外で、夕日は向かい側のビルの陰にすっかり沈んでいた。薄暮の訪れとともに、オフィスの中にいてもなんとなく肌寒く感じた。

　午後五時十分。俺は腕時計で時間を確認してからパソコンを閉じ、デスクを片付けて立ち上がった。カバンに書類を詰め込んで、オフィスの出口に向かう。

　腕にかけたコートを軽く持ち直しながら、ホワイトボードに付いている【倉西】と名前の書かれたマグネットの隣に、【直帰】と赤ペンで書き込んだ。ペンを置いて出口に足を踏み出した時……。

「うわっ」

　外回りから戻ってきた同じ営業第一部の同期とぶつかりそうになった。

「あ、悪い……ああ、なんだ、倉西か。お疲れ」

「お疲れ」と返事をすると、彼は俺と入れ替わりにホワイトボードの前に立った。自分の外出先の書き込みを消しながら、「ん？」と眉をひそめる。見たものを確認するように、ボードに一歩踏み出している。

「なに、お前。今日直帰？」

　チラッと目を向けられて、「まぁ」と言葉を濁した。

「だってお前がこれから行くのって、すぐそこのビルだろ？　行って帰って一時間じゃん。なんで直帰？　やけに余裕だな」

　どこか怪訝そうな視線に、妙な汗を掻きそうになった。

　いや、咎とがめられる筋合いはない。もう就業時刻は過ぎている。すぐそことはいえ、立派な残業だ。

「……別にいいだろ」

　それでも、いつもより相当早いのは確かだ。用件だって、多分三十分もかからない。こんなに早く帰るのは、もしかしたら七年の銀行員生活で初かもしれない。

　妙な後ろめたさをごまかすように、俺はプイッと顔を背ける。「まあいいけど」と興味無さげな声が返ってきた。

「昨日まで連日〝最終退行〟だったくせに、なんで今日だけって思ったんでね」

　思わず、うっと言葉に詰まる。確かに、今日の直帰に備えて残業三昧だった。

　返事をしない俺を探るように、涼しい目をした同期はニヤッと人の悪い笑い方をした。

「は～ん……。今日早く帰るための前ふりだった？」

　バレてる。

　一瞬にして敗北を感じて、俺は溜め息をついた。

「……今日、誕生日なんだよ」

　半分ふて腐れて正直に答えると、「は？」と彼が目を丸くした。

「娘の？」

「まだいねーよ。……俺の」

　ボソッと呟く俺に、彼は合点したようにニヤニヤ笑いながら腕組みをした。

「嫁さん、張りきってお祝いしてくれるのか？　いいねぇ。新婚さんはラブラブで」

「……つーか、お前だってラブラブだろうが」

　一方的にからかわれている感があって、照れくささを隠しながら言い返す。すると彼は肩をすくめて、シレッと話題を俺に戻した。

「そういうことなら、残業なんかしないでさっさと帰ればいいのに」

「いや、萌も普通に仕事だから、あんまり早く帰っても慌てさせるだけだし。『ちょっと早く帰ってきて』って言われただけだから……」

　そう言いながら、やっぱりニヤニヤと向けられる視線に、俺は口に手を当てて言葉を止めた。

　……なにを言わされてるんだ、俺は。

「かわいい嫁さんの手料理でお祝いか。そりゃ、最高の誕生日だな」

「だから、お前な……」

「ほら、急げ急げ」

　人を散々からかっておいて、腹の立つ同期は俺の肩をポンと叩いて自分のデスクに戻っていく。それを見送った後、俺は小さく息を吐いて、気を取り直すように颯さっ爽そうとオフィスを後にした。




　今日は俺の二十九歳の誕生日。萌と結婚してから初めてのイベントらしいイベントだ。

　多分、萌も気にしてくれていたんだろうけど……。先週末、俺の両親を招いた夕食会で、お袋が萌に強烈なプレッシャーを落としていった。

　特別なことなんかしなくていいと言ったのに、あれから今日まで、萌は本気で悩みながら準備を進めてくれていた。

『なにしたいですか？』『なにが欲しいですか？』と切羽詰まった顔で聞いてくる萌がおもしろいから、いろいろと意地悪なリクエストをしてみた。

　そのたびに本気にして顔を真っ赤にしてアワアワする萌が、本当にかわいかった。

　思い出してにやけそうになる自分を辛うじて抑え込みながら、俺は自宅近くの駅の改札を抜けると少し歩を速めた。

　さてさて。萌は俺の妻として、最初のお祝いにどんなサプライズを用意してくれたのか。

　想像を膨らませるだけで楽しい。昨日までずっしり肩に背負っていた疲労感も、なんだか今日は軽く感じる。

　顔を上げて、駅ビルのショッピングモールになんとなく目を向けた。入口のすぐ脇にある小洒落た小さな花屋の前に、大輪のバラの花束を抱えたサラリーマンが立つ姿が目に留まった。

　いい大人の男がバラの花を抱える姿は人目を引く。彼に視線を向けているのは俺だけじゃなかった。

　なんのお祝いだろう。ああ、彼女へのサプライズとかかな。

　定番の贈り物で無難に喜ばせることができるのはわかっていても、さすがにバラの花束はちょっと恥ずかしい。それに……俺が贈るべき唯一の相手である萌は、そもそもバラってイメージじゃない。

　そうだな……と、俺は目線を店先の小さな紫色の花に向けた。一瞬ドライフラワーかと思った小ぶりな花が、いくつも連なって房のように咲いている。

　近寄ってみると、薄いピンクに濃いピンク……何種類もの色があって、綺麗なグラデーションを創り上げていた。

「いらっしゃいませ。贈り物ですか？」

　エプロンを着けた店員が声をかけてきた。

　一瞬ビクッと怯ひるんでから、戸惑いながら顔を上げた。

　花束を抱えたサラリーマンの姿はもうそこにはなく、俺はいつの間にか店の目の前まで来て立ち尽くしていた。客と間違われても仕方がない。

「い、いえ。すみません」

「スターチスといいます。かわいいお花ですよね」

　俺が目を向けていた方向を確認して、店員はニコニコしながら説明を始めた。

「は、あ」

　参ったな、と頭を掻きながら、切り上げるタイミングを計る。

「この花は、花言葉がとても素敵なんですよ」

　そう言いながら、俺が見入っていたピンクのグラデーションの花を一本ずつ手に取った。

「ドライフラワーにしても色褪せないことに由来して、『変わらぬ誓い』や『永久不変』という花言葉があるんです」

「……変わらぬ誓い？」

　その言葉に気をとられて、思わず俺は店員に訊ね返していた。

「はい」とニッコリと微笑まれる。

「プロポーズの演出に使う男性もいらっしゃいます。永遠を意味する花をもらってプロポーズされるなんて……女性としてはこの上ない幸せですよね」

「……じゃあ、俺は知るのがちょっと遅すぎたかな。そういうロマンチックな演出、なにもしてやれなかったし」

　店員の視線を左手の薬指に感じて、俺はハハッと笑いながら自嘲気味に呟いた。

　そして脳裏を過るのは、萌に言われてからずっと俺の心に大きな傷になって残っているあの言葉だ。

『響さん、私に誓いのキスもできなかったじゃないですかっ……！』

『響さんは、私に一生の愛を誓えなかったじゃないですかっ……！』

　萌を傷つけるつもりじゃなかった。あの時はそれが俺の精いっぱいだったし、俺なりに意志を持った行動だった。

　今となっては萌もちゃんとわかってくれている。だけど、あんなふうに泣くほど寂しい思いをさせてしまったことを、俺は一生忘れてはいけないと思う。

「……俺がもっと器用な男だったらよかったのに。そしたらきっと、あんな顔させることもなく、こんな気持ちになることも……」

　小さな息を吐いた次の瞬間、ハッとして顔を上げた。

　俺とそう年齢の変わらない店員がきょとんとした目を俺に向けている。

　バカか、俺は。見ず知らずの花屋の店員にまで、なにを言わされてるんだ。

「す、すみません」

　猛烈に恥ずかしくて、俺は顔を背けながら立ち去ろうとした。だけど……。

「いつも心に抱いている大事な想いがあるなら、伝えたい時に伝えるべきですよ。誕生日とか結婚記念日とか……特にイベントに頼らなくても。むしろイベントが絡まないほうが、素敵だと思います」

　穏やかに告げられる店員の言葉に、思わずゴクッと唾をのんだ。

　いつも心に抱いている想い。あの後、俺はちゃんと萌に伝えられているだろうか？

　俺は無意識に『永遠』という意味を持つという花にもう一度視線を落とした。

　大輪のバラの花束のように豪華にはならない。だけどその可か憐れんな花は、とても萌に似合うと思った。




「ただいま」とドアを開けると、キッチンから「お帰りなさい」と慌てた声が聞こえた。

　廊下を突き進んでひょいと顔を覗かせると、萌がひとりバタバタしながら料理の真っ最中だった。

「ごめんなさい、響さんっ！　私もちょっと帰るの遅くなっちゃって、まだ夕食できてなくて……」

　必死に謝りながら手を動かす萌に、俺はフッと笑った。

「萌、慌てるな。ゆっくりでいいから」

　そう声をかけながら、一度寝室に入った。その間も萌は料理に夢中で、俺に目もくれない。

　ドサッと荷物を置いた時、「響さん」と名前を呼ばれる。

「ん？」と短い返事だけして顔を覗かせると、萌がキッチンから俺に視線を向けていた。

「あ、あの……。お風呂、先に入っちゃってください。その間にはできますから」

　それを聞いて、俺は肩をすくめて笑いながら、ほんの少し意地悪に、ドア枠にもたれかかりながら訊ねた。

「一緒に入る、はダメなの？」

　その途端、萌がカッと頬を赤らめた。しどろもどろになって「あのあの……」と取り繕おうとしている。

「……私、お料理しなきゃいけないので」

「ふ～ん。……逃げたな」

「ち、違いますっ！　でも今日は……ちょっと予定が狂っちゃったから……」

　一応俺の〝希望〟は考慮してくれたのか。

　だけど『今日は』とは言っていても、叶かなえてもらえるとは思わないほうがいい。萌はまだ〝一緒に風呂〟を拒む。本人曰いわく、『明るいから恥ずかしい』ということらしいけど。

「ごめん。ちょっと意地悪した。いいよ。萌が本当にその気になった時で」

　そう言うと、萌はホッとしたような表情を浮かべた。

　つーか、本当に……。『明るいから』とかじゃなくて、もう俺は萌の全部を見てるし知ってるんだけどなぁ～。

　……と言いたいのを堪えて、再び寝室に戻る。そして着替えを抱えてリビングに足を踏み出すと、萌に声をかけた。

「風呂、入ってくるよ」

「あ……はい。ごゆっくり」

　安心したような、ほんのちょっと拍子抜けしたような……そんな萌の反応を確認して、俺はひとり、ゆっくり湯舟に浸かった。




　いつもより少し時間をかけて風呂を終え、髪をタオルで拭きながらリビングに戻ると、テーブルの上には驚くほど豪華な料理が並んでいた。

　思わず何度も瞬きすると、萌が得意げに微笑んでいる。

「時間かかっちゃったけど、それなりの出来にはなりました。響さん、座ってください」

　よほど会心の出来なんだろう。あまりに萌が嬉しそうだから、俺もつい微笑みながら促されるままに椅子に座った。

　俺の好物にひとひねり加えた、手の込んだ料理ばかりだ。

　今日も普通に仕事をして『少し遅くなった』はずなのに、相当がんばったんだろうな。

　そう思いながら、萌に視線を向けた。

　萌はよく冷えたシャンパンを「開けて」とはにかみながら俺に差し出してくる。

　ポンと軽い音を立ててコルクが飛んだ。その行方をふたりで探しながら、顔を見合わせて吹き出して笑った。

　俺の手からボトルを受け取って、萌が俺のグラスに金色の液体を注いでくれる。手酌しそうな勢いの萌を止めて、俺が萌のグラスに注いだ。

　カチンとグラスのふちを軽くぶつけて、微笑み合う。

「お誕生日、おめでとうございます、響さん」

　明るい笑顔で告げられる祝福に、思いのほかグッと胸が揺さぶられた。

　あまりに嬉しくて、素っ気なく「ありがとう」としか言えなかった俺に、萌は嬉しそうに小皿を手渡してくれる。

　自分の自信作を説明しながらおいしそうに頬ばる萌が、どうしようもないくらい愛おしい。

　こうして萌が俺のそばにいて祝ってくれる。それだけで胸がいっぱいになった。




　せっかく萌が俺のためだけに腕を奮ってくれた料理なのに、正直なところ、俺はちゃんと味わえていたのかわからない。

　お腹いっぱいになって食事を終えて、「ケーキもあるんですよ」と席を立った萌を、俺は緊張しながら呼び止めた。

「はい？」

　シャンパンとワインで少し頬を上気させた萌が俺を振り返った。

　追いかけるように立ち上がって、無言のまま寝室へ行く。そして、うまく隠してきた花束を手に取って、リビングに戻った。そのまま無造作に萌に差し出した。

「……え？」

　さすがに萌も驚いている。

「かわいい……」

　両手から零れそうなピンクと淡い紫のグラデーションの花束を抱えて、顔を綻ばせながら俺を見上げる。

「あ、あの、響さん。どうしたんですか？　これ……」

　抱え直すように萌が腕を動かした。その腕の中で、花束の包みがガサッと音を立てる。

　思った通り、可憐でよく似合う。

　心の中でそう満足しながら……。

「俺も、萌に感謝したいんだ」

　緊張を抑えながら告げると、萌は目を見開いて俺に真っすぐ瞳を向けた。

「俺の誕生日を祝ってくれて、ありがとう。俺と結婚してくれて、ありがとう。俺のそばにいてくれて……。萌」

　一歩足を踏み出して、萌の瞳を覗き込んだ。

　萌は少しだけ息をのんで、俺をまっすぐ見つめてくれる。

「……愛してる」

　短くそう呟くと、萌の瞳が揺れたのがわかった。

　たまらない気持ちで、花束を抱える萌を腕の中に掻き抱く。

「萌、愛してる。……ああ～、畜生……これ以上なんて言えば、伝わるんだろう」

　口を突くのは、いつもと同じ変わり映えしない言葉だ。

　他に気の利いた言葉を発せない自分がもどかしくて、俺は萌の肩に額を乗せた。

　少しだけ強ばっていた萌の身体から、ふんわりと力が抜けるのが感じられた。

「私も、大好きです。響さん」

　萌が俺の耳元で囁くように言ってくれた言葉が、信じられないくらいじんわりと胸に浸透する。

「いつもいつも大事にしてくれて、ありがとう。……お花もかわいくて……これ、なんてお花ですか？」

　呟くような小さな声が、どうしようもなく俺の心を揺さぶった。

「……うわ、やべ」

　鼻の奥のほうがツンとする。不覚にも涙が込み上げてきて、俺は慌てて萌から顔を背けた。

「え、響さん……」

「バカ、見るな。……うわ、恥ずかし……俺、なんで……」

　自分でも信じられない。まさか萌に『大好き』と言われて泣くなんて。

　急いで右手で押さえるように隠した。恥ずかしくて情けなくて、萌に顔を向けられない。

　そして、改めて気づく。

　ああ、俺、どれだけ萌のこと好きなんだろう。萌がそばにいて俺を祝ってくれることが、どれだけ幸せなんだろう。

　ただそこにいるだけで俺をこんなに幸せにしてくれる萌に、あんな寂しい想いをさせてしまった自分が不甲斐なくて、どこかに消えてしまいたい。

「……響さん」

　萌が、顔を隠す俺の手にそっと手をかけた。それでも顔を背けたままの俺を覗き込んで、静かに俺を呼んだ。そして、俺の目尻の涙をスッと指で拭ってくれる。

「私、ずっとずっとそばにいます。響さんが、『いるな』って言っても」

　そんな言葉を呟く萌に、俺はハッと浅く息を吐いた。

「俺がそんなこと言うわけ……」

「はい。わかってます。だから、一生一緒です」

　普通に告げられる言葉が、さらに俺の胸を射抜く。俺がこの花束に託した想いがダイレクトに伝わったように感じて、胸の奥が締めつけられるような気がした。

「……っ」

　たまらなくなって、強引に萌にキスをした。息をのんだ萌が身体をすくめるのがわかる。それでもこの激情を抑えられなくて、俺は萌の唇を貪った。

　吐息を漏らしながら唇を離すと、萌がゆっくり俺の頬を撫でた。

「あの……響さん」

　わずかに目を伏せて、どこか緊張した面持ちで、萌が俺を呼んだ。

　俺は黙って萌の言葉を待つ。

「……お誕生日のお祝いは、これで終わりじゃないんです」

「え？」

　予想しなかった言葉に、俺は素で瞬きをした。そんな俺に、萌は恥ずかしそうに顔を俯けた。

「来週末なら、一緒に旅行できるかな、って思って」

「え？」

「最近、響さん忙しかったし……ふたりでゆっくりしたいなと思って、予約したんです。温泉旅館」

「……？」

　萌がゆっくり顔を上げて、俺をジッと見上げた。いつになく必死な瞳に、俺の鼓動がドクンと騒いだ。

「けっこう立派な旅館なんですよ。全部の客室に専用露天風呂がついてて」

　早口で言い切った後、萌は一度言葉を切った。そして大きく深呼吸して、ボソッと呟く。

「あの……ここで、は少し恥ずかしいんですけど……。温泉とかなら、響さんと一緒に入れるかな、って……」

「っ……」

　萌の口からそんな言葉を聞く日が来るとは思っていなかった。呆然と目を丸くした俺に、萌は拗ねたように頬を膨らませた。

「ひ、響さんが嫌なら、いいです」

「ば、バカッ。……嫌なわけないだろ」

　慌ててそう言って、少し身体を離してから、俺はマジマジと萌を見下ろした。

　萌は相当照れくさいのか、抱えた花束に目線を落としたままでいる。

　俺は萌の腕から花束を引き抜いて、そっとテーブルに乗せた。そして、隔たりをなくして再び萌を抱きしめる。

「……最高」

　耳元で呟くと、萌の身体が強ばった。それでもすぐに力が抜けていくのがわかる。

　少しずつ、本当の意味で萌が俺に歩み寄ってくれているのを感じる。

　結婚していても、俺たちの恋はまだ始まったばかりだ。萌が俺の誕生日に用意してくれた決死のサプライズが、尋常じゃないくらい嬉しい。

「……萌、愛してる」

　俺の声が続く限り、何度でも、萌に言い続けたい。

「……私も、愛してます。響さん」

　同じ言葉が返ってきて、俺の心が大きく揺れた。

　それだけで十分幸せだと思うのに……。

　俺は男の煩悩を捨て切れず、ここぞとばかりに萌に甘える。

「……いい？」

　腕に抱きしめた萌の耳を甘噛みしながら囁くと、萌の身体がビクッと震えた。だけどすぐ、小さく頷くのがわかる。

「は、はい。私も、響さんと……」

　ゴニョゴニョと呟く萌に、俺はついプッと吹き出した。

　すると俺に抗議するように、萌が頬を膨らませている。

　そんな萌もどんな萌もかわいくて愛おしくて、俺は萌を抱え上げた。そして、唇を吸い上げながら寝室に向かう。

「萌、待ってて。お前の誕生日には、これ以上のお祝いをするから」

　ベッドに組み敷いた萌を見下ろしながら、俺は告げた。

「どんな？」

　萌が俺を見上げながら訊ねる。

「内緒。言ったらつまらないだろ。……休暇とれるように、仕事進めておけ」

「え？　休暇……？」

　そう、三泊五日。萌の誕生日にはもう一度、ハネムーンで行ったニューカレドニアの海に……。

　心の中でそう呟いて、俺は質問を続ける萌の唇を塞いだ。

　いつもよりも甘く深く口づけると、萌は俺への追及を諦めたように無粋な会話を止めて、甘い声を聞かせてくれた。

　萌の肌に溺れながら、この恋はいつまで続くのだろう、と怖くなる。怖くなるのに、それを幸せと感じる自分がいる。

　恋人。夫婦。そんな簡単な言葉ではくくれない。

　いつか……俺と萌の間に子供ができて、関係が〝家族〟に変わっても、俺はきっと萌に一生恋し続けるんだろう。

　俺と萌の恋。

　結婚から始まったロマンスは、ふたりだけしか知らない。

　この狂おしいくらいの熱情を、ふたりだけの永遠にしよう。

　この先いつ何時でも、俺はお前に永遠を誓うから。

　萌、俺が注げるありったけの愛を、君だけに――。
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　最後に……。書籍化には、私にとって大事な人たちにお力添え頂きました。いつも私の作品を大事に応援してくださる、最強の担当・倉持さん。前回から引き続き、とても丁寧に作品の完成度を高めてくださった、編集協力のヨダさん。そして……カバーイラストは、初書籍（＆電子書籍）でもお世話になった椎名菜奈美さん。椎名さんが作品から感じたイメージで描いてくださったのですが、響と萌だからこその切なくしっとりとした『幸せ』が伝わり、眺めながら作業をして何度も泣きました。この美しいイラストに恥じない作品を！と作業も気合いを入れて頑張れました。皆さま、本当にありがとうございました。

　私にとって、作家としての夢が叶った一生大事にしたい作品です。サイトの読者様。そして、書籍をお手に取ってくださった皆様に、楽しんで頂けたら幸いです。
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この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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